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プロローグ







「読者は作者に逆らえない」

　彼かれは言った。

　雲のようにふわふわとして掴つかみどころのなく、木こ漏もれ日びのように穏おだやかな性格をした彼にしては珍めずらしい、きっぱりと言い切る断言口調だった。

「小説だろうと漫まん画がだろうと――世に言う物語というものは、製作者側に絶対的なアドバンテージがある。物語は徹てつ頭とう徹てつ尾び作者の掌てのひらの上だ。読者にできることと言えば、作者から提供された物語を読んで、面おも白しろいだのつまらないだの評価を下すことだけ」

「そうかな？　詳くわしくは知らないけど、作家さんって、なんでも自由に書けるわけじゃないんじゃないの？　編集さんの意見とか、時代の流れとかもあるだろうし」

「夢がないことを言うなよ。確かにそうだけど、今はそういう話じゃない。概がい念ねん的てきで抽ちゆう象しよう的てきで――つまり雰ふん囲い気きだけの適当な話を、今、僕ぼくはしているんだ」

　彼は苦く笑しよう気味にそう言って、「話を戻もどすぜ」と続けた。

「結局、読者というのは徹てつ底てい的てきに受うけ身みでしかない。いくら物語に傾けい倒とうしようとも、決して物語に介かい入にゆうすることはできない」

「どういうこと？」

「つまり、展開や結末が気に入らなかったからって、物語を書き直すことはできないってことさ。読み終えてから本を壁かべにぶん投げることや、作家宛あてに呪のろいの手紙を書くことはできるけれど、物語に手を加えることはできない」

　それはそうだろう、と僕は納なつ得とくする。

　僕ら読者は、与あたえられた物語をただ読むだけだ。もっとも、作品はファンと一体になって作る、という意見もあるだろうけれど、それでも作者と読者の間には絶望的な隔へだたりがあるだろう。

　与える側と受け取る側には、超こえられない壁がある。

　そしてそれは――超えてはいけない壁であるようにも思う。

「もっと簡単にわかりやすく言うのなら――」

　彼は言う。

「作家は神様だ」

　僕は首を傾かしげた。

「神様は読者の方じゃないかな。ほら、よく言うでしょ？　お客様は神様だって」

「ははっ。それもそうか」

　彼は笑った。苦くて甘あまい、いつもの笑え顔がおだった。

「どうしたんだよ。今日はやけに噛かみ付つくじゃないか」

　彼の言う通り、今日の僕はなぜか、彼に反論してばかりだった。

　いつもの僕は、わかったようなわからないような気持ちのまま、なんとなく「彼が言うなら、それが正しいのだろう」と思って、ただ頷うなずいてばかりだったのに。

　なぜか今日は反論したくなった。

　反論――反逆したくなった。

　彼はそんな僕に機き嫌げんを損そこねることもなく、静かに話を続けた。

「物語に対して受身でしかいることができない読者だけれど――しかし一つだけ、作者には介入不可能なアプローチ手段を持っている。それは、読み進めるスピードだ」

「読み進めるスピード……」

「読者は、自分の好きなスピードで物語を楽しむことができる。じっくり読もうが流し読みしようが、それは読者の自由だ。漫画でセリフを飛ばそうとも、小説で会話文だけ読んで地の文を読み飛ばそうと、作者にはどうすることもできない」

　つまりね、と彼は言う。

「物語に栞しおりを挟はさむのは、読者の特権だ」

「栞……」

「栞ブツクマーカーを挟むことは、作者には――神様にはどうすることもできない。栞を挟むという行こう為いは、神から独立した行為なんだよ」

「…………」

「読者にできても作者にはできない行為。人にできても神にはできない手段。神だけが手に入れられない手段――神のみ得ざる手、というわけさ」

「神の見えざる手？　えっと、それって、アダム・スミスのなんかだっけ？」

「違ちがう違う。これは僕の造語だ。もちろん、アダム・スミスの『国富論』に出てくる『神の見えざる手』をもじってネーミングしたんだけどね」

　彼は楽しそうに笑った。

「だから僕は、彼かの女じよに『檻おりの死し澱おり』と名付け『織おり野の栞しおり』と読ませた。だから僕は、彼女の能力に《神のみ得ざる手ブツクマーカー》と名前をつけた」




「彼女を――この世界に栞を挟む存在としたかったから」




　これから、僕らの物語が始まる。

　今までの全すべては序章だったと嘲あざ笑わらうかのように、加速度的に物語が展開していく。

　ようやく――

　ようやく、全てが動き出す。

　いや――違う。

　今から動き出すわけじゃない。

　だから『ようやく』ではなく『やっと』と言うべきなのかもしれない。

　全てはとっくの昔から始まっていた。

　ただ、僕がそれに気づかなかっただけだった。







第一章　サプライズ







「諸君、夏休みにもかかわらずよく集まってくれた」

　神楽かぐら井い先せん輩ぱいは僕らを見み渡わたすと、そう言ってにこりと微ほほ笑えんだ。

　夏休みも残り三日となった日のことである。

　場所は、駅前にあるファミリーレストラン。店の奥おくの方に設置されている禁きん煙えん席せきに、僕らは集まっていた。

「なによ神楽井。宿題でも手伝って欲ほしいの？」

　先せん輩ぱい相手でも冷れい淡たんかつ皮肉げな態度を貫つらぬくのは、僕のクラスメイトである桔き梗きよう院いん柚ゆず希きさん。本日もチャームポイントであるポニーテールがバッチリと決まっていた。

「桔梗院先輩。神楽井先輩は私達たちとは学年が違うじゃないですか。さすがに手伝うのは無理ですよ」

　穏やかな口調で優やさしい突っ込みを入れるのは、我わが部の潤じゆん滑かつ油ゆにして良心である栗くり栖す＝クリムゾン＝紅く莉り亜あちゃん。メロンソーダを零こぼさないように必死にかき混ぜてるその姿は、なんともかわいらしい。

「でも、神楽井ってそういうこと言い出しそうじゃない？」

「あー……」

「いや栗栖。返答に困るな。フォローするなら最後までフォローしてくれ……」

　微び妙みような表情で嘆なげくのは、我が部の部長である神楽井もにゅ美み先輩。チャームポイントは長くて綺き麗れいな髪かみ――だったのだが、先日実家に帰省したとき、彼女はその髪をばっさりと切ってしまったのだ。

「……まったく。おい籠かご島しま。なんとか言ってくれよ。この二人、私に対する敬意ってものが欠けているぞ」

　話を振ふられたのが、我が部の名ばかり副部長こと、籠島諦あきら――すなわち僕である。

　その僕は、神楽井先輩の発言に軽く驚おどろいていた。

「え。僕らを集めたのって、宿題手伝わせるためじゃないんですか？」

「お前もかっ！」

「てっきりそうだと思って、僕家からいろいろ持ってきたんですけど……電子辞書とか、読書感想文用の本とか」

「しかも冗じよう談だんとかじゃなくて本気なのか!?　なにげに一番ひどいぞ！」

　ガチで心配していた僕だったんだけど、大おお仰ぎように嘆く神楽井先輩を見る限り、どうやら僕の予想は外れていたらしい。

「お前ら……なんで私が招集をかける＝勉強を手伝ってくれになるんだよ」

　それは日ひ頃ごろの行いとしか言えない。この人って、コンピューター関連のこと以外はからっきしだからなあ。

　神楽井先輩はかすかに憤いきどおりを孕はらんだ声で、僕らに告げる。

「確かに夏休みの宿題はほとんど終わっていないが、私はそんなことでお前達を呼び出したわけじゃない！」

　……結局終わってないのかよ、と僕達は心の中で突っ込んだ。

　ちなみに僕はというと、昨日の時点でもうほとんど終わっていた。

　一週間近く前には栗栖ちゃんと同どう棲せいするというハプニングがあったが、それ以降、真ま面じ目めに取り組んだおかげでなんとかなったのだ。

　というか、「これ死ぬ気になんないと絶対終わらないな」と意気込んで死ぬ気でやったら逆に時間が余っちゃった感じなのである。

　我ながらペース配分が下手過ぎる男だった。

「じゃあ、なんのために呼び出したんですか？」

「織おり野のの誕生日のことだよ」

　そう言われて、すぐに納得した。

　なるほど。

　どうりで、この場に織野さんがいないはずだ。

　遅ち刻こく、もしくはなんらかの理由で欠席かと思っていたが――最初っから呼んでいないということか。

「織野の誕生日……って、いつだっけ？」

「八月三十一日だ」

「八月三十一日……って明後日じゃない」

　目を丸くする桔梗院さん。

「そう。明後日だ。そして、夏休み最終日でもある」

　神楽井先輩は言う。

「というわけで、来きたる八月三十一日。我々コンピューター部は、織野の誕生日パーティーを開くことにする」

「いいですね。……でも、ずいぶんと急ですね」

　夏休みは残り三日であり、そして織野さんの誕生日は明後日。
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　先日、神楽井先輩と買い物に出かけたときに、誕生日がどうこうって話になってはいたんだけど、今日の今日までそんなお誘さそいは一いつ切さいなかった。

　だから、てっきり新学期が始まってからなにかするのかとばかり思っていたんだけど。

「本当はもっと早くから計画を立てようかと思っていたんだけどな。しかし夏休みとは言え、最終日だ。だから、宿題が終わってないメンバーもいるだろうと思い……」

「僕はもうほとんど終わりましたけど」

「あたしはとっくに終わってるわよ」

「私も。あ、織野先輩は合宿前にもう終わったって言ってました」

「……そ、そうか。それは素す晴ばらしいことだな。コン部の部長として誇ほこりに思うぞ」

　神楽井先輩の声は明らかに震ふるえていた。

　どうやら、このメンツで宿題が終わっていないのは神楽井先輩だけだったらしい。

　先輩のメンツ丸つぶれである。

「と、とにかくっ、最終日は宿題の追い込みのために空けておこうかと迷っていたが、やはり誕生日パーティーを開こうと昨日決意したということだ」

　早口でまくし立て、それから穏やかな口調でこう続けた。

「やはり、誕生日は当日に祝ってやりたいからな」

　いい笑顔でいいことを言う神楽井先輩だったが、僕ら三人はしらーっとした空気になっていた。

　この人……織野さんの誕生日を宿題をやらない口実にしてないか？

　残り三日で、どう考えても宿題が間に合わないからって、誕生日パーティーに現実逃とう避ひしてるんじゃないのか？

　そんな僕らの疑ぎ惑わくの視線を感じ取ったらしく、神楽井先輩はぐぐっとたじろぐ。

「な、なんだ。も、文句があるなら受けて立つぞっ」

「いいえ。文句はないですよ」

　僕は言った。まあ、多少の現実逃避を含ふくんでいようとも、織野さんの誕生日を祝いたいという神楽井先輩の気持ちは嘘うそじゃないだろう。

　そして、それは僕も同じことだ。

「やりましょうよ。サプライズパーティー」







　というわけで、僕ら四人はファミレスを後にし、駅前のデパートへと向かった。

　そのデパートは、この辺りでは最大の大型百貨店であり、ここに来れば大たい抵ていのものは手に入る。

「とりあえず、バースデイケーキの予約はこれでオーケーだな」

　一階にあったケーキ屋さんでホールケーキの予約を済ませた後（料金は割わり勘かんである）、神楽井は腕うでを組み、うーむと唸うなった。

「誕生日と言えばケーキというわけで、とりあえずケーキは頼たのんでみたが……さて、あとはどうしたものかな」

「あれ。なにか具体的なプランがあったわけじゃないんですか？」

「うん。今のところなにも考えていない。とりあえずみんなで集まってから考えようかと思って」

「行き当たりばったりですね……」

　行動力はあるのに、計画性が今ひとつな先輩だった。

「それに、私もこういうのは初めてだからな」

「こういうの？」

「誕生日パーティーというものが、だ。ゲームじゃ何度も見たことがあるが、実際にやってみるのは初めてだな。私の時代――あ、いや、うん。まあ、とにかく経験はない」

「そうだったんですか」

　僕がそう答えると、

「あ、実は私も……」

「あたしもないわよ」

　と、栗栖ちゃんと桔梗院さんも手を挙げた。

「え。二人も？」

「はい。誕生日会自体が未経験というわけじゃないんですけど、ただ、この国の誕生会がどういうものかはよく知らないです」

「そうか……。栗栖ちゃんが日本に来たのって、今年の春だって言ってたもんね」

　日本に来る以前にどこにいたのかは聞かされていない。

　気になって何度か聞いたこともあるんだけど、そのたびに「えっと、それは、秘密ですっ」と誤ご魔ま化かされるか、「私は異世界――あ、な、なんでもないです！」と中二な解答が返ってくるだけなので、最近はもう諦あきらめている。

「桔梗院さんは？　誕生日パーティーやる機会とかなかったの？」

　僕が何気なく問いかけると、桔梗院さんは気まずそうに目を伏ふせた。背中にくらーい陰かげが見える。

「……うん。なかった」

　あ、やばい。地じ雷らい踏ふんじゃったかな。

　そういえば桔梗院さんは、よく言えば孤こ独どく主義、悪く言えばぼっちな学生生活を送ってきた少女なのであった。

　詳しくは知らないけど、和気あいあいとした誕生日会などは無む縁えんの世界を生きてきたのだろう。

「……あ、いやでも、全然寂さびしくとかなかったからっ。毎年玉たま音ね様と一いつ緒しよに和わ菓が子し作ったりしてたしっ」

　慌あわてて強がり始める桔梗院さん。なんか、かわいかった。

「つまり、誕生日パーティーの経験があるのは籠島だけということか」

　神楽井先輩がやや呆あきれた様子で言った。

「いや、僕だってそんな経験があるわけじゃないですよ。小学生のときに、何度か友達の家にお呼ばれしたことがあるくらいですし」

「それでも、私達より詳しいのは確かだろう？　では、部長として命令しよう。副部長、籠島諦。織野の誕生日パーティーを指揮するように」

　責任重大な役割に任命されてしまった。指揮とか言われても、誕生日のプロフェッショナルってわけでもないんだけどな……。

「織野の誕生日パーティーが成功するか否いなかは、全て籠島にかかっているというわけだな」

「プレッシャーかけないでくださいよ……」

　にやにやしながらからかってくる神楽井先輩に使命感を刺し激げきされつつ、僕は改めて誕生日パーティーについて考えてみる。

「そうですね。誕生日パーティーって言うのは――」

　小学生のときに参加した、友達の家でのお誕生会の記き憶おくを必死に揺ゆり起おこす。

　ええと、どんなだったかな。

　ケーキとご馳ち走そうは向こうのお母さんが用意してくれて、子供なりにプレゼントなんかも用意したりして……。

　でも、結局なにをしたかというと――




「――スマブラですね」




「「「スマブラ!?」」」

　三人が驚きよう愕がくの表情で叫さけんだ。

「か、籠島。誕生会とは、スマブラなのか……？」

　戦せん慄りつの声こわ音ねで尋たずねてくる神楽井先輩に、僕は重々しく頷いた。

　うん。

　今になって思い返してみると、友達の誕生会なんて、誕生会という名目の下もとにみんなで集まってスマブラ大会するだけだったな。

　みんなで仲良く大だい乱らん闘とう。

　誕生日っぽいイベントよりもゲームをしてた時間の方がはるかに長い。

「この国の誕生日会とは、みんなで集まってスマブラ、もしくはウイイレをする会のことです。これはそのうち広こう辞じ苑えんにも載のるであろう、周知の事実ですね」

　そう言うと、三人は「はぁー……」という感心した表情になった。

　……いや、ボケたんだから、感心しないでよ。

　誕生日会未経験者である三人は、僕の戯たわ言ごとを本気で信じたようだったので、慌てて話を元に戻す。

「ま、まあ、そもそも誕生会に決まった形なんてありませんしね。みんなが楽しめれば、それでいいんじゃないですか」

「そうか。それもそうだな」

　神楽井先輩が同意し、そして他の二人も頷く。

「とりあえず、ケーキとプレゼントは必ひつ須すだと思いますよ」

「ふむ。ケーキはもう買い終わったし、となると後はプレゼントだな」

「だったら、今ここで買えばいいんじゃない？」

　桔梗院さんが、ぐるりと店内を見渡しながら言った。

「このデパート、なんでも売ってるし。探せばなにかしら見つかるでしょ」







　今度はプレゼント購こう入にゆうタイムに突とつ入にゆう。

　当初はみんなでまとまって動くつもりだったが、「それってなんか恥はずかしくね？」ということになり、バラバラに行動をすることとなった。

　一時間後に一階の休きゆう憩けい所じよで待ち合わせすることを決めて、それぞれが思い思いに買い物を始める。

「さて……」

　二階に向かうエスカレーターに乗りながら、頭をひねる。

　織野さんへのプレゼント、か。どうしたものかなあ。

　なにをあげればいいかなんて検討もつかない。

　その上、予算もあまりない。今日はプレゼントを買うつもりなんて全くなかったから、財さい布ふにそんなにお金入れて来なかったし、しかもただでさえ少ない予算は、さっきのホールーケーキの代金でまた減っちゃったし……。

　そんな風に悩なやんでいるうちに、エスカレーターは二階へと到とう着ちやくする。

「遅おそい」

　すると、なぜかそこに桔梗院さんがいた。腕を組みながら、不満そうな顔で僕ぼくに文句をつけてくる。

「さっさと上がって来なさいよね」

「……え？　遅いってどういうこと？」

　別に待ち合わせとかしてないのに。

　一緒にプレゼント見ようなんて打ち合わせもしてないし。

「ここで待ってたのよ、あんたが来るのを」

「え……」

　待っていた？　僕が昇のぼってくるのを？

「あんたと二人っきりになりたかったからね」

　平然とした表情でそんなことを言われ、僕はどぎまぎしてしまう。

　ど、どうしたんだ桔梗院さん？

　顔を合わせれば舌打ちかため息、名前を呼べば十回に八回は無視、ちょっとからかうとすぐに腹パンしてくるツンツンな彼女が（じゃあからかうなよって話なんだけど）、僕と二人っきりになりたいだなんて……。

　これが世に言う、デレ期というやつなのかな……。

　いや――違う！

「だ、誰だれだお前は!?」

「……はあ？」

「桔梗院さんが僕相手にそんなデレを見せるものか！　彼女に化けて僕をたぶらかそうとしてもそうはいかな――」

　腹パンされた。

「ふぐぅ……」

　両手でお腹なかを押おさえてうずくまる僕。

「この地味に利きく威い力りよく、僕のみぞおちの位置を知り尽つくした角度、そしてほんのちょっぴりの愛……このパンチは、まさしく桔梗院さんの……」

「どんだけあたしのパンチを知り尽くしてんの!?　つーか愛は入ってねえ！」

「ふむ。お家芸である暴力突っ込みとキレ芸……やっぱり本物の桔梗院さんだ」

「あんたはどこであたしをあたしと判断してんの!?」

　ふう、と息を吐はきながら、僕はお腹をさする。

　Ｔシャツをめくり、お腹に差し込んでいたコロコロコミックを取り出す。

　よかった、コロコロのおかげでダメージは少なくて済んだ。

「――ってなんで腹にコロコロ仕込んでんの!?」

　仰ぎよう天てんする桔梗院さん。

　驚きを通とおり越こして、もはやドン引きしている様子だった。

「え。ここ最近、桔梗院さんと会うときは基本的に仕込んでるよ」

「なんで!?」

「だって桔梗院さんってすぐ殴なぐるから」

「あんたが殴られるようなことするからでしょ！」

　それを言われると返す言葉がない。

　だって、桔梗院さんからかうのって楽しいんだもんなあ。

「ああ、しまったぁ……。雑誌仕込んでるなら、もっと本気で殴ればよかったわ」

　拳こぶしを握にぎりしめながら、桔梗院さんは悔くやしそうに嘆く。

「ふっふっふ。桔梗院さんもまだまだだね。まあ、どんなに強く殴ってもノーダメージだったと思うけど」

　つい調子に乗ってそんなことを口走ってしまうと、

「……ああ？」

　桔梗院さんがこめかみをひくつかせ、ぎろりとこっちを睨にらんできた。

「ちょっと一いつ杯ぱい食わせたからってずいぶん得意げじゃない。あんた、普ふ段だんあたしがどんだけ手加減して殴ってるかわかってるの？」

　もちろん、そんなことは重々承知している。桔梗院さんは「普ふ段だん妖よう怪かいでも相手に戦ってんのかよ」ってくらいに腕わん力りよくがあるのだ。

　しかし、今日の僕は一味違ちがう。

　なにせ、十年来の相棒が付いているのだ。

「桔梗院さん、コロコロをそんじょそこらの雑誌と一緒にされちゃ困るよ。ジャンプやマガジンを遥はるかに凌しのぐページ数……数々の月刊誌の中でもトップクラスの厚さを誇るこいつには、防げないパンチなんか存在しない！」

「へえ、じゃあ、試ためしてみる？」

「ほほう、面おも白しろいじゃないか」

　なんとなく後には引けない空気だったので、つい安やす請うけ合あいしてしまった。

　僕はコロコロを腹部に仕込み直し、腰こしに手を当てて仁に王おう立ちの姿勢を取る。

　桔梗院さんは僕の目の前で右拳を固ーく握りしめ、そして拳を引いた。細い身体からだを極限までねじり、全身のバネを存分に活用する準備に入った。

　背中と、コロコロの背表紙が触ふれている腹部に……嫌いやな汗あせを感じる。

　……やばい、桔梗院さん、全力だ。どうしよう、もしかして僕、凄すさまじく死亡フラグが立ってないか？

「あ、あの……桔梗院さん……？」

「……臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜん」

　聞こえてない！　てかなんか詠えい唱しようしてる!?

　得体のしれない力が桔梗院さんの右拳に集中している――ような気がする。効果音をつけるとすれば「ィィイイイイイイイイイ――っ！」って感じ。

　や、やばい。

『凝』……いや、『硬』でガードしなきゃやべェ！

「……いくわよ」

　攻こう撃げき宣言に、ごくりと唾つばを飲み込む。

　意識を全すべて腹部に集中させる。

　信じろ、コロコロコミックを信じるんだ！

「――ハァ！」

　桔梗院さんが全ての力を解放し、僕の腹部に渾こん身しんの一いち撃げきを――




「ねー、お母さん、あの人達たちなにしてるのー？」




　………………。

　…………

　唐とう突とつの今いる場所を思い出した。

　デパートの二階。エスカレーターを登ったすぐそこ。

　目の前にあるのは――おもちゃ売り場。

「こ、こら。見ちゃいけません」

　四歳さいか五歳くらいの子供の手を引いて、お母さんが早歩きで去っていく。

「…………」

「…………」

「……桔梗院さん」

「……なに？」

「やっぱ、人殴っちゃ駄だ目めだね」

「そうね。今度から極力控ひかえるわ」

　お互たがいに臨戦態勢を解いて、普ふ通つうの体勢に戻もどる。

　うん。もう全部なかったことにしよう。

「それで桔梗院さん。結局、僕と二人っきりになりたいってどういう意味？」

　僕は何事もなかったように話を戻した。

「これよ、これ」

　言って、僕に茶色い封ふう筒とうを差し出す。受け取って中を見てみると、そこには一万円札が三枚入っていた。

「これ、もしかして……」

「そう。土つち御み門かどの奴やつがようやく返す気になったってわけ。やっと金に余よ裕ゆうができたらしいわよ」

　土御門仙せん三ぞう。

　二、三ヶか月げつ前に、僕を騙だました詐さ欺ぎ師しのことである。

　なるほど、二人っきりになりたいと言った桔梗院さんの意図がようやく理解できた。神楽井先せん輩ぱいと栗栖ちゃんには、お金取られたこと言ってないからね。

「うん、確かに三万円受け取ったよ。今度土御門さんにお礼言っといてね」

「なんでお礼言うのよ……？　言っとくけど、あんた金騙し取とられたんだからね？」

「あ、そうか……。うーん。まあでも、一応お礼言っといてよ。合宿行けたのだって、土御門さんのおかげみたいなもんだからさ」

「そりゃそうだけど」

　桔梗院さんは不満そうな顔でため息を吐つく。

「……てか、あいつにお礼言う必要はないから。あいつ、普通にあと一年くらいは待たせる気だったみたいだし。あたしが何度もせっついてようやく返してくれたんだし……」

「何度もせっついて？」

「……あっ」

「そっか。じゃあ桔梗院さんのおかげだね。ありがとう」

「……うっさい。お礼とかいらないから。あたしは、ただ、そういう筋の通ってないことが嫌きらいなだけで……」

「うん。知ってるよ。だから、ありがとう」

「……ちっ」

　桔梗院さんは舌打ちして、僕から顔を逸そらした。僕は三万円を財布に移うつし替かえる。ある意味ナイスタイミングだ。これで織野さんのプレゼント代がなんとかなりそうだ。

「そういえば、桔梗院さんはなに買うか決めた？」

「まだ。ぶらぶら歩いて適当に決めるわよ。あんたは？」

「僕も考え中。こういうのって意外と難しいよね」

「あんたって女心とかわかんなそうだもんね」

　桔梗院さんが馬ば鹿かにするように笑ったので、僕はむっとなって言い返す。

「失敬な。女子にプレゼントなんて、僕のような紳しん士しには朝飯前だよ」

　以前、織野さんに腹巻――と間ま違ちがえてヘアバンドをプレゼントしたこともあるし、その他にも――

「桔梗院さんにだってオムツあげたじゃん」

　ずがっしゃーん、と。

　桔梗院さんがずっこけて、おもちゃの棚たなに突っ込んだ。

「なにやってるの？　あーあ、こんなにおもちゃ散らかして」

　床ゆかに散らばったおもちゃを片付けてあげる優やさしい僕。そんな僕に対し、桔梗院さんはお礼を言うこともなく、真っ赤な顔で怒ど鳴なり散ちらす。

「いつまで引っ張んのよ、そのネタ!?」

「え。いやネタじゃなくて、桔梗院さんのマニアックな趣しゆ味みの話じゃ……」

「あんたやっぱり本気でそう思ってんの!?」

「？　まあ、本気っていうか、本気で心配してるけど……でも人の趣味ってそれぞれだから、偏へん見けんを持つのはよくないかなあ、っても思ってるよ」

「変なとこで器うつわデカイわね！」

「あ、もちろん、このことは誰にも話してないし、これからも話すつもりはないから、安心してね」

　僕はグッと親指を立てる。

「二人だけの秘密だよ」

「……それは、どーもありがとう……」

　桔梗院さんはなぜか頬ほおをひくつかせ、キレる寸前の表情になっていた。

「……そんな怖こわい顔しなくても……、今度プレゼントするときは、ちゃんとパンパースじゃなくてムーニーマンにするから」

「そこでキレてんじゃないわよ!?」

「え。紙オムツの好み、変わったの？」

「もう黙だまれええっ！」

　音速で腹パンを繰くり出だす桔梗院さん。

「しかし、コロコロがあるから効かん！」

「ああもう、こいつ面めん倒どうくせえーっ！」

　涙なみ目だめになってキレた桔梗院さんは、渾身のタイキックで僕の尻しりを攻撃した。

　しかし、オムツを穿はいてるから効かん！

　……とか言いたかったけど、僕にそんなマニアックな趣味はないので、普通に涙が出るほどに痛かった。







　お尻を押さえて悶もん絶ぜつしているうちに桔梗院さんがどこかに消えてしまったので、僕は当初の予定通り、一人でプレゼント探しをすることになった。

　とりあえず三階のレディスファッションのコーナーに立ち寄ってみる。が、すぐにその決断を後こう悔かいすることになった。

「……うぉ」

　なんとも言えないアウェー感に包まれる。なんだろう、この場ば違ちがいな感じ。

　目の前に広がるキラキラとしたショップの数々。フロア全体が男子禁制の空気を醸かもし出している。

　男が一人でうろうろしてたら周りから白い目で見られそうだ。まあ自意識過か剰じような考えだとは思うけど、とにかくそれくらい緊きん張ちようするということ。

　このフロアは、僕の男子力では立ち入るべきではないだろう。

　心の中で親切な人が「そんな装備フアツシヨンで大だい丈じよう夫ぶか？」って言ってる気がする。

　ＲＰＧでたとえると、明らかにレベルの違うモンスターが出てくるエリア――俗ぞくに言う、レベル上げてから後で来るエリアに立ち寄ったような気分だ。将来、もう少し男子力上げてから来ることにしよう。今の僕にはまだ早い。

　五階のメンズ＆レディスのフロアに行こう、と考えていたときだった。

　目の前にあるショップの中で、栗栖ちゃんを発見した。

「くーりーすーちゃん」

　近寄って声をかけてみる。

「あ、籠島先せん輩ぱい」

「どう？　プレゼント、決まった？」

「まだ迷い中です。籠島先輩もこの辺で探してるんですか？」

「そうしようと思ったんだけどね……。でも、このフロアをうろうろするのってどうもハードルが高くて」

「あー、男の人にはちょっと厳しいかもしれないですねー。男の人が来ちゃいけないってわけじゃないんですけど」

　栗栖ちゃんの言う通り、このフロアにもちらほらと男はいる。しかし、彼かれらはみんな一人ではない。女性とセットでうろうろしているのだ。

「一人じゃ心細かったところだったから、栗栖ちゃんがいてくれて助かったよ。ねえ、ちょっと一いつ緒しよに見て回ってもいい？」

「もちろんいいですよ」

　彼かの女じよは快く承しよう諾だくしてくれた。

「よかった。一人だと浮ういちゃうかもしれないけど、栗栖ちゃんと一緒にいればたぶん大丈夫だよね」

「え。そ、それって……」

　栗栖ちゃんは頬を赤く染め、顔を伏ふせた。

「わ、わ、私と籠島先輩が、か、カップルに――」

「みんなきっと兄きよう妹だいだって思ってくれるだろうしねー」

「…………」

　輝かがやきかけていた表情が一いつ瞬しゆんにして暗くなり、栗栖ちゃんはなぜかしょんぼりと肩かたを落とした。

　その後、二人でぶらぶらとフロアを見て回る。

「そういえばさ」

　二つ目のショップに移ったとき、僕はふと思い出して尋ねてみる。

「信のぶ子こさんとは、あれからなにかあった？」

　先日、栗栖ちゃんは自分の祖母と出会った。生まれて初めて、会ったらしい。栗栖家の事情はいろいろと複雑で、僕はその事情の半分も理解していないけれど、それでもその出会いが、栗栖ちゃんにとって特別だったということは理解できる。

「実は、昨日二人で遊びに出かけました」

「え、ほんとに？」

　こくりと頷うなずき、えへへ、とはにかむ栗栖ちゃん。同どう棲せい生活が終わってからどうなっていたかは聞いていなかったのだが、どうやら思ったよりも良好な関係のようである。

「どこに遊びにでかけたの？」

　何気なく尋たずねると、栗栖ちゃんはぎくりと身を強こわ張ばらせた。

「え、えっと……」

　表情にどんよりとした影を落としながら、大変言いづらそうに言う。

「パ、パチンコに……」

「…………」

　自分の孫をどこに連れてってんだよ、あの婆ばあちゃん……。

「そ、それって、大丈夫なの？」

「……全然大丈夫じゃありませんでした。まず……開始五分で五千円がパーになって、死ぬかと思いました……。世の中にはあんな恐おそろしいマシーンがあるんですね……」

「…………」

「それから店員さんが詰つめ寄よってきて……『未成年者は禁止』だって滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこられて、店を追い出されました……。しかもお婆ちゃんは確変、というのに入ってしまったらしく、助けに来てくれませんでした……」

「…………」

「結局私は、お婆ちゃんが出てくるまで三時間近く、店の外でまちぼうけすることになりました……あはは」

　栗栖ちゃんはびっくりするぐらい乾かわいた笑えみを浮かべていた。

「で、でも、信子さんは、確変に入ったんでしょ？　僕、詳くわしくは知らないけど、それっていいことなんだよね？　儲もうかったんなら結果オーライっていうかさ……」

「いえ……最終的には全部持ってかれたようです」

　す、救いがねえ……。

　バッドエンドにも程ほどがある。

　僕がフォローの言葉を見つけられずにいると、栗栖ちゃんは小さく息を吐き、そして笑みを取り戻した。

「まあ、昨日はちょっと微び妙みようでしたけど、ある意味貴重な経験でした。今度は、私からどこかに誘さそってみようかと思います」

「そうだね。それがいいよ」

　僕も笑みで返し、また、二人でプレゼント選びに戻る。

　ふーむ。しかし、どうでもいいことなんだけど、レディスファッションの店ってなんかいい匂においがするんだなあ。

　ちょっと新発見。アロマでも焚たいているんだろうか。

　……ん？　アロマ？

　そうだ。織野さんへのプレゼント、アロマってのはなかなかいいんじゃないかな。

　女子へのプレゼントとしてなかなかベターな気がする。やや無難過ぎる気がしないでもないけど、こういうのは奇を衒てらうと逆に失敗したりするものだ。

　僕ぼくは栗栖ちゃんに別れを告げ、上の階へと向かった。







　六階でいい感じのアロマを購こう入にゆうした後、僕は待ち合わせ場所である一階の休きゆう憩けい所じよへと戻った。時間にはまだ早いけれど、先に着いてみんなを待っていることにしよう。

　そう思って休憩所に向かったのだが、驚おどろくことに先約がいた。

　神楽井先輩である。

　ベンチに腰こし掛かけ、ゲーム雑誌を読んでいた。すぐ横に本屋の袋ふくろがあることから、それは今購入した雑誌なのだろうと推測される。

「おお、籠島。早かったな」

　僕に気がつくと、神楽井先輩は手を上げた。

「早かったって……そっちの方がよっぽど早いですよ。プレゼントはもう買い終わったんですか？」

「いや、買ってない。私は最初っからあげる物を決めてたからな。だから、ずっとここで待っていた」

「そうだったんですか」

　言い出しっぺの神楽井先輩は予あらかじめプレゼントを用意していたらしい。

「……ちょっと待て。今、なにか挟はさむから」

　神楽井先輩は雑誌のページを指で押おさえたまま、自分の鞄かばんを探さぐり始める。

「読みかけだったら、ドッグイアをしとけばいいじゃないですか？」

「ドッグイア？」

「栞しおりを挟む代わりに、ページの端はしを折ることですよ」

「ああ、あれのことか」

「折ったページが垂れた犬の耳みたいになることから、そういうらしいですよ」

「ほう……初耳だな。ドッグイアなんて、コンピューター用語の方しか知らなかったよ」

「僕はそっちを知らないですけど」

　そんな風に提案してみたものの、神楽井先輩は雑誌だろうとページを折りたくはないタイプらしく、財さい布ふから取り出したレシートを栞代わりに挟み、雑誌を鞄にしまった。

「ところで、神楽井先輩はなにをあげるんですか？」

「エロゲーだ」

　迷いもなく、人目も気にせず、ひどく端たん的てきに言った。

　……なんていうか、ほんと、ブレないよなあ。

　誕生日プレゼントにかこつけて布教活動するつもりらしい。

「ただのエロゲーじゃないぞ、もにゅ美ベストセレクションだ。厳選に厳選を重ねた神ゲー三本をプレゼントするんだ」

「一本じゃないんですね」

「これを機に、織野も私と同じ道を歩んでくれると嬉うれしい」

「魔ま道どうに引きずり込まないでくださいよ」

「なんだかんだ言いつつも、織野も何気に興味ありそうだったし、きっと喜んでくれることだろう」

　織野さん……興味ありそうだったんだ……うん。まあ、女子だってきっと、そういうのに興味あるよね、うん。

　それから神楽井先輩が、「そもそも、なにかと誤解されることが多いが、エロゲーというのはただいやらしいゲームじゃないんだよ。性せい描びよう写しやは確かに重要なのかもしれないが、大事なのはそこに至るまでの過程なんだ。涙失くしては語れないエピソードの果てに結ばれるからこそ意味があるのであって――」と、熱ーく語り出してしまったので、僕はそっと席を立ち、飲み物を買いに行った。

　オレンジジュースのボタンを押す。取り出し口から飲み物を取り出す。自じ販はん機きでは数字のルーレットが回っていて――

「……うお！　あ、当たった!?」

　７７７７。

　数字が四つ、見事に揃そろっていた。

　すげー、生まれて初めて当たった。

　これって、当たるもんなんだな。

「か、か、神楽井先輩っ！　あ、あ、当たった、当たりました！」

　スーパーハイテンションになった僕は、慌あわてて神楽井先輩に声をかける。

「それ故ゆえに、俗に泣きゲーと呼ばれるものは――って、あれ!?　籠島、なんでそんなとこに……？　私の話、聞いていなかったのか？」

「そんなことより！　早く来てくださいよ！」

「……そんなことって」

　しょんぼりとしながらも、神楽井先輩は僕の下もとへとやってくる。

「ほらほら！　当たったんですよ！　すごくないですか!?」

「そりゃ当たることもあるだろう。当たらなかったら詐さ欺ぎじゃないか」

　大はしゃぎする僕とは対照的に、神楽井先輩は冷静そのものだった。

「一定の確率で当たるように設定されているんだろう。自販機ごとに確率が違ちがうと聞くし、メーカー側がいろいろと考えて設定してるんじゃないのか？　パチスロと同じように」

「え。パチスロってそうなんですか？」

「ああ。リアルでパチンコ店に行ったことはないが、ゲームではやったことがあるから知っている」

　……この人、なに覚えるにしてもゲームだな、と思ったけど言わない。

「パチスロは、座すわってからどうこうよりも、いかにして勝てる台に座るかが重要なゲームだからな。当たるように設定してある台とそうでない台の差が激しい。パチスロで生計を立ててるような人達は、毎日毎日きちんとデータ収集をして、その勝てる台を探しているというわけさ」

　へえー。知らなかったな。

　てっきり、空いてる台に適当に座って、適当にぽんぽんボタン押して、それで当たったらラッキーみたいなゲームだと思ってた。

「スロットが強い人＝動体視力がすごい人じゃないんですね」

「それは少年漫まん画がの世界だな。打ち手の技術が関係ないわけではないが、いかに優すぐれた打ち手だろうと、勝てない台に座ったらまず勝てない」

　ふーむ。よくわからない世界である。

　あー、でも、言われてみれば、ポケモンのカジノにあったスロットも、確か当たりやすい台があるとか、そんなんだったなあ。

　なるほど、意外と現実に即そくしたカジノだったというわけか。

「ふむ。パチスロのたとえはわかりにくかったか。えっと、他に確立操作のわかりやすい例はというと……」

　神楽井先輩は、しばらく思案してから、ポンっと手を叩たたいた。

「あとは、コンプガチャだな」

「…………」

　僕はなにも言わない。

　ノーコメントである。

　彼女の発言に対しては一いつ切さいの責任を取りません。

「それはそれとして神楽井先輩。僕もうジュース買っちゃったんで、当たった分プレゼントしますよ」

「おお、そうか。悪いな」

　そう言って神楽井先輩は自販機のボタンに手を伸のばす。

　が、途と中ちゆうでピタリと手が止まる。

「……おい、籠島。ちょっと、見てみろ」

　その声は明らかに震ふるえていた。言われた通り、僕は自販機を見て――絶句した。

　ボタンの灯あかりが消えている!?

　あれ!?　さっきまで点灯してたのに！

「そういえば……当たりには時間制限があるんだったな。一定時間以内に選ばないと、当たりがなかったことにされてしまうんだった」

「そ、そんなシステムが……」

　僕は地面に崩くずれ、手を突ついて落ち込んだ。くそぅ、実際にはなんにも損したわけじゃないのに、すごく損した気分だ。

「神楽井先輩が、雑学を披ひ露ろうしたせいだ……」

「私のせいにするなよ。そもそも、お前がわざわざ私を呼んだりするから悪いんだろう？　さっさと買えばよかったものを」

「だって、神楽井先せん輩ぱいに一本プレゼントしたかったし……それに」

「それに？」

「幸せな気持ちを、おすそ分けしたかったから」

「…………」

　はあ、というため息が聞こえた。顔を上げると、神楽井先輩はやれやれというう感じで苦く笑しようしていた。

「本当におめでたい奴やつだな、籠島は」

　皮肉っぽい台詞せりふだったけれど、どうしてか、あまり嫌いやな感じはしなかった。







　数十分後、プレゼントを買い終わった桔梗院さんと栗栖ちゃんが帰って来ると、みんなで百円ショップへと向かう。

　クラッカーや折り紙などのパーティーグッズを買うためだ。

　百円ショップと言えばパーティーグッズ、パーティーグッズと言えば百円ショップなのである。これ、常識。

「……うーむ」

「籠島先輩。なにをそんなに真しん剣けんに悩なやんでるんですか？」

　店内で唸うなっていると、近くにいた栗栖ちゃんが尋ねてきた。

「うん。ちょっとね。ねえ、この『鼻眼鏡』と『ハゲヅラ』、どっちがウケると思う？」

「……そんなことを真剣に悩んでたんですか」

「やっぱりパーティーっていうのは、こういうので盛り上げないといけないと思うんだよ。ほら、ここにも『爆ばく笑しよう必至！』って書いてあるし」

「メーカーの誇こ大だい広告を真に受けないでくださいよ」

「うーん。どっちがいいかなあ、栗栖ちゃんが着けるの」

「私が着けるんですかっ!?」

　度ど肝ぎもを抜ぬかれる栗栖ちゃん。

「こういうのってさ、絶対にやんなそうな人がやるから面おも白しろいと思うんだよ」

「嫌ですよ！　絶対嫌ですよ！」

「まあまあ、そう言わずに。栗栖ちゃんだったら、きっと似合うと思うから」

「『鼻眼鏡』と『ハゲヅラ』が似合うと言われても嬉しくないです！」

「でもさ、栗栖ちゃんってかわいいから、こういうのも似合うと思うよ」

「え……、そ、そんな……。まあ、そこまで言うんだったら――ってならないですからね！　あまり甘あまくみないでくださいよ！」

　ぬう。さすがに無理だったか。

　奸かん計けいを用いて後こう輩はいを誑たぶらかすことに失敗した僕は、再び店内散策に戻もどる。『ハゲヅラ』と『鼻眼鏡』はとりあえずカゴに入れておいた。

　パーティーで使わなかったとしても、百円だから別にいいかな……と考えてしまう百円ショップマジック。

「おーい、籠島」

　店の奥おくで、サプライズパーティーの立役者とでも言うべきアイテム――クラッカーを吟ぎん味みしていると、入り口付近にいた、神楽井先輩から声をかけられる。

「じゃーん。眼鏡っ娘こ」

「おお」

　回転式の眼鏡スタンドのそばに立っていた神楽井先輩は、青いフレームの眼鏡を着けていた。両目からかすかにズラし、上うわ目め遣づかいでこちらを見つめる。

「どうだ？　萌もえるか？」

「いや、僕、眼鏡属性はないんで……でも、普ふ通つうに似合ってますよ」

　シャープなデザインの伊だ達て眼鏡は、細い顎あごをした彼女にはよく似合っていた。フレームの端からタグが下がっているけど、そこはご愛あい嬌きよう。

「そうかそうか」嬉しそうに微ほほ笑えむ神楽井先輩。「眼鏡を着用することによって、私の知的なイメージが一層引き立っているようだな」

「…………」

　知的なイメージ……だと……？

　神楽井先輩に対してそんなイメージは……ああ、いや、昔は持ってたかな。

　こうして仲良くなる前は、知的でクールな人だと思ってた気がする。

　僕はふと、神楽井先輩と出会った頃ころを回想する。しかし……そうしたらなぜか『フィストファック』という単語が出てきたので、回想を強制終しゆう了りようした。

　インパクトが大きすぎる単語である。

　思い出が塗ぬり潰つぶされてしまいそうだ。

「しかしまあ、眼鏡＝知的というのは、少々安直だったかな。視力の悪さと頭の良さなんてまるで関係ないし」

「言われてみれば確かにそうですね。でも、じゃあ、なんで眼鏡してる人って賢かしこそうに見えるんでしょう？」

「それは、やっぱり『目が悪い』＝『いっぱい勉強してそう』ってなるからじゃないか？」

「なるほど……けど、それってやっぱり、なんか古いイメージですよね。今は、ゲームとか携けい帯たいで目を悪くしている人が多いとおもいますし」

「まあ、そうだな」

「のび太くんだって、眼鏡ですけど成績は良くないですし」

「……まあ、そうだな」

　曖あい昧まいな表情で頷き、神楽井先輩は、うーん、と唸る。

「あとは、やっぱり漫画やアニメと言ったフィクション作品の影えい響きようが大きいんじゃないのか？」

「というと？」

「知的なキャラが眼鏡をかけていることが多いだろう？」

「ああ」と納なつ得とくする僕。

　いわゆるインテリキャラってのは、往々にして眼鏡かけてるもんな。

「フィクション作品の影響で、眼鏡＝知的というイメージが世間に定着してしまったんじゃないのか？」

「ふむふむ……って、あれ？」

「どうした？」

「でも神楽井先輩、フィクション作品で、インテリキャラが眼鏡をかけてるのは、すでに世間で眼鏡＝知的、というイメージが定着してるからこそなんじゃないですか？」

　視し聴ちよう者しや及および読者の中に眼鏡＝知的、という固定観念があるからこそ、眼鏡キャラというのは成り立つのではなかろうか。

「……む。た、確かに」

　神楽井先輩は眉み間けんにしわを寄せて、考え込む。

　うーむ。なんか、卵が先か鶏にわとりが先か、みたいな話になってきたな。

「考え出したら終わりがなさそうですね――眼鏡だけに」

　僕がちょっと得意になって言うと、神楽井先輩は首を捻ひねった。

「うん？　籠島。どの辺が眼鏡だけに、なんだ？」

「え……いや、ほら、眼鏡って、よく見ると、横にした八の字……つまり、∞の記号っぽくも見えるじゃないですか。だから、眼鏡の∞っぽい形状と、考え出したら終わらなそうな命題をかけて……」

「わかりにくいし、大して上う手まくないぞ」

　バッサリと切り捨てられた。

　自分では上手いこと言えたと思ってたし、その上、一いつ生しよう懸けん命めい解説までしちゃったから、なんか、すごく恥はずかしくなった。

　いたたまれなくなった僕は、そっとその場から離はなれ、店内に戻る。

　すると、食器や陶とう器きを売っているエリアで、じーっと一点を凝ぎよう視ししてる桔梗院さんを発見した。

「桔梗院さん、なにか欲ほしいのでもあったの？」

　近寄って声をかけてみる。

「ん。ああ、ちょっとね」

　言いながら、見ていた物を指差す。

「これ、見てみなさいよ」

「どれどれ――っ!?」

　瞬しゆん間かん、僕は戦せん慄りつする。

「こ、これは……」

　桔梗院さんが示したものを、まじまじと眺ながめてしまう。

　まさか、こんなところこれを拝むことになろうとは……！

「なんか懐なつかしいわよね、この壺つぼ」

「……うん」

　冷めた声で言う桔梗院さんに、僕は力なく頷うなずいた。

　目の前に並んでいるのは、僕が以前、土御門さんから十万円で買った壺だった。

「百均の壺だっては聞いてたけど、ここで買ったやつだったんだ……」

「そう。そして、あんたが十万で買ったやつ」

「…………」

　わざわざ言わなくてもいいのに。もう少し歯に衣きぬ着せてよ。

　こうして大量に並んでいる様子を見ると、安っぽい大量生産の壺にしか見えない。それなのに僕は、この壺を原価の千倍の値段で買ってしまったのだ。

　結果的にお金は全部返ってきたとは言え、過去の自分の間ま抜ぬけさが恨うらめしい。

「……僕、これ買ってこうかな。なんていうか、戒いましめのために」

「いいんじゃない？　でも、あんた、元々のやつはどうしたのよ？」

「ああ。あれは、家の中でボールを全力投球したら、壊こわれちゃった」

「……なにやってんの、あんた？」

　桔梗院さんが珍ちん妙みような生物を見るような目つきで見つめてきたので、僕はバツが悪くなって目を逸そらす。

　壺が壊れたのは、犬のクリスと遊んでいたときなんだけど、冷静に考えてみると、確かになにやってたんだよ、って感じだなあ。

　……ていうか、今までの人生を振ふり返かえると、全体的に「なにやってたんだ僕は？」という感想しか出てこないような……。

　僕はどんだけノリと勢いで生きてきたんだろう。

　そろそろいい年なので、今後はちょっと自重しようと思いました、まる。







　そんな感じで、気がつけば関係ないものをいろいろと買ってしまったが、四人で割わり勘かんすれば大した金額にはならなかった。

　さすがは庶しよ民みんの味方、百円ショップ。

「うん。楽しい買い物だったな」

　買い物全すべて終えて、デパートの一階を四人で歩いているとき、神楽井先輩はまとめるようにそう言った。

　桔梗院さんが、皮肉げに「ふん」と鼻を鳴らす。

「パーティーは準備してるときが一番楽しいっていう、あれじゃないの？」

「だったら、本番をもっと楽しくなるように努力しよう」

　ちなみに、誕生日パーティーの場所は僕ぼくの家となった。

　明後日、午後三時くらいに織野さん以外のメンバーが集まって準備をし、五時くらいになったら織野さんを呼ぶ、という計画である。

　今から、期待で胸が膨ふくらんでくる。

　楽しみだなあ。

　織野さん、喜んでくれるかなあ。

　そんなことを考えながら、デパートの出入り口に向かっていたときだった。

　自動ドアが開き、誰だれかが中に入って来た。

「……あれ、みん、な……？」

　正面からやって来たのは――織野さんだった。

　薄うす手でのカーディガンを羽織り、スカートの下にはレギンスを穿はいていた。最近気づいたのだが、織野さんはレギンスやタイツを穿いていることが多い。肌はだを露ろ出しゆつするのが好きじゃないのだろうか。映画撮さつ影えいのときはけっこう際きわどいの着てるくせに。

　織野さんはこちらを見つめながら、目をパチクリさせている。

「……っ！」

　僕ら四人は、びくりと身を強こわ張ばらせた。手に持っていた様々なグッズを、慌てて身体からだの後ろに隠かくす。

　まずい！

　まさか、よりにもよってこんなタイミングで織野さんに会うなんて……！

「お、お、織野さん！　こ、こんなところでどうしたの!?」

　黙だまっているのもなんだったので、とりあえず会話を試みたが、動どう揺ようのあまり、不自然なほどに大きな声を出してしまった。

「私は……生活必ひつ需じゆ品ひんの買い物だけど……」

　言いながら、織野さんは視線を動かしていく。僕、栗栖ちゃん、桔梗院さん、神楽井先輩、と。

「……みんなは、どうしたの？」

「そ、それは……」

　僕は必死に頭を働かせる。

　ここで誕生日パーティーの準備をしていたことがバレては、せっかくのサプライズが台なしになってしまう。

　なんとか上手く誤ご魔ま化かさないと。

「その、今日はこの四人で遊ぼうってことになって……、それで、このデパートで買い物してたんだよ」

「え……。よ、四人、で？」

「うん。四人で」

「……あ、そ、そうなんだ……。そう、なんだ……」

　織野さんは顔を伏ふせ、途と端たんにそわそわとし始めた。髪かみに手を入れたり、視線をあちこちに彷徨さまよわせたりと、落ち着きがない。

「えっと……、あれ……？　これって、一応コン部のメンバー、よね？　私……誘さそわれてないような……」

「うん。今回は、織野さんは誘わなかったから」

「……そ、そっか。あ、はは」

　織野さんは乾かわいた笑えみを漏もらした。無理やり作ったみたいな不自然な笑え顔がおであり、その表情は驚おどろくほどに暗い。

　というか、目が完全に死んでいる。

「……あ、えと、私、用事思い出したからっ」

　上ずった声でそう告げると、織野さんはくるりと踵きびすを返し、自動ドアを通って逃にげるように駆かけ出だしていった。

「ふう。なんとか誤魔化せたかな」

　安あん堵どの息を吐はきながら、後ろを振り返る。すると、なんとも言えない微び妙みような表情をした三人の顔が目に入った。

「あ、あれ？　どうしたの、みんな？」

「どうしたのって……あんた、なにやってんのよ」

　桔梗院さんがジトッとした目で睨にらんできた。

「え……。ただ、誕生日パーティーのことを隠そうと思っただけだけど……」

「それはわかるけど、言葉を選びなさいって言ってんの。今自分が言ったセリフ、冷静に考えてみなさいよ」

　ふむ。

　えーっと、織野さんに隠れてこっそりと準備していることを秘密にするために、織野さんに隠れてこっそりとみんなで遊んでたってことにして。それで、私は誘われなかったとか言うから、そりゃ誘ってないよって言って。

　…………。

　………………。

「これじゃまるで織野さんをハブったみたいじゃないか！」

「そう言ってんのよ、この鈍どん感かん馬ば鹿か」

　し、しまったぁ……。

　誤魔化すことに必死になり過ぎて、そこまで頭が回らなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですかね、織野先せん輩ぱい。世界が終わったみたいな顔してましたけど……」

　栗栖ちゃんが心配そうに言った。

　段々と僕の中で後こう悔かいが大きくなる。

「と、とにかく、急いで撤てつ回かいしなきゃ」

　慌あわてて織野さんを追いかけようとする。

　しかし、神楽井先輩に肩かたを掴つかまれ、止められた。

「いや、追わなくていいぞ、籠島。むしろよくやった」

「……どういうことですか？」

「おそらく今、織野は一人だけハブられたショックで、どん底まで落ち込んでいるはずだ。心が絶望の闇やみで覆おおい尽つくされていることだろう。しかし明後日、今回のことが全て織野の誕生日パーティーの準備だったとわかれば、どうなる？」

　どうなる、と言われても……ええと。

「……悲しみが大きかった分、喜びも大きくなる……？」

「その通り！　災わざわい転じて福となす、とはまさにこのことだな」

「どちらかと言えば、怪け我がの功名って感じじゃ……」

　いやでも、大丈夫だろうか？

　そんな風に上手く行ってくれればいいんだけど。

　ていうか、最悪、明後日普通に呼んでも、「今いま更さらそんなフォローされても、私がハブられた事実は変わらない……」って感じで来てくれないっていう可能性もあるんじゃなかろうか。

　呼ぶ前にバラしたらサプライズにならないから、うちに来るまでは秘密のままにしなきゃいけないし……。

「……そうですね。もう、こうなったらサプライズ優先でいきますか」

　悩んだ挙あげ句く、結局そういう結論となった。







第二章　誕生日パーティー







　そんなこんなで、来きたる八月三十一日。

　夏休み最終日にして、織おり野のさんの誕生日。

　約束通り午後三時にはメンバー全員が集合し、パーティーのための準備を始めた。

　前日に桔き梗きよう院いんさんから、

「玉たま音ね様も連れてっていい？」

　と、電話があった。断る理由はないし、こういう祝い事は人数が多い方が楽しいだろう。そう思ったので「もちろんいいよ」と返答した。

　また、神楽かぐら井い先輩からも、

「ガク太たも連れていっていいか？」

　と、電話があった。勝手に持ってくればいいじゃん、と思ったので、「もちろん、いいですよ」と返答した。

　また、栗くり栖すちゃんから、

「お婆ばあちゃんも連れていっていいですか？」

　という電話は――さすがになかった。もしもあったら「あ、えっと……」という、極きわめて微妙な返答をしていたことだろう。いくら人数が多い方が楽しいと言っても、限度っていうか、全体の雰ふん囲い気きというものがあるのだ。

　というわけで。

　パーティーの準備は、神楽井先せん輩ぱい、桔梗院さん、栗栖ちゃん、玉音ちゃん、そして僕の五人で行った。ガク太くんはぬいぐるみなのでもちろんなにもしていない。

　まあ、準備と言っても、そこまで大げさなことはしていない。

　そこそこ豪ごう華かな料理を作ったり、適度に部屋を飾かざり付つけたりしただけだ。

「ざっとこんなもんかな。うんうん、短時間で準備した割にはなかなか様になってるじゃないか」

　神楽井先輩の言葉に「ですね」と頷き、リビングを見み渡わたす。

　テーブルの上には、栗栖ちゃんと桔梗院さんが作ったお洒しや落れなパーティーっぽい料理がある。店で購こう入にゆうしたフライドチキンや飲み物も並び、なかなか様になっていた。

　テーブルクロスはお洒落なものに替えてある。

　カーテンには、『Happy Birth Day Orino!』という文字を、画用紙に一文字ずつ書いたものが貼はり付けてある。

　折り紙の鎖くさりは、労働時間と折り紙をかなり大量に消費することになるので作らなかった。あれはよっぽど時間があるとき、もしくは幼よう稚ち園えんの遊ゆう戯ぎ会かいのように人手が有り余っているときに作るべきものである。

「で、問題は……織野が来るかどうかよね」

　桔梗院さんがため息混じりに言うと、玉音ちゃんが反応した。

「んん？　なんじゃ、今日はそのオリノという輩やからの誕生日なんじゃろ？」

「そうなんですけど……まあいろいろありまして」

　言葉に詰つまる桔梗院さん。

　一応、織野さんにはメールで連れん絡らくしてあって、それで『来る』という風に連絡はもらっているんだけど……でも、一昨日のデパートでのやり取りを思い出すと、どうしてもネガティブな方向に考えてしまう。

　……来なかったら、ほんとどうしよ。

　室内の空気がずーんと沈しずんでしまう。どう考えても、これからパーティーをやる空気ではなかった。

「こ、こらお前ら、もっとテンションを上げろ！　来なかったときのことは来なかったときに考えれば――」

　神楽井先輩がそんな風に言いかけたとき、ピンポーン、と家のチャイムが鳴った。

　来たっ！

　みんなが一いつ斉せいに顔を見合わせた。全員の表情が安堵で緩ゆるむ。しかし同時に、何人かが口の前で人差し指を立てた。

　落ち着け。

　まだだ。今焦あせっては全てが台無しになる。

「はーい！　どちら様ですかーっ！」

　僕はリビングから大きな声を出して、来客に応じた。

「織野、だけど……」

　玄げん関かんの方から、なんとか絞しぼり出したような声が聞こえてきた。やはりまだ先日のことが尾おを引いているらしく、わかりやすく沈んだ声であった。

　僕は、よし、と拳こぶしを握にぎり締しめる。

　神楽井先輩が手早く全員にクラッカーを配り始めた。全員に行いき渡わたったのを見計らってから、僕は織野さんへの対応を再開する。

「いらっしゃい！　ごめん！　今、手が離せないから、勝手に上がって、リビングまで来てくれる？　鍵かぎ、開いてるから」

「う、うん」

　がちゃり、と玄関が開く音がした。

　室内の僕らはクラッカーをスタンバイし、リビングのドアに意識を集中する。

　ごくり、と唾つばを飲み込む。異様な緊きん張ちよう感かんが部屋を満たしていた。廊ろう下かを歩く音が響ひびくたびに、鼓こ動どうがどんどん高鳴っていく。

　クラッカーを握る手にも、汗あせが滲にじんでいる。

　集中しろ、籠かご島しま諦あきら。

　今回のサプライズの全てが、ここに懸かかっているんだ。

　織野さんがドアを開けた瞬間に一斉にクラッカーを鳴らし、みんなで祝福の言葉を唱和する。そしてこないだの一件も実は今日のための準備だったとバラす。

　結果、織野さん大歓喜。

　この一連の計画のためには、最初のクラッカーがなによりも大切だ。みんなでバラバラにやってしまってはインパクトが半減してしまう。

　なにより、誰か一人でも先走ったらもう終わりだ。万が一、織野さんが入ってくる前に鳴らしたりしたら、それはもう切腹モノの大罪である。

　僕は左右を見渡し、アイコンタクトで「みんな、集中だよ、集中」と訴うつたえかける。

　みんなは、「言われるまでもない」とばかりに頷いた。

　いらぬ心配だったらしい。

　まあ、難易度が高いことをやろうとしているわけじゃないし、そこまで注意しなくてもたぶん上手く行くはずだ。

　それに、クラッカーってけっこう強く引っ張らないと鳴らないようになってるし、滅めつ多たなことではミスったりしないだろう。

　このくらいの力で引っ張っても大丈夫だし。

　もっと強くしても大丈夫だし。

　あれ、意外といけるもんだな。

　じゃあ、このぐらいで引っ張っても大丈夫なんじゃ――




　パァーン！




「……あ」

『なにやってんだお前!?』

　全員が声を揃そろえて怒ど鳴なった。セリフは全員同じ。栗栖ちゃんまでもタメ口だった。

　うわ……やっちゃった。

　こんな大事なときになにやってんだ僕は……。

　リビングのみんなが凄すごい勢いで罵ば倒とうしてくる。栗栖ちゃんにまでタメ口で罵倒された。

　どの言葉も胸に刺ささったが、中でもガク太くんの「この早そう漏ろう野や郎ろう！」は、男として一番キツかった。

　うぅ……。ガク太くんに――つまり神楽井先輩に早漏野郎と言われてしまった。

　………ちょっと興奮するかも、と思った僕はもしかするとドＭなのかもしれない。

　しかし、本当にまずい。

　大きな破は裂れつ音おんは廊下まで響いただろうから、織野さんはもう、クラッカー＝誕生日パーティーという思考を終えているかもしれない。

「い、今のって……まさか――」

　廊下から震ふるえた声がする。

　ああ、僕のせいでサプライズが台無しに――

「――じゅ、銃じゆう声せい!?」

　…………。

　台無しになってないかもしれない。

　いやでも、銃声って。

　どんな世界を生きてたらそういう思考に至るんだろう？

　織野さんは、クラッカーよりも銃声が身近な世界の住人なのかな？

「か、籠島くん！　大丈夫っ!?」

　リビングのドアが勢い良く開き、血相を変えた織野さんが現れた。

「い、今だ！」

　僕は急いで指示を出した。幸い、全員まだクラッカーを手放していない。僕の指示で我に返ったみんなは、クラッカーの先を本日の主役に向けて、一斉に紐ひもを引く。

　パンパァーン！

　と、大きな音が鳴なり響き、紙テープが中を舞まう。

「せーのっ」

　神楽井先輩が言って、それから、全員がそれに続く。

『お誕生日おめでとう！』

　当初の計画通り、綺き麗れいにハモって言うことができた。

「…………」

　織野さんはドアのそばで立ち尽くしていた。状じよう況きようについてきてないらしく、目を見開いて、口をぽかんと開けている。

　やがて、思考が現実に追いついたようで、

「……え、あ、そ、そうか……そういえば、今日、私の、誕生日……」

　と、小さな声で呟つぶやいた。

「そうだぞ、織野。今日はお前の誕生日だ。だから、こんな感じでサプライズパーティーを開いてみた。どうだ、感動したか？」

　神楽井先輩がにやにやとしながら、織野さんに歩み寄る。

「さあ。乾かん杯ぱいしましょ、乾杯」

　栗栖ちゃんが飲み物を注ぎ始めた。

　包丁を手にとった桔梗院さんが、

「ねえ。このホールケーキ、とりあえず八等分にしていい？　六等分って、やりづらいからさ」

　と言うと、玉音ちゃんが不服そうな顔になる。

「なんじゃ、柚ゆず希き。甘あまいものを先に食うのか？　普ふ通つう、甘いもんは最後じゃろ」

「でも、早いとこ食べないと悪くなりますし……」

「むう、そういうもんか。難なん儀ぎじゃのう……」

「いやちょっと待った！」

　桔梗院姉妹の会話に割り込み、平然とケーキを切り分けようとしている桔梗院さんを慌て止めた。

「まだケーキ切っちゃ駄だ目めだよ。これから歳としの数だけロウソク刺して、バースデイソングを歌った後に、フゥーって織野さんにやってもらうんだから」

「……あ、そっか」

「やれやれ。これだから誕生日パーティー素人しろうとさんは」

「ぐっ……、この、調子乗りやがって」

　桔梗院さんは悔くやしそうに歯は噛がみした。

　すると、ドア付近に立っていた織野さんが、ぺたん、とその場に座すわり込んでしまった。お尻しりを足と足の間に落とす、女の子座りだ。糸が切れた人形のように顔を伏せる。そのせいで、表情がわからなくなってしまった。

「お。どうした織野？　もしかして、感動して泣いちゃったか？」

　神楽井先輩が茶ちや化かしながら、織野さんの顔を覗のぞき込もうとする。そんな彼かの女じよを栗栖ちゃんが「もう、からかっちゃ駄目ですよ」なんてたしなめていると――

「う、う、ううう……」

　嗚お咽えつに似た声が、髪の隙すき間まから漏れだした。そして彼女はゆっくりと顔を上げて、

「……う、う、うわああああん」

　と、声を出して泣いた。

「うわああああああん。ひ、ひんっ、う、うう、うわああああああああん」

　織野さんは、座ったまま大声で泣なき喚わめいた。

　人目もはばからずに。

　まるで生まれたばかりの赤あかん坊ぼうみたいに

　号ごう泣きゆうも号泣。大おお粒つぶの涙なみだをボロボロと流している。

「…………」

　これには、僕ぼくらも唖あ然ぜんとする他なかった。茶化していた神楽井先輩までも、どうしたらいいかわからない、という表情になっている。

　もしかしたら泣くかな、っては思ってたけど、まさか、ここまで大号泣するとは思わなかった。

「え、えっと……お、織野さん、大丈夫？」

　僕は近寄って声をかける。
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「う、うう、だ、だい、じょぶ……ひっ、うぅ……」

　さっぱり大丈夫そうじゃなかった。

「……どうしたの、そんな、急に……」

「だって、嬉うれしくて……本当に、嬉しくて……」

　嗚咽混じりの声が続く。

「こないだ、みんなのこと、デパートで見かけたとき、私だけ仲間外れにされたと思って……すごいショックで……。私なにか悪いことしたのかなって、みんなに嫌きらわれちゃったのかなって、ずっと考えてて……。だから……だから、今日呼び出されたのも、絶対、悪い話だろうなって思ってて……」

「……織野さん」

「だ、だから……もう、安心したのと、嬉しいので、今、もうわけわかんなくて……う、ううう、ひっ、ううう……」

　先日のデパートの件で、織野さんは、僕らが思っていたよりもずっと傷ついていたらしい。半分以上僕のせいみたいなものなので、胸に罪悪感がこみ上げてきた。

　けれど、ほんの少し、嬉しくもあった。

　不ふ謹きん慎しんかもしれないけれど、僕らから仲間外れにされたと勘かん違ちがいしたことによって、泣くほど傷ついた織野さんが――それが全すべて嘘うそだとわかって、泣くほど喜んでいる織野さんが、なんだか、たまらなく愛いとおしかったのだ。

　サプライズパーティーは、一応成功だろう。

　成功しすぎな気もするけれど。

「さあ、立ってよ、織野さん」

　僕は言う。

「主役がいないと、パーティーが始まらないよ」

「……うんっ」

　僕はポケットからハンカチを取り出して渡そうとするが、残念ながら僕にはそんな紳しん士しじみた習慣はなかった。

　軽く後悔していると、織野さんは自前のハンカチで涙を拭ふき、立ち上がった。

「はい、織野先輩。飲み物どうぞ。まずは乾杯しましょう、乾杯」

「あんた、十七歳さいよね？　十七本ロウソク立てるのって意外にむずいんだけど……」

　栗栖ちゃんが飲み物を、桔梗院さんがケーキの準備をする。

　準備を終えたところで、神楽井先輩が乾杯の音おん頭どを始めた。

「えー、それでは、織野の十七回目の誕生日と、素す晴ばらしき仲間達たちに――」

　全員が、手に持っていたコップを掲かかげる。

『かんぱーい！』







　それから四時間ほど、誕生日パーティーは続いた。

　ケーキを食べたり、プレゼントを渡したり、料理を食べたり、ジュースを飲んだり、おしゃべりしたり、ゲームをしたり。

　遊んで。

　ふざけて。

　語り合って。

　じゃれ合って。

　からかい合って。

　とにかく楽しい時間を過ごした。

　みんなが笑っていた。

　これでもかってほどに笑っていた。

　どうしようもないくらいに――笑っていた。

　夢のように楽しい時間だった。

　そして――

　夢のように楽しい時間だからこそ、夢のように終わりを迎むかえる。







「籠島くん、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　すっかりと暗くなった夜の道。

　最も寄よりのコンビニで買い物を済ませて帰っている途と中ちゆう、隣となりを歩く織野さんが心配そうに言った。視線は、僕の両手にぶら下がったレジ袋ぶくろに注がれている。

「やっぱり、私もうちょっと持とうか？」

「いや、大丈夫だよ。このぐらい平気」

　と、強がってみたものの、正直ちょっとキツかった。コンビニで大量のペットボトル飲料を購入した後、格好つけて多めに持ってみたはいいが、ちょっと自分の腕わん力りよくを過大評価していたらしい。

「でも……」

「たまには格好つけさせてよ」

「……そっか。うん。わかった」

　織野さんはにこりと微ほほ笑えんだ。

　買い出しのメンバーは、僕と織野さんの二人である。

　織野さんは今日の主役であるため、本来なら買い出しのような雑務を任すべきではないのだが、しかしこれには深い事情がある。

「みんな、大丈夫かな……？」

　織野さんが言う。

「あんなに酔よっ払ぱらってたのに置いてきちゃったけど……その、籠島くんちのリビングで戻もどしたりしてなきゃいいんだけど」

「それは勘かん弁べんして欲ほしいな……」

　そう。

　買い出しのメンバーが僕ら二人なのは、他のメンバーが全員酔っ払ってダウンしてしまったからである。

　事の発ほつ端たんは、玉ちゃんが「祝いの席にはこれじゃろ」と言って、高そうな日本酒を出したことだった。子供のくせになにを言ってるんだこの子は、と思っている内に、桔梗院さんが玉ちゃんに無理やり一いつ杯ぱい飲まされた。

　そこからはもう酒池肉林。

　酒が入ると人格が豹ひよう変へんするタイプだったらしい桔梗院さんの絡からみ酒が全開で発動し、なんか飲まなきゃなんない空気になって、気がつけば全員が飲んでいた。

　そこからはもう地じ獄ごく絵図。

　なんていうかもう、いろいろと大変なことになった……。

「桔梗院さんがあんなにハッチャケたとこ初めて見たよ。当たり前のように一発芸とかやり出したしね」

「あれはぜひともビデオに撮っときたかったわ」

「栗栖ちゃんが脱ぬぎだしたときは本当に焦ったね。やっぱりあの子には露ろ出しゆつ狂きようの気があるんだろうなあ……。ほんと、将来が心配だよ」

「えっと……うん、今回はちょっとフォローできないかなぁ……」

「神楽井先輩が泣き上戸だったのは意外だったなあ。まあ、結局泣いてる理由は、夏休みの宿題どうしよう、だったけど……」

「……頑がん張ばって、としか言えないよね」

　そんな感じで他のメンバーが潰つぶれてしまったため、なんとか無事だった僕と織野さんが買い出しに行くことになったのだ。

「でも織野さん。これさ」

　僕はコンビニで買った飲み物を掲げる。

「ポカリいっぱい買っちゃったけど、そういえば酔っ払ってるときって、ポカリみたいなスポーツ飲料は避さけた方がいいんじゃなかったっけ？　余計に酔いが回っちゃうって聞いたことがあるんだけど」

「ああ、それってよくある都市伝説だから」

「そうなの？」

「うん。飲んでる最中や飲んだ直後だったらあんまりよくないと思うけど、ちょっと経たってから水分補給目的で飲むなら、スポーツドリンクは適切な飲み物なの」

　はあ。相変わらず織野さんは博識だなあ。

「それにしても、籠島くんはあんまり酔っ払ってないみたいね」

　しげしげと僕の顔を眺ながめる。

「もしかして、けっこう普ふ段だんから飲んでるとか？」

「いやいや。ただ量を飲んでないだけだよ。ちょっとだけ飲んで、あとはずっとジュース飲んでた。って言っても、ちょっとは酔っ払ってるけどね」

　ちょっとだけ体が熱くて、頭がボーっとしている。まあほとんどシラフみたいなもんだけど。

「あー、でも、さっき、ガク太くんが一人で歩き回ってるように見えたんだよなあ。もしかしてけっこう酩めい酊ていしてるのかも」

「……そ、そうだね！　うん、それはきっと酔っ払ってるから、そう見えたんだね！」

　織野さんはやけに大声で言った。

「そっちこそどうなの？　全然酔ってないように見えるよ」

「ああ、私って小さい頃ころから訓練してるから、アルコールとかそういうのはほとんど効かない体質で――」

「え？」

「あっ！　いや、えっと……お、思ったより強かったみたい！　自分でもびっくり！　あははー」

　なんだろう、今のキルアっぽいセリフは。

　もしかして、織野さんまで中二病を発動したのだろうか。個人的には、栗栖ちゃんだけで手て一いつ杯ぱいなんだけど。

「あ、そうだ」

　ふと思い出して、僕は言う。

「そういえば、まだちゃんと謝あやまってなかったよね」

「え。謝るって、なにを？」

「こないだのデパートのこと。僕が適当に誤ご魔ま化かしたせいで、織野さんに変な誤解させちゃったでしょ？　ごめんね」

　歩きながら軽く頭を下げると、織野さんは緩ゆるやかに首を振ふった。

「いいよ。全部誤解だってわかったし」

　そう言ってもらえると、こっちとしてもありがたい。

「でもさ、ほんのちょっとは『みんなでこっそり私の誕生日の準備してるのかも』って思わなかったの？」

　なにせ誕生日二日前の出来事だ。ほんの少しぐらい『自分の誕生日のためかもしれない』と考えたところで、それを自意識過か剰じようとは言えないだろう。

　もしも逆の立場だったら、僕は普通に「あ、これサプライズの準備じゃね？」とか考えちゃいそうな気がするし。

　しかし織野さんは、

「……ううん。ちっとも」

　と、言った。口元にはかすかな笑えみがある。

　それは、どこか自じ虐ぎやく的てきな笑みであった。

「私、今日が誕生日だって、思いっきり忘れてたから……」

　織野さんはそこで、迷うように言葉を溜ためた。一呼吸置いてから、顔を上げ、視線を夜空に向ける。

「実はね、私、自分の誕生日がわからないんだ」

「……え？」

　言葉の意味がわからず、僕は反射的に織野さんの方を向いた。

　誕生日が、わからない？

「……今日、じゃないの？」

「うん。八月三十一日っていうのは、自分で決めた誕生日。決まってないといろいろと不便だから、昔、適当に考えたの」

「…………」

　どうして？　という言葉を呑のみ込んだ。気を遣つかったわけではない。織野さんの不自然に明るい笑え顔がおを前にして、踏ふみ込むのを躊躇ためらってしまっただけだ。

「八月三十一日にした理由は、あんまり人に祝って欲しくなかったから。偽にせ物ものの誕生日を祝ってもらうのが、ちょっと嫌いやだったから。夏休みの上に最終日間ま際ぎわだったら、誰だれも祝おうなんて思わないでしょ？」

「……そ、そんな」

「あっ、ご、誤解しないでっ。今日の誕生日パーティーは別だからっ」

　織野さんは荷物を持ってない方の手を、慌あわててぶんぶんと振った。

「今日は、本当に楽しかった。本当に本当に楽しかった。それこそ、号泣しちゃうくらいにね」

　悪戯いたずらっぽく微笑む。僕はほっと胸を撫なで下おろした。

「今まで、偽物の誕生日なんて祝ってもらっても虚むなしいだけだと思ってた。自分の誕生日がわからないことを自覚させられるだけだと思ってた……」

「…………」

「でも――違ちがったわ」

　夜空に向けていた視線を僕に戻し、にこりと微笑む。とても優やさしい笑顔だった。

「すごく嬉しかったよ。自分でも不思議なくらい、ただ嬉しかった」

「そりゃよかった。まあ……なんていうかさ。誕生日っていうのはそういう風にアバウトなもんでいいと思うよ」

「どういう意味？」

「誰だって自分の誕生日が本当かどうかなんてわかってないってこと。たとえば僕も自分の誕生日は知ってるけど、それはただ親から聞いただけだから、それが間ま違ちがってる可能性がないとは言い切れないしね」

　元々、誕生日なんて適当なものだろう。

　人が区切った一年という時間の括くくりの中で、その人が生まれた日付けのことを誕生日と呼んでいるだけ。

　正確な時刻は勘かん定じように入れない、一日単位での大おお雑ざつ把ぱな祝い事だ。

　たとえばカップルや友達同士で、十二時ちょうどにメールを送る、なんてお祝いがよくあるけれど、別に十二時ちょうどに生まれたというわけではない。

　とは言え。

　そんな風に斜しやに構えて批判するのは、野や暮ぼというものだろう。

　深く考えずに、適当に考えた方がいい。

　困ったときだけ神に祈いのる日本人のように、適当でいいのである。

　大事なのは、そこじゃないのだから。

「誕生日が本物か偽物かなんて、大して重要じゃないよ。重要なのは、誰かがそれを知っていること。誰かが祝ってくれること。自分以外の誰かが、自分がこの世界に生まれたことに感謝してくれること。僕は、そう思うよ」

「…………」

「織野さん」

　僕は足を止めて、織野さんの前に立つ。

　真正面から、彼女と向き合う。

「誕生日おめでとう」

「……ありがとう」

　織野さんは俯うつむき、顔を伏ふせた。すん、と鼻をすする音が聞こえる。

　どうやら、また泣かせてしまったらしい。

　えっと、どうしよ……？

　両手がふさがっているからハンカチも出せないし、ていうかそもそもハンカチ持ってきてないし。

　いいアイディアが思いつかなかった僕は、とりあえず前を向いて歩き始めた。見ないであげた方がいいと思ったのだ。

　振り返らずにゆっくりと歩くと、織野さんも後ろをついてきてくれた。

　無言のまま、暗い道を二人で歩く。

「……ねえ、籠島くん」

　しばらくして、織野さんが僕の背に声をかけた。

「私が生まれきて、嬉しい？」

「当たり前じゃん」

　僕は前を向いたまま、一秒も迷わずに答えた。

　後ろで、織野さんが笑った気がした。

　ただ、そんな気がした。







　帰宅後、僕と織野さんの二人で、ダウン中の介かい抱ほうしてみたわけだが、結局みんな、その場で寝ねてしまった。

　爆ばく睡すいである。

　これで明日も休日だったらなんの問題もないんだけど、ところがどっこい、よりにもよって今日は夏休み最終日。明日は始業式があるのだ。だからなんとかしてみんなを起こして自分の家に帰したいところだったが、それはどうも無理なようである。

「じゃあ、織野さん。もう遅おそいから気をつけてね」

「うん。ありがとう」

　時刻は十時過ぎ。籠島家の玄げん関かんにて、僕は織野さんのお見送りをしていた。女子をこんな時間に一人で帰らせるのはよくないが、しかし織野さんは以前と同じように、頑かたくなに僕のボディガードを拒きよ否ひした。

「明日の朝、私も一応来るから。片付けとか、手伝いたいし」

　二人で話し合った結果、明日五時ぐらいにみんなを起こして、それからそれぞれの家に帰ってもらう、ということになった。

「大丈夫だよ。織野さんの誕生日パーティーだったんだから、織野さんに片付けてもらったらなんか悪いし……」

「ううん。手伝う。それに、籠島くんが寝ね坊ぼうするといけないからね」

　そこまで言われては断る理由はない。お言葉に甘あまえるとしよう。

「籠島くん」

　織野さんは居住まいを正し、真まっ直すぐ僕を見た。

「今日は本当にありがとう」

「お礼ならみんなに言ってよ。僕だけが頑張ったわけでもないからさ」

「うん。わかってる」

「それじゃ、また明日ね」

「うん。バイバイ」

　織野さんは小さく頷うなずき、くるりと踵きびすを返して歩いていった。

　しばらく歩いてから、もう一度こちらを振り返り、元気いっぱいの笑顔を浮うかべて、大きく手を振った。

「また明日」

　優しい笑顔だった。

　明るい笑顔だった。

　だけど――いや、だからこそ、僕ぼくはなんだか胸が苦しくなった。







　もしかすると彼かの女じよは、このときすでに気づいていたのかもしれない。

　これが最後になるかもしれないということを、薄うす々うす感づいていたのかもしれない。

　なんにも気づかない僕とは対照的に――心のどこかで、すでに覚かく悟ごを決めていたのかもしれない。

　もう二度と、僕らに会えなくなるという覚悟を。

　もう二度と、こちら側には帰れなくなる覚悟を。

　自分が生まれた意味を知る覚悟を。

　自分が創つくられた意味を知る覚悟を。







第三章　生まれた意味







「忘れないでね、諦あきらくん」

　十年前のことである。

　そよ風公園にて、正義の味方となって世界を守るために修しゆ行ぎようをしていた七歳さいの僕は、変なスーツのお姉さんと出会った。

　いきなり現れたお姉さんと、僕はいろいろなことを話した。

　修行のこと、家族のこと、将来のこと、自分のこと。

　正義の味方のこと。

　若さ故ゆえのパッションに身を任せて、元気よくプロポーズしたりもした。その結果、フラれて大号ごう泣きゆうしてしまったことも、今となってはいい思い出……いや、ただの黒歴史かな。

　とにかく。

　その邂かい逅こうは――僕にとっては特別なものだった。

「この世界には、正義の味方なんていない。これから先、もしもそれっぽい人達たちが現れても、絶対に気づかないであげてね。非日常の全すべてを『気のせい』の一言で済ませられるような、器うつわの大きな男になるのよ」

　これが、お姉さんが僕にかけた呪のろい。

　僕が正義の味方になることを諦あきらめた理由。

　彼女の顔や姿は朧おぼろげだけれど、彼女と交かわした言葉の数々は、僕の心の一番深いところで、今でも楔くさびのように残っている。

　あのお姉さんは、今いま頃ごろどこでなにをしているのだろうか。

　好きだと言っていた男と、幸せに暮らしているのだろうか。







　翌朝は、窓から射し込む朝の光で目を覚ました。

　昔の夢を見たのは、数すうヶか月げつぶりである。

　夢を見ているときはお姉さんの顔が見えているのに、こうして目が覚めると、急に顔が思い出せなくなる。

　変なスーツでおっぱいが大きかったことしか思い出せない。

「……我ながら残念な海馬だなぁ」

　のそり、と体を起こし、ここがどこか確かく認にんする。自分のベッドの上だった。

　段々と意識が覚かく醒せいしてくる。

　昨日は織おり野のさんを見送った後、一人じゃ片付けする気が起きなかったし、それにお酒のせいでちょっとばかり眠ねむかったから、リビングで寝てる面々にタオルケットをかけた後、すぐに自分の部屋で寝たんだった。

　ふむ。

　しかし、こうやって朝の光で目を覚ますのも悪くないもんだな。いつもいつも目覚ましの電子音で起きてるから、こうやって自然な感じで起きるのは気持ちがいい――

「……ん？」

　ちょっと待てよ。僕は確か今日、みんなを起こすために五時には起きなきゃならなかったんだよな……。寝る前に目覚ましをかけた記き憶おくはあるんだけど、それなのに自然の光で起きちゃったということは……。

　恐おそる恐る目覚ましの時刻を確認し、そして絶句した。

　時刻は、六時半を回っていた。

「……た、大変だっ！」

　ベッドから飛び起きて、超ちよう特とつ急きゆうで身み支じ度たくを整える。まずい。六時半と言えば、僕がいつも起きる時間じゃないか。

　みんなを今から起こして準備しても、始業式に間に合うかどうか。

　どうしよう。ただでさえコンピューター部は期末を全員揃そろってすっぽかしたことで、学校からの評判がよくないというのに……。

　転がり落ちるように階段を降りていくと、

「あ。おはようございます。籠かご島しま先せん輩ぱい」

　そこには栗くり栖すちゃんがいた。手には昨日のパーティーで使った食器がある。

「お、おはよう……。あれ。もう、起きてたの……？」

「はい。織野先せん輩ぱいが来てくれたので」

「織野さんが……そうか」

　結局彼女に助けられた形になってしまった。

　情けない気分になっていると、栗栖ちゃんが思い出したように頭を下げた。

「昨日はすみませんでした。なんか、知らないうちに寝ちゃったみたいで……」

「それは構わないんだけど……もしかして、昨日のこと、覚えてない？」

「えっと、なんか、途と中ちゆうから記憶があやふやで……」

「……そっか。うん、ならそれでいいんだ」

　そして栗栖ちゃんは、食器を洗うためにキッチンに向かった。

　僕がリビングに足を踏み入れると、そこには神楽かぐら井い先せん輩ぱい、桔き梗きよう院いんさん、玉たまちゃんの三人がいた。三人とも、テーブルを拭ふいたり、部屋の飾かざりを片付けたりと、パーティーの片付けを頑がん張ばっている。

「お。小こ僧ぞう。てめえ、今頃のこのこ起きてきやがって」

　僕に気づいたガク太たくんが、刺とげのある口調で言い放った――つまり、神楽井先輩が言ったのである。

「遅かったな、籠島。もうほとんど片付けは終わってるぞ」

「みたいですね」

　神楽井先輩の言葉に頷きながら、リビングを見み渡わたす。昨日のどんちゃん騒さわぎが嘘うそのように、いつもの籠島家のリビングに戻もどっていた。

　僕が寝ている間に、みんな頑張っていたらしい。

「……すいません。僕だけ寝坊しちゃって」

「気にするな。こっちこそ、昨日は寝てしまってすまなかったな。まあ、酒を飲んでからのことはあんまり覚えてないんだが」

　この人も覚えてないらしかった。僕は近くにいた桔梗院さんにも訊きいてみる。

「桔梗院さんは、昨日のこと覚えてる？」

「ええ？　あー、いや、あたしも、ちょっと記憶が曖あい昧まい……」

　どうやら、みんな酔よったときの記憶をなくしているらしい。

　……うん。それなら、そっとしておこうか。

　わざわざ黒歴史を掘ほり起おこすことはないしね。

「儂わしは覚えとるぞ。いやー、昨日は傑けつ作さくじゃったな。まさか柚ゆず希きが――もがもが」

　当たり前のように地じ雷らいを刺し激げきしようとした玉ちゃんの口を慌てて塞ふさぐ。なんでこの子お姉ちゃんよりもお酒に強いんだろう。本当に小学生なのか？

「ねえ、そろそろいい時間じゃない？　あたしらはこれから一回家帰んなきゃなんだから、そろそろ出発しないと」

　桔梗院さんが言うと、神楽井先輩が頷いた。

「そうだな。んー、でも、まだ少し片付けが残っているし……」

「残りは僕がやっときますよ。寝坊しちゃったわけですから、そのくらいはやらせてください」

　もう九割方終わっているようだから、後は僕一人でも問題ないだろう。

　僕の提案を受け入れた神楽井先せん輩ぱい達たちは、急いで帰り支じ度たくをしていく。

　今からうちを出れば、まあギリで始業式には間に合うだろう。

「……あれ？　そういえば織野さんはどうしたの？」

「ゴミ捨て行ったわよ。そろそろ戻ってくるんじゃない？」

　僕の質問に桔梗院さんがそっけなく答えると、がちゃり、と玄関が開く音がした。

　噂うわさをすれば影かげ、というやつだろうか。織野さんが帰ってきたようである。

「ただいまー」

　リビングの戸を開き――彼女が現れた。

　安あ達だ太た良ら高校の女子用の制服に身を包つつみ、艶つややかな黒くろ髪かみを揺ゆらしながら、こちらに向かって歩いてくる。

「ゴミ出し、けっこうギリギリだったわ。私が行ったタイミングが、ちょうど回収車の来るタイミングだった」

　苦く笑しよう気味に言う彼女に、神楽井先輩が労ねぎらいの言葉をかける。

「ご苦労だったな、織野。私達はこれから帰るが、お前はどうするんだ？」

「私は、このまま行きますよ。みんなと違って制服着てきてますし」

「……え。じゃあ織野先輩は、か、籠島先輩と一いつ緒しよに登校するつもりですか？」

　洗い物を終えてリビングにやってきた栗栖ちゃんは、ぎょっと目を見開いた。栗栖ちゃんに指し摘てきされると、彼女はあたふたと手を振ふる。

「え、えーっと、それはまあ、偶ぐう然ぜん、そういう風になっちゃうかなー」

「ははーん。なるほどねえ」

　桔梗院さんが意地の悪そうな声で言う。

「どうりでわざわざこんな朝早くに来たわけだ。片付け手伝いとか、私達を起こすためってのは、ただの口実だったわけね……」

「桔梗院さん!?　ち、違うから！　わ、私は別に……」

　もじもじと指を絡からめ、顔を赤くして俯いてしまう。すると、悔くやしそうな表情を浮かべた神楽井先輩が彼女に近づき、

「くそ、まさかこんな形で抜ぬけ駆がけされるとはな……。あーあ、サプライズパーティーなんかやるんじゃなかったかなー」

　と、拗すねたような口調で言った。

「織野先輩、ずるいです！　だったら、わ、私も一緒に……あ、でも、制服がないから……うぅ～～」

「ちょ、ちょっと、みんななに言ってるのよっ!?　ほんとに狙ねらってないからっ！　全部ただの偶然で、私はただ、パーティーのお礼にせめてもの片付けがしたかっただけだから……」

　そして彼女は、助けを求めるように僕を見た。

「ねえ、籠島くんもなんとか言ってよっ」

　彼女は、僕に、そう言った。

　僕は――なにも言えなかった。

　驚きよう愕がくと困こん惑わくで、頭が張はり裂さけそうだった。

「……籠島くん？　どうしたの？」

　彼女は怪け訝げんそうな表情になり、僕の顔を覗のぞき込む。

「どうしたもこうしたも――」

　疑問に思ったことを、そのまま素す直なおに口に出す。




「なにやってるの、読よみ賀がさん？」




　僕は彼女に――読賀衣え里りさんに言った。

　織野さんみたいな顔で、織野さんがしそうな表情や仕草をして。

　織野さんのような声で、織野さんが言いそうなことを言って。

　織野さんの制服を着て、織野さんがやりそうな動きをして。

　徹てつ底てい的てきなまでに織野栞しおりのフリをしている読賀衣里に――僕は言った。

「……え？　えっと――」

　読賀さんは顎あごに手を当てて、困ったような表情を浮かべる。

　それは、すごく織野さんっぽい仕草だった。

「な、なに言ってるの、籠島くん……？　よ、よみがさんって、誰だれ？」

「いや、読賀さんはきみでしょ？　なに言ってるのはこっちのセリフだよ。ていうか、その黒髪、どうしたの？　染めちゃったの？」

「……籠島くん？　もしかして、まだ寝ぼけてる？」

「寝ぼけてないよ。あ、もしかして、織野さんと入れ替かわって、みんなにドッキリ仕し掛かけてるの？　あー、だったら気づいちゃってごめんね。読賀さんと織野さんが知り合いだったなんて知らなかったからさ」

　そんな風に噛かみ合あわない会話を続けていると、他のメンバーが次々とリアクションを見せた。

「お、おい、籠島……。なにを言ってるんだ？　こいつは、織野だろう？　どこからどう見ても織野じゃないか」

　神楽井先輩は疑ぎ心しん暗あん鬼きな様子で尋たずねてくる。

「違ちがいますよ。この子は、読賀衣里さんっていう、僕の幼おさな馴な染じみの友達です。まあ織野さんにすっごい似てる子なんで、間ま違ちがえるのもしょうがないかと思いますけど」

「……本気でなに言ってんの、あんた？　冗じよう談だんにしても笑えないわよ」

　桔梗院さんが僕を睨にらみつける。その瞳ひとみは不安と猜さい疑ぎ心しんで揺れていた。

「似てるとかじゃなくて、そいつは織野でしょ……？　ていうか、感じる気配が織野そのものなんだから……。ねえ、玉たま音ね様」

　隣となりにいた玉ちゃんに同意を求める。

「ああ、柚希の言う通りじゃ。今、本ほん腰ごし入れて調べてみたが、この気配は織野という娘むすめのもので間違いない」

　幼女とは思えない風格を醸かもし出だしつつ、玉ちゃんは断言した。

「ガク太、どうだ？」

　神楽井先輩は、ポケットにいるガク太くんに向かって話しかける。その瞬しゆん間かん、人形の目が機械的な光を宿した。チキチキ、と妙みような電子音が響ひびく。

「――――――。スキャン完かん了りよう。身長、体重、網もう膜まく、指し紋もん、声せい紋もん……本人の確率99・９９９％だとよ。このシステムじゃ１００％はでねーから、実質１００％と同じだ。なにからなにまで『織野栞』そのもの。これで別人はありえねーよ」

「そうか。双ふた子ごやそっくりさんという可能性も消えたわけだな」

「籠島先輩……？」

　神楽井先輩、桔梗院さん、栗栖ちゃん。三人が、不信感を丸出しにした目で僕を見つめてくる。責めるような眼まな差ざしに当てられ、居い心ごこ地ちが悪くなる。

　あれ。おかしいな。

　どうしてみんな――気づかないんだろう。

「ね、ねえ読賀さん。早いとこバラしてよ。なんか、僕が変なこと言ったみたいになっちゃったから……」

　慌あわてて読賀さんに助け舟ぶねを求めるが、彼女はなぜか織野さんのフリを続ける。

　徹底的に。

　病的なまでに。

　織野栞に――成り済ます。

「だから、変なこと言ってるのは籠島くんだってばっ。もう、いつまでもふざけてるなら、さすがに私も怒おこるよ」

　むっとした表情になる読賀さん。

　このタイミング、このシチュエーションにおいて、いかにも織野がしそうな表情であり、そしていかにも言いそうな言葉だった。

「いやいや、読賀さん。もうわかったから、そろそろネタバラししちゃおうよ。もう十分みんな騙だませたからさ。今やらないとタイミング逃のがしちゃうよ？」

「だ、だから、よみがさんって誰なの……？」

「だから読賀さんはきみだってば。ああもう、織野さんはどこ？　どっかその辺で待機してるんだよね？　織野さーん！　もう出てきていいよー！」

「お、織野は私だってば！　ねえ、籠島くん！」

　それは懇こん願がんするような声だった。泣きそうな顔で、僕の腕うでを強く引っ張る。

　しかし、僕は言う。

　ただ、当たり前のことを。

「きみは読賀さんだよ。織野さんじゃない」

「…………」

　そして。

　次の瞬間、読賀さんから表情が消えた。

　顔から、全身から、ありとあらゆる感情が削そげ落おちる。かすかに動く唇くちびるだけが、淡たん々たんと言葉を紡つむいだ。




「どうやら――これ以上は無む駄だなようですね」




　彼女の纏まとっていた雰ふん囲い気きが――激変した。

　コインを裏返したように、ぐるりと反転した。

　無表情。

　無機質で無感情で、人形みたいな無表情。

　実に読賀さんらしい表情だ。

　織野栞に成り済ますことを諦めた、読賀衣里本来の姿だった。

「――なっ!?」

　突とつ然ぜんの告白に、僕と読賀さん以外の全員が凍こおりついた。しかし読賀さんは、他の誰の相手をすることもなく、僕に話しかける。

「驚おどろきましたよ――籠島諦。私は完かん璧ぺきに振る舞まっていたつもりでしたが、いったいどこで気づいたのですか？」

「どこでって――」
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　確かに、どうしようもないくらいに似ていたけれど。

　双子よりもドッペルゲンガーよりも似ていたけれど。

　似てるというよりは『同じ』という言葉が適格で、平行世界パラレルワールドの織野栞とか言われたら納なつ得とくしてしまうくらいに同一存在だったと思うけれど。

「――だって、全然違うじゃん」

　僕ぼくは言った。

　素直な感想だった。

「…………」

　読賀さんはしばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて密ひそやかな声で呟つぶやく。

「なんにもわからない男だけど――本当に大事なことだけはわかっている」

　その言葉は、少し前オシリちゃんから聞いた、織野さんの言葉だった。

　僕に対する、織野さんの評価。

「そういうことですか。結局、あなたはそういう存在ということですね」

「……それ、織野さんから聞いたの？　それともオシリちゃんから？」

「彼かの女じよの記憶は完璧にトレースしてあります。いえ、共有、もしくは同期、と言った方が的確でしょうか」

「ト、トレス？　う、うん。トレスはよくないよね。昨今の漫まん画が家かさんやイラストレーターさんのトレス問題は、深刻な問題だと思うよ」

「記憶だけではありません。表情、仕草、口調……全てにおいて完璧に織野栞を演じていました。外見は言うまでもないでしょう。もとよりこの体は、この役割を果たすためのものです……」

「うん。すごいそっくりだったと思うよ。読賀さんって、意外と演技派だったんだね」

　どこか上うわ滑すべりをしている会話を繰くり返かえしていると、時が止まったように硬こう直ちよくしていた他のメンバーが動き始めた。

　読賀さんから後ずさるように距きよ離りを取り、僕の近くに集まる。

「貴様……何者だっ！」

　神楽井先輩が敵意をむき出しにして叫さけぶ。しかしその横顔からは、焦しよう燥そうと恐きよう怖ふの感情が滲にじみ出でていた。

　僕は慌ててフォローに入る。

「か、神楽井先輩、落ち着いてくださいよ。さっきも言いましたけど、この子は読賀さんっていう、織野さんのそっくりさんで――」

「そっくりさんじゃと……？　冗談はよせ、小僧」

　玉ちゃんが、恐ろしく低い声で僕の言葉を遮さえぎった。何百年も生きている妖よう怪かいのような風格を纏っているこの子にしては珍めずらしい、どこか怯おびえた声だった。

「……他人に成り済ます術ならいくつか知っているが、これはそんなチャチなものではない……悪夢のようじゃの。儂は未いまだに、この娘が織野栞でないと信じられんぞ」

「――――――。スキャン完了。結果は……変わらず。おいおい……。クローンだって見み抜ぬくシステムだぞ……。何者だ、こいつは……」

「あなたは……誰なんですか!?　織野先輩の、なんなんですか!?」

　全員が、読賀さんを睨みつけていた。得体の知れない化ばけ物ものを見たかのような、恐怖と警けい戒かいを混ぜ合わせた表情を浮うかべている。

　唐とう突とつに室内の空気が張り詰つめる。痛いほどの沈黙の中、それを意に介かいさない様子で、読賀さんが平然と口を開いた。

「私は何者でもありません。強いて言うなれば――私は『檻おりの死し澱おり』の劣れつ化かコピー。模造品レプリカであり――同時に代替品オルタナテイブの役割を担になう存在です」

　淡々と、冷たい声が続く。

「『檻の死澱』がこの世界から欠場した後、彼女に代わって『織野栞』として生きる。世界が何事もなく回り続けるように、『織野栞』としての人生を全まつとうする――それが私の最後の役割であり、最大の役割だった……」

　そこで言葉を区切ると、読賀さんはそのガラス玉みたいな瞳を僕に向けた。

「これが、ご主人様マスターの言う『物事の本質しか見抜けない能力』ですか――籠島諦。あなたのせいで、私の存在意義は消えてしまいました」

「え？　お、織野さんと入れ替わるドッキリに存在意義まで懸かけてたの？　えっと、その……ごめんね。悪気はなかったんだ」

「私の生まれた意味が――台無しになってしまいました」

　読賀さんは言った。

　彼女らしい平へい坦たんな声だったけれど、それでもその声にはかすかに寂せき寥りようの念が滲んでいて、だから僕は、なんだか、胸が締しめ付つけられたような気分になった。

「……籠島っ！　こっちに来い！」

　直後、神楽井先輩が僕の腕を引っ張り、自分の後ろへと隠かくした。それと同時に、桔梗院さんと玉ちゃん、栗栖ちゃんが、読賀さんの前に立ちはだかる。

　僕を中心にして陣じん形けいが組まれる。将しよう棋ぎでたとえるなら僕は王将の位置にいて、それを囲い込むように他のみんなが集合していた。

　みんなが僕を守ろうとしているように思えた。

　籠島家の朝のリビング。

　人形のように佇たたずむ読賀さん。

　なぜか戦せん闘とうモードに入っているみんな。

　そして――よく状じよう況きようがわからない僕。

　三すくみ、というわけではないのだろうけど、とにかく奇き妙みような三角関係が出来上がっていた。

「え、えっと……読賀さん」

　張り詰めた空気に耐たえ切れなくなって、僕は彼女に問いかける。

　さっきから読賀さんが言ってることは意味不明だし、他のみんながなぜこうもシリアスな空気を纏っているのかもわかっていないけど、まあそこらへんはどうでもいい。

　どうでもいいとまでは言えなくても、二の次だ。流しても問題ないだろう。

　けれど、僕には一つだけ、どうしても気になることがあった。

　流せないことがあった。

「織野さんは、どこにいるの？」

　僕は言った。

　訊きたいことは、それだけだった。

　そのことさえわかれば、他のことはもうどうでもよかった。ドッキリだろうと双ふた子ご入いれ替えトリックだろうとクローンだろうとドッペルゲンガーだろうと、織野さんさえ出てきてくれれば、全すべてを笑って済ませられる。

　裏を返せば。

　織野さんがいないというのなら――僕は何一つとして笑えない。

「ねえ、読賀さん。織野さんはどこ？　どっかに隠れてるんだよね？　呼んだら、すぐに出てくるんだよね？」

「…………」

「……ねえ？　織野さんはどこ？」

「…………」

「ねえ？」

「…………」

「ねえ、どこ？　教えてよ、答えてよ」

「…………」

「ねえ、ねえ、ねえ、ねえ、ねえ、ねえ……答えてよ」

「…………」

　読賀さんはなにも言わなかった。

　無言のまま制服のポケットに手を入れて、奇妙な形状の機械を取り出し、耳元に当てた。携けい帯たい電話だろうか。見たことがない機種である。

「――宇う津つ呂ろ原はら剛ごう一いち郎ろう。予定は変へん更こうです。機関の殲せん滅めつは後回しで構いません。まずはこちらに来てください」

　温度のない瞳が、僕に向けられる。

「まずは――籠島諦を始末します」

　始末。

　不ふ穏おんな単語に、僕以外のメンバーの雰囲気が変わった。瞳に強い光が宿り、敵意の視線を彼女へと向ける。

　しかし読賀さんは、抑よく揚ようのない声で電話を続ける。

「――ええ。人目を気にする必要はありません。念のため、この辺り一体の人ひと払ばらいは済ませてあります。無論、何人か無関係な人間はいるでしょうが、気にすることはありません。誰を殺そうとなにを壊こわそうと、全てこちらでフォローします」

　ですから、と読賀さんは言う。

「後始末も不始末も気にせず――ご自由に狂くるいなさい」

　その言葉が終わった瞬間――まさしく、瞬間の出来事だった。

　僕らと読賀さんが対たい峙じしている、その真横。

　籠島家の庭が一望できる、壁かべ一面の大きな窓。

　その窓ガラスが、劈つんざくような音を立てて全て破は砕さいした。

　首を回す時間はなかった。かろうじて視線だけを真横に向けると、まず車のナンバーが目に入った。

　トラック。

　長ちよう距きよ離りトラック。

　それも、世に言うデコトラである。ライトやバンパーにこれでもかってほどの装そう飾しよくが施ほどこしてあり、だいぶ自己主張が激しいデザインだった。

　そんなデコトラが――窓からいきなり突っ込んできた。前を向いていた僕らのベクトルに、いきなり垂直に侵しん入にゆうしてきた新たなるベクトル。

　運転席には誰も乗っていない。

　これで、脇わき見み運転や居い眠ねむり運転という可能性は消えた。

　というよりも、そもそもトラックは地面を走っていなかった。地面から一メートルばかり浮いていて、斜ななめ上うえから突つき刺ささるように僕らに向かってきたのだ。

　突とつ進しんしてきたというよりは、落ちてきた、という表現が的確なのかもしれない。

　……あれ。

　なんか一いつ瞬しゆんの出来事を長々と描びよう写しやしてしまったけど、これは世に言う、あれだろうか。

　走そう馬ま灯とう、というものだろうか。

　人は危機的状況に追い込まれると、脳の処理速度が何十倍にも加速し、景色がスローモーションに見えるというけれど、今の状況はまさにそれだった。

　宙を舞い続けるガラス片へんが、朝の陽光に乱反射する。その欠かけ片らのひとつひとつにぶつかりながら、デコトラがゆっくりと迫せまってくる。

　なんと言えばいいのだろう。

　ゴールドエクスペリエンスの初期の能力を喰くらったブチャラティというか。

　達人の感覚を味わったザエルアポロ・グランツというか。

　とにかく――全てがゆっくりだった。

　もちろん、僕の動きを含ふくめて。

　動かなきゃ、とは思うのだけれど、まるで体が動いてくれない。

　デコレーショントラックは、残ざん酷こくなほどにゆっくりと、僕らを蹂じゆう躙りんした。




　◇　◇　◇




「――長距離トラックを力任せに投とう擲てき、ですか」

　土つち埃ぼこりが舞い上あがる空間で、読賀衣里は淡々と呟いた。破は壊かいされ尽つくした光景を眺ながめても、その表情に変化はない。

「相変わらず宇津呂原剛一郎のやり口には品がありませんね。無む茶ちや苦く茶ちやというか、力任せというか。もう少し細かく指示を出すべきだったかもしれません――とは言え、この距離にいた私が一いつ切さいダメージを受けていないところを見ると、あの男なりに気を使ってコントロールしたのかもしれませんけど」

　他ひ人と事ごとのように自分の体の受けた被ひ害がいを分ぶん析せきすると、読賀は周囲を見み渡わたした。

　籠島家のリビングは、もはや原形を留とどめてはいなかった。

　壁も柱も家具も、全てが破壊されている。天てん井じようが崩くずれたせいで、二階にあったベッドや本ほん棚だなまで一階に落下していた。

　破壊の原因となったトラックは、激げき突とつの衝しよう撃げきでガソリンに火が点ついたらしく、リビングを通り過ぎた辺りで爆ばく破はした。

　その爆破によって炎ほのおは飛散し、凄すさまじい勢いで籠島家を――いや、籠島家だったもの焼き尽くす。

　煌こう々こうと炎が燃え、黒々とした黒こく煙えんが立ち昇のぼる。周囲の惨さん憺たんたる光景は、とある一人の超ちよう能のう力りよく者によって射出された弾だん丸がんの破は壊かい力りよくを物語っていた。

　その長距離トラックは、弾丸と呼ぶにはあまりに巨きよ大だいで、あまりに凶きよ悪うあくな破壊力を有していたわけだが。

「運転手がいなかったのは――ただの偶ぐう然ぜんでしょう。あの男が一いつ般ぱん人じん相手にそんな気き遣づかいを見せるはずがありません」

　言いつつ、読賀は視線を一点に固定する。

　なにもかもがぐちゃぐちゃになった部屋の中で、ぽっかりと穴が開いたように、円形の空間が出来上がっていた。

　そこは、ほんの数十秒前にトラックが通過した空間。それなのに、全くと言っていいほどダメージを受けていなかった。

　フローリングもカーペットもそのままであり、瓦が礫れきはおろかガラス片一つ落ちていない。

　数十秒前――トラックが激突する前の状態と、なんら変わりがない。

「――ふん」

　次し第だいに土つち煙けむりが晴れていく中、不ふ遜そんな笑い声が響いた。

「どこのどいつの仕し業わざかは知らんが、ナメられたもんじゃのぅ。白面金毛九きゆう尾びの狐きつね――玉たま藻もの前まえの一匹ぴき娘むすめたるこの儂わしを、この程度の攻こう撃げきでどうにかできると思うたか？」

　外見に相応ふさわしくない言葉を使う幼女の頭には、狐の耳があった。尻しりからは金色に輝かがやく九本の尻しつ尾ぽが生え、ゆらゆらと宙をたゆたっている。

　史上最強の妖狐――玉藻前。

　その血を色いろ濃こく受うけ継ついだ妖よう狐こ――玉音。

　桔梗院家が課した封ふう印いんの首くび飾かざりは、今もなお彼女の首元に存在している。しかし春先の一件により、首飾りは効果をなくしていた。

　故ゆえに、玉音は現在、自分の能力を際限なく扱あつかうことができる。

　もっとも、首飾りが破壊されたことがわかれば、桔梗院家が黙だまっていない。

　そのために玉音は、桔梗院柚希と協力しながら、自身の能力を騙し騙し使うようにしているのだが――今、玉音は九尾の力を全て解放した。

　余りにも唐とう突とつ過ぎる攻撃を防ぐためには、そうせざるを得なかったのだ。

「柚希、無事か？」

「はい。問題ありません」

　玉音からの呼びかけには、桔梗院柚希が答えた。

　彼女の姿は、ほんの数十秒前までの私服姿ではなくなっていた。

　白と赤のカラーリングが特とく徴ちよう的てきな、陰おん陽みよう師じのコスチューム。右手の指には、結界用の呪符が一枚握にぎられていた。

　トラックの激突を防いだのは玉音の力である。しかし、その余波――爆ばく風ふうや瓦礫を防いだのは、桔梗院柚希の結界であった。

　桔梗院柚希と玉音のコンビによる、連れん携けいの取れた防ぼう御ぎよ。

　共に戦ってきた二人だからこそ可能な、言葉はおろかアイコンタクトさえもいらない連携だった。

　結界の周囲では、今もなお炎が燃えている。

　しかし直後、燃え盛る炎が、全て一点に凝ぎよう縮しゆくした。

　一人の少女の手に――引きずり寄せられた。

「《焔えん王おうの箱庭》」

　その少女とは――栗栖＝クリムゾン＝紅く莉り亜あだった。

　クリエスティア・クリムゾン・クリードエンデ・クリストゥフーア・栗栖。

　桔梗院と同じく、栗栖の姿もまた、先刻までの私服姿ではなくなっていた。魔ま力りよくによって構築された衣装の上に、母親から受け継いだ白いローブを羽織っている。手には身みの丈たけほどの杖つえがあった。

「――認にん識しき、掌しよう握あく、吸収……」

　集めた炎を全て、自分の魔力へと変へん換かんする。同時に周囲の火災は全て鎮ちん火かされ、空間を埋うめ尽くしつつあった黒煙も消えてゆく。

　火災から味方を守るため、そして自分自身のパワーアップのため。

　栗栖の《焔王の箱庭》は、攻こう防ぼう一体の一手であった。

「神楽井先せん輩ぱい、籠島先輩は大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　術式を完全に固定し終えると、栗栖は後ろを振ふり返り、神楽井もにゅ美みを窺うかがった。

「大丈夫だ！　気を失っているが、問題ない！」

　神楽井は膝ひざを折り、籠島諦を抱だきかかえていた。「気を失っている」という言葉に、栗栖と桔梗院が不安そうな表情を浮かべる。

「き、気を失っているって……、だ、大丈夫なんですか!?」

「……嘘うそでしょ？　完璧に防御したはずなのに、なんで……」

「いや、それが……」

　神楽井は大変に言いにくそうに言う。

「トラックが突っ込んで来た瞬しゆん間かん、こいつは一人で勝手に転んで、床ゆかに頭をぶつけて気絶した……」

「「「…………」」」

　弱っ！

　図はからずも前衛のポジションに着いていた桔梗院、玉音、栗栖の三人は、揃そろってなんとも言えない微び妙みような表情になってしまった。

「ぎゃははっ。まあ、そう憐あわれむような目で見てやるなよ」

　神楽井のポケットの中から、ガク太が声を上げた。

「この馬ば鹿かは、一応、てめーらを守ろうとしてたみたいだぜ」

　ぬいぐるみの瞳ひとみは、すやすやと眠ねむる一人の少年へと向けられていた。

「激突の瞬間、この小こ僧ぞうは、てめーらとトラックの間に入り込もうとしたんだよ。盾たてになるつもりだったらしいな。……ったく。んなことしたって、まとめて吹っ飛ぶだけだっつーのによ」

　彼かれの言葉に、その場の全員が呆あきれた。

　意味のない頑がん張ばりとしか言えなかったからだ。たとえ籠島諦が身を挺ていして彼かの女じよ達たちの前に立ったところで、はっきり言ってなんのメリットもない。

　というか、下手な動きをされてはむしろ邪じや魔まである。

「ま、結局焦あせって一人でずっこけてんだから、世話ねーけどな。ぎゃはははっ」

　ガク太が笑い、それに釣つられて女じよ性せい陣じんも小さく笑った。

　それは、嘲ちよう笑しようや失しつ笑しようの笑えみではない。

　穏おだやかな苦く笑しようであった。

　籠島諦らしい、と全員が思ったのである。

　いつだって見けん当とう違ちがいで的外れな行動を繰り返すこの男だけど、そのおかしな行動の数々は、いつだって誰だれかのためだった。

　だから、らしいと思った。

　……一人で転んで気絶し、ちゃっかりと誰の迷めい惑わくにもなっていないところも含めて。

「――無傷のようですね」

　抑揚のない平坦な声が響ひびくと、少しばかり緩ゆるんだ空気が一気に引ひき締まった。

　陰陽師、桔梗院柚希。その相棒である大たい妖よう、玉音。

　魔ま法ほう使つかい、栗栖＝クリムゾン＝紅莉亜。

　電脳戦士、神楽井もにゅ美。その兄、神楽井ガク太。

　五人は即そく座ざに臨戦態勢に戻もどり、意識を読賀衣里へと集中させた。

　どう見ても織野栞にしか見えない、一人の少女に。

「籠島諦が少しばかりダメージを負っているようですが、その程度では負傷とは呼べないでしょう。突とつ然ぜんの不意打ちに対する適切な防御――見事です」

　あまりにも冷静に語られる賞賛の言葉。口調が淡たん々たんとし過ぎているために、賞賛とも嫌いや味みとも取れない。

　状況を分析した結果、相手が的確な対応を取れているからとりあえず褒ほめた。

　そんな事務的な雰ふん囲い気きが漂ただよう、読賀衣里の賞賛だった。

「はっ。見れば見るほど薄うす気き味み悪わるい女じゃのぅ」

「……姿形はどっからどう見ても織野だってのに、口調や性格……なんつーか、キャラ？　そういうのはまるで別人ね。レプリカだかオルタナティブだか知らないけど、もう少しわかりやすく説明してくれないかしら？」

　玉音と桔梗院は、喧けん嘩か腰ごしに言いつつ、一歩前に出る。その後ろには栗栖、さらにその後ろに神楽井と籠島が控ひかえる。

　無力である籠島と、現実世界では力を使えない神楽井を守るためには、このフォーメーションを取るのが自然だった。

「答えないのなら、それはそれで構わないぞ」

　籠島を抱かかえたままの神楽井が、強く言い放つ。

「ならば我々は――貴様を敵と認識するだけだ」

「…………」

　読賀は無言のまま、再び携帯を耳元に当てた。

「宇津呂原剛一郎――あなたの乱雑過ぎる奇き襲しゆうは失敗に終わりました。籠島諦はまだ生きています」

　その発言を聞いた瞬間、神楽井達たちの表情が険しくなる。

　トラックが急きゆう襲しゆうしてくる直前に聞いた、「籠島を始末する」という言葉が、冗じよう談だんでも嘘でもないことを再さい確かく認にんしたからだ。

　そして――それは同時に、全員が読賀衣里を敵と認識した瞬間でもあった。

　見み逃のがすことのできない、確かな敵として。

　それぞれが隙すきのない構えを取る神楽井達に対して、読賀の方はなんのアクションも見せない。棒立ちの姿勢を維い持じしている。

　彼かの女じよの方から攻せめてくるつもりはないように見える。宇津呂原、という仲間を待つつもりなのだろうか。ならば、こちらから仕し掛かけるべきか。

　神楽井達がそんな風に思考を巡めぐらせていたときだった。

　自分達のすぐ横に――いきなり眼鏡の女性が現れた。

　まるでテレポートでもしたかのように、突とつ如じよ空間に出現した。

　急激な来訪者に、神楽井達は目を見開いて驚おどろく。

　しかし、その女性が装着している近未来的なデザインのスーツを見て、すぐに織野栞の関係者だと気づいた。

　だとすれば、超能力としか思えなかった今の移動も納なつ得とくがいく。

「籠島諦……と、あとは、織野の学校の仲間、か」

　眼鏡の女性は神楽井達を眺めながら呟つぶやく。

　額には汗あせがにじみ、その呼吸は浅く、短い。スーツはところどころ損傷し、切り傷や打だ撲ぼくの痕あとが目立つ。全身から戦闘の形けい跡せきが窺えた。

「私は久く我が山やまっつーもんだが……ああ、いいや、私のことなんかどうでもいい。とにかく今は時間がねーんだ」

　眼鏡の女性――久我山はそう言って、視線を気絶している籠島へと向ける。

「単刀直入に言う。その男をこっちに渡わたせ」

「なっ」

　突然のことに、全員が声を荒あらげた。

　籠島を抱えていた神楽井が、久我山に応じる。

「ば、馬鹿なことを言うな！　いきなりそんなことを言われて、ほいほいと渡せるわけがないだろう！」

「警けい戒かいすんな。一応、私は味方だよ。籠島諦を守るために、こっちに渡せっつってんだよ」

「…………」

「お前らのことは、織野から軽く聞いている。詳くわしくは知らねーが、とにかく、そういう連中なんだろ？」

　久我山は、神楽井達を順番に眺めながら言った。

　現実離ばなれした衣装に身を包つつんだ栗栖と桔梗院、耳や尻尾を生やした玉音、自律駆く動どうするぬいぐるみのガク太――およそ一般人とは思えない、彼女達を眺めながら。

「もうすぐここに、最悪の男が来る。よくわかんねーが、籠島を狙ねらってるらしいな。今、柾まさ木きが必死に足止めしてるが、長くは保たねえだろう」

　言いつつ、鋭するどい眼光で読賀を睨にらみつける。

「宇津呂原がいきなり暴れだしたらと思ったら、今度は籠島諦を始末だと……？　ったく、頭がパンクしそうだよ。てめーらいったいなに考えてやがんだ？　織野のそっくりさんよぉ……」

「久我山桃もも愛え――宇津呂原が誰かと戦せん闘とう中だということは電話越ごしでも把は握あくできましたが、相手はあなたと柾木創そう平へいでしたか。機関の殲滅はもうほとんど終わっていると聞きましたが、あなた方はまだ無事だったようですね」

　読賀は相手からの問いを無視して、ただ客観的な見解を述べた。

　久我山は舌打ちをして、視線を再び籠島へと戻す。

「こいつには一応、借りがあるからな。見殺しにすんのは寝ね覚ざめが悪い。おら、とにかくよこせ。悪いようにはしねーからよ」

　久我山が籠島へと手を伸のばし、催さい促そくするような目で急せかす。神楽井は数秒考えるが、

「……わかった。頼たのんだぞ」

　最終的には籠島を久我山へと預けた。

　籠島が狙われているという状じよう況きようと、久我山のテレポート能力。

　二つの事実を重ねて考察した結果、まずはこの場から籠島を逃にがすのが得策だと判断したからだ。

　久我山は籠島を軽々と肩かたに担かつぐと、

「……お前らも、さっさと散れよ」

　そう言って、すぐにテレポートで消えた。神楽井達はもちろん、読賀までも、その様子をただ眺めていた。

　籠島を抱える必要がなくなった神楽井は、立ち上がって読賀と向きあった。そして皮肉げな口調で問いかける。

「読賀衣里とやら。籠島を追わなくていいのか？」

「私が追いかけようとすれば、あなた達が止めるでしょう？　わかり切っていることを聞かないでください」

　読賀はそっけなく答えた。侵しん入にゆう者しやの手引きによる籠島の逃とう亡ぼうは、読賀にとっても想定外の事態であったはずなのだが、それでも彼女の表情に変化はない。

「――で、どうするんじゃ？」

　先頭に立っていた玉音が、目線を前に固定したまま、後ろの面々に声をかけた。

「眼鏡の女の指示に従い、ここから逃にげるか？　それとも、この人形じみた娘むすめを傷いためつけて情報を吐はかせるか？　儂はどちらでも構わんが、どちらかと言えば後者の方が好みじゃがのぅ」

　発達した犬歯を剥むき出だしにし、凶悪な笑みを浮うかべる。その声には、彼女の好戦的な本ほん性しようと、大妖としての自信が溢あふれていた。

「――宇津呂原。聞こえますか？」

　しばらく考えるように沈ちん黙もくした後、読賀は再び携けい帯たいを取り出した。

「状況が変わりました。もう籠島家に来る必要はありません。籠島諦は、あなたが逃がしてしまった久我山桃愛によってどこかへ連れ去られました――いえ、嫌味ではありません。もとよりあなたに完かん璧ぺきな仕事など期待していませんから」

　機械じみた口調と、人形じみた表情。

　玉音ほど露ろ骨こつではないが、それでもその場の全員が殺気にも似た敵意を彼女に向けている。にもかかわらず、読賀はやはり自分のペースを崩さない。

　異常なほどのマイペース。

　セットした目覚ましが毎朝決まった時間に鳴るように――ただひたすらに自分の役割を果たすかのように、淡々と行動をする。

　そのあまりに無防備な佇たたずまいに、神楽井達はかすかな苛いら立だちを覚えた。

　無理もない話だろう。神楽井達の方は読賀と向き合おうとし、敵として対峙しようとしているのに、読賀の方はまるで相手にしていないのだ。

　暖の簾れんに腕うで押おし、とは少し違ちがうのかもしれないが、録音されたメッセージ相手に口論しているかのような徒労感があった。

　しかし――次の瞬間、その徒労感は一瞬で消え去る。

「宇津呂原――あなたは籠島諦を追ってください。こちらの五人――神楽井もにゅ美。神楽井ガク太。桔梗院柚希。玉音。栗栖＝クリムゾン＝紅莉亜は――私が始末します」

　とうとう、というべきだろう。

　とうとう読賀衣里は――神楽井達と対たい峙じした。

「――っ!?」

　瞬またたく間まに空気が激変する。

　読賀衣里の纏まとうオーラが、異質なものへと変へん貌ぼうしたのだ。

　不確かで曖あい昧まいだった彼女を――より鮮せん明めいに知覚することができてしまった。

　その圧あつ倒とう的てきな存在感に、神楽井達は強制的に恐きよう怖ふを抱かされた。ほんの数秒前まで不遜な笑みを浮かべていた玉音からも、一切の余よ裕ゆうが消える。

　全員が表情を引き締しめ、意識を極限まで集中する。

　その行動は、反応というよりも反射に近い。猛もう獣じゆうに相対した子犬が懸けん命めいに吠ほえているような、そんな弱者の怯おびえを感じさせる行動であった。

「――……」

　呼吸さえも許されない緊きん迫ぱく感が、周囲を支配していた。

　神楽井達五人は、幾いく度どとなく命がけの戦闘を経験している。

　種類タイプや戦場フイールドは違えど、五人が五人とも、誇こ張ちようなしに命のやり取りをしてきた人間達たちだ。

　しかし――いや、だからこそ。

　彼女達は、目の前にいる『なにか』に怯えてしまった。数々の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた自信があればあるほど、未知に対する恐怖が強くなる。

　とは言え、むしろ、ここで怯えることができたことは賞賛に値あたいする。もしもこの場に一般人がいたら――たとえば籠島諦のような一般人がいたら、読賀衣里の放つプレッシャーだけで失神していただろう。

　これまで世界のために戦ってきた彼女達だからこそ、目の前にいる『なにか』とギリギリで対峙することができた。

　かろうじて、彼女と退治する資格があった。

「私が動く予定はありませんでしたが――いえ、代替品オルタナテイブの役割を失ったのなら、もはやこうするしかないのでしょう。こういう汚よごれ仕事を、ご主人様マスターに任せるわけにはいきません」

「……マスター？」

　ひりつくような空気の中、神楽井がその単語に食いついた。

「貴様に指示を出している人間がいるというのか……？　そいつが黒幕か？　全すべてがそいつの指示か？　貴様が織野に成り済ましていたことも、籠島を始末するというのも」

　なにもかもが意味不明なこの状況では、断だん片ぺん的てきな情報を強ごう引いんに結びつけて、乱暴に仮説を立てるしかなかった。

　神楽井にしてみれば、それは縋すがるような思いで口にした予測だった。

　希望的観測ならぬ、絶望的観測。

　思考を放ほう棄きしたくなるようなこの状況で、それでも根気強く思考した結果の、当たって欲ほしくない仮説であった。

　しかし神楽井の言葉は、読賀に対し、明確な変化をもたらした。

「――ご主人様マスターの指示ではありません。私の自発的な行動です。ご主人様マスターには、できたら手て荒あらなマネはして欲しくないですから。もっと言うのなら、私に対して指示すら出させたくない――間接的にも手を汚して欲しくない」

　言いながら、彼女は目を伏ふせる。

「そんなことをすれば――彼はまた傷つくだろうから」

　人形じみた彼女から、人間らしさが顔を出す。

「あの人は……優やさしい人だから。誰よりも、優しい人だから」

「…………」

　読賀の言葉は、当然ながら神楽井達には理解できなかった。

　けれど、彼女から滲にじみだす想おもいだけは伝わってきた。その震ふるえるような想いは、身を焦こがすプレッシャーをかすかに緩かん和わする。

　しかし、

「だから――私自らの手で、あなた達を葬ほうむります」

　直後、かすかに緩んだ空気が一いつ瞬しゆんで元通りに――いや、元以上に張はり詰つめる。

　読賀が目を開く。

　そこにあるのは、無機質なガラスの瞳。完かん膚ぷ無なきまでに人間らしさを喪そう失しつした、人外の瞳であった。

　一歩、読賀が踏ふみ出す。

　長ちよう距きよ離りトラックが激げき突とつしたときでさえ瞬まばたき一つしなかった読賀が、初めて明確な動きを見せた。

　その行動は――神楽井達の警戒と集中を極限まで高めさせる。

　戦うべき敵も、戦う理由もわからない。

　それでも生物としての根源的な恐怖が、彼女達を急き立たてる。

　本能が訴うつたえかけてくる。

　この『なにか』から逃れるためには、死力を尽つくすしかない、と。

　死力を尽くさなければ――死ぬ、と。







　桔梗院柚希が動く。

「臨兵闘者皆陣列在前！」

　自らの親指を噛かみ、懐ふところから取り出した呪符に血文字を綴つづってゆく。

　赤い文字で描えがかれるのは、憑ひよう依いの式。自らの肉体に、人ならざるものを取とり憑つかせるための術式だった。

　桔梗院が呼び寄せようとしているものは――誰よりも信しん頼らいできる相棒、玉音だった。

　白面金毛九きゆう尾びの狐きつねの一人ひとり娘むすめ。

　神に匹ひつ敵てきする力を受うけ継ついだ、現代には二匹ぴきといない九尾の狐。

　呪符に綴られた血文字が怪あやしく発光すると、玉音の姿が、桔梗院の体に溶とけるように消え始めた。

「う、ぐぁあああああっ！」

　直後、桔梗院の口から、悲鳴が上がった。人と獣けものを足して二で割ったような、耳にやさしくない悲鳴である。

　色素が抜けたような金色の髪かみからは狐の耳が生え、臀でん部ぶからは神こう々ごうしい光を宿した尻しつ尾ぽが生える。

　尻尾の数は、段々と増えてゆく。

　一本、二本、三本、四本。

　そのたびに桔梗院は、体を蠢うごめかせ、雄お叫たけびとも悲鳴ともつかぬ声を上げた。

『おい、柚希、大丈夫か!?』

　頭の奥おくで、融ゆう合ごうした玉音の魂たましいが叫さけぶ。

『やはりこの術式には無理がある！　これ以上尾おの本数を増やすな！』

　今にも体から飛び出してしまいそうな莫ばく大だいな妖力を、必死に自分の霊れい力りよくでコントロールしながら、桔梗院は思う。

（駄だ目め……ですよ。全力を尽くさなきゃ、こいつには絶対敵かなわない……）

　四本。五本。六本。七本。

『このたわけ！　命を捨てる気かっ！』

（……はは。そんなのはまっぴらごめんです。だから、全力で力を貸してください、玉音様。二人でなら、もしかしたら生き延びられるかもしれませんよ）

　八本。

　そして九本。

「桔梗院流、禁呪……」

　狐のような耳を動かし、狐のような尻尾を震わせ、桔梗院は言う。

「人狐一体の式」

　その術式は白面金毛九尾の狐を支配しようとして、桔梗院家が生み出したものだった。もっとも、成功例は一つとしてなく、その術式を試ためしたものは例外なく玉音の母に殺されたのだが。

　桔梗院柚希は、今、過去誰も成功したことのない禁断の術式を成功させた。彼女の才能も関係しているが、一番は玉音の力である。

　玉音が全力で内側から力をコントロールしているからこそ、桔梗院はなんとか自じ我がを失わずにいられた。

　狐と和解することができた桔梗院柚希だからこその成功である。

　ただし、それでも桔梗院の体にとっては、莫ばく大だい過ぎる妖力は毒でしかない。

（大だい丈じよう夫ぶ……。今にも溢れそうなこの力を、全て吐き出せば、きっと）

　鋭い牙きばの隙すき間まから呼気を漏もらしつつ、桔梗院は叫ぶ。

　数百年前――

　玉藻前が、雷かみなりの神――九きゆう天てん応おう元げん雷らい声せい普ふ化か天てん尊そんから授さずかった、破は壊かいの雷。

　あまりにも強大な雷は、玉音の妖力を以もつてしても制せい御ぎよが難しく、範はん囲いが限定できない。一度発動するだけで、街一つを消し炭にしてしまう。

　しかしこの状態なら――人と妖よう怪かいの力を合わせたこの状態でなら、その雷をかろうじてコントロールできる。

　地形を変形させる天災を、一点に凝ぎよう縮しゆくすることが可能だった。

「《九ここのつ雷かみなり遊あそび》！」







　神楽井もにゅ美が動く。

「ダイブ　イン　リアルワールド　コードＫＡＧＵＲＡＩ　ブーストアクセス！」

　神楽井もにゅ美における戦いとは、全てがＢ３ワールド内で行われるものだった。だから彼女は、たとえば他の三人の少女達と比べたとき、明らかに戦せん闘とう力りよくで劣おとっていた。

　ある程度の武術の心得はあるが、それでも、現実世界での彼女は無力に等しい。

　Ｂ３ワールドにおいては、すさまじき戦闘力を誇ほこる彼女だが、この世界においては全くの役立たずだ。

　だから、

（イメージ、だ。イメージを大切にしろ）

　彼女は――この世界を完全に掌しよう握あくしようとしていた。

　電脳仮想空間とでも呼ぶべきＢ３ワールド。神楽井のような未来の人間達は、そこに意識を潜せん入にゆうさせて、その空間の中で活動する。

　つまり、異なる世界へ魂を侵しん入にゆうさせているようなもの。

　ならば。

　この世界からこの世界へ魂を潜入させれば――

「おい、もにゅ美」

　ポケットの中から、兄が問いかけてくる。

「……知らねえぜ、どうなっても」

「話しかけるな、計算が狂くるうだろ……。お前もさっさと集中しろ」

「ったく。……理論上、この世界に０・２７秒だけ顕けん現げんできるはずだ。あくまでも理論上だがな！」

　神楽井は計算を繰くり返かえす。検算など行っている暇ひまはない。ガク太と自分の頭脳を合わせても、刻一刻と変化する環かん境きようを全て計算しなければならないのだから、時間はいくらあっても足らない。

（Ｂ３ワールドと現実世界の境界を極限までファジィさせる……）

　これから行うことは、言ってしまえば裏うら技わざだった。

　コンピューターを誤ご魔ま化かすような行こう為いだ。

　原理は幽ゆう体たい離り脱だつと酷こく似じしている。

　自分という存在を――この世界に数式として入力する。

　世界を騙だまし、限定条件下でのルールを曖昧にさせる。

（この世界は、全てが確率だ。世界の全てを計算し尽くせば、私は確率的にこの世界に顕現できる……！）

「はああああああああああああああああっ」

　かくん、と体が崩くずれた。

　神楽井もにゅ美の体が、受うけ身みも取れずに豪ごう快かいに、地面に倒たおれる。

　それよりも一瞬速く、その体から半はん透とう明めいのなにかが飛び出した。

「……成功だ！」

　半透明で不安定な存在が叫ぶ。その姿は、神楽井もにゅ美が普ふ段だん、Ｂ３ワールドで戦闘を行う姿と、瓜うり二ふたつだった。

「時間がねえ！　一気に決めろ」

「わかっている！」

　ぴくぴくと動いた熊くま耳に、存在は答える。背中に生えた菱ひし形がたの羽は、孔く雀じやくのように広がり、その存在を世界に知らしめる。

「リル・ソーディア――モードチェンジ――カテゴリ零ぜろ」

　右手に握にぎられた青い剣けんが機械的な変化を遂とげ、無数の剣へ変貌する。

　質量保存の法則を真逆に守ったかのような変形。一本の剣から生まれたとは思えないほどの無数の刀とう剣けんが、空間を埋うめ尽くす。

　神楽井ガク太の形見、リル・ソーディア。

　この世に二つとない、唯ゆい一いつ無む二にの刀剣。

　古今東西、ありとあらゆる武器のデータがインプットしてあるその剣は、いかなる武器にでもその姿を変えることができる。

　これから行う技わざは、リル・ソーディアの武器顕けん現げん能力を最大限に引き出した技だ。

　神楽井ガク太が編み出した、最強の秘ひ奥おう義ぎ。

　本来ならば電脳空間でしか存在しないはずの力が、今、この世界に顕現する。

「《ソード・オブ・シン》！」







　クリエスティアが動く。

「――どこまでも昏くらき闇やみよ、無む慈じ悲ひなる光を優しく包み込め――」

　その言葉の意味は、この場では栗栖以外の誰だれにも理解できなかったであろう。

　栗栖がいた異世界の言葉――惑わく星せい『ウェルノース』、クローレ大陸の東岸に位置する大国、ラグストリアの言語で詠えい唱しようされていたから――というわけではない。

　もし仮にここラグストリアの住人がいたとしても、熟達した魔ま法ほう使つかいでもなければ、彼かの女じよの言葉を理解することはできなかっただろう。

　その呪じゆ文もんは全て、古代語で発音されていた。

　クローレ大陸にて、人が生まれるより前に、龍りゆうが用いていた言語である。

　古代語を用いた呪じゆ文もん詠えい唱しようは、通常の呪文詠唱よりもはるかに速く、そして生み出す魔ま法ほうの威い力りよくも跳はね上あがる。

「――闇と光。昼と夜。神と悪あく魔ま。おお、全ては根源なる混こん沌とんに還かえる――」

　ただし古代語詠唱は、より深く、より密接に、この星と結びつくことになるため、術者にかかる負担が通常の詠唱よりも大きくなる。

　現代では誰も使おうとしない、廃すたれた技術であった。

　まして。

　今栗栖が使おうとしている術は、それ自体が禁呪と呼ばれている術式であるのに、そこにさらに古代語詠唱を合わせたとなれば――もはや自殺目的としか思えない愚ぐ行こうである。

（やるしかない……）

　呪文を詠唱しながら、栗栖は自分自身へと言い聞かせる。

（大丈夫。こないだギリエルくん相手に使ったときも、思ったより後こう遺い症しようはなかった。だから、古代語詠唱と合わせても、きっと……）

　これから栗栖が唱えようとしている呪文は、彼女の母が切り札としていた呪文であった。少し前に習得し、その代だい償しようとして一週間魔ま力りよくを失った術である。

　ただしその術は、『高嶺の花ハイエンドフラワー』と謳うたわれたアルアでさえも、数えるほどしか使ったことがない呪文であった。無論、そこに古代語詠唱を合わせたことなどない。アルアは試そうとすら思わなかっただろう。

　悪魔の子、ギリエスターク・ディーファ・リクイオ・ソエルを倒したときに用いたのもこの切り札だったが、当然、そのときは古代語詠唱は行わなかった。

　通常の詠唱で十分だったからだ。通常の威力で、悪魔の子を退かせるだけの殺傷力は秘ひめていた。

「――遠く、遠く、もっと遠く――」

　栗栖の体に星の力――マナが収束していく。魔法を発動するときにいつも見られる光景だったが、今日は明らかにいつもと違った。

　尋じん常じようではないほどのマナが、彼女の元に集まっている。術式を発動した栗栖自身が恐怖を抱いだくほどの力であった。

　それでも――彼女は術を止めない。

（……ママ、パパ、お婆ばあちゃん……）

　祈いのるように、最後の一節を口にする。

「《混沌の獄ごく炎えん》！」







「――なるほど」

　三者三様の渾こん身しんの一手――掛かけ値ねなしに命がけで繰り出したとっておき秘奥義を目の当たりにしても、読賀衣里に変化はない。

　淡たん々たんと。

　あくまで淡々と応じる。

「素す晴ばらしい攻こう撃げきです。得体の知れない敵に対して、初手から全力で叩たたき潰つぶすというのは悪くない手でしょう」

　そんな風に、どこまでも客観的に敵を評価する。

　相変わらず無表情を保っているが、しかし彼女は別段、ポーカーフェイスというわけではない。

　感情を隠かくしているわけではない。

　感情が表に出づらいのではない。

　心に生まれる感情を素す直なおに表した結果が、人形のような無表情なのである。彼女自身は自分の無表情を保とうとしたことなど一度たりともない。それ故ゆえに、ごくまれに心が動いたときは、いとも容た易やすく感情が漏れだしてしまうこともある。

　たとえば、『死の世界』や『檻おりの死し澱おり』というワードは、彼女の心に大きな波は紋もんを引き起こす。しかしそれ以外のことでは、凍こおった湖の如くなにも揺ゆらぎはしない。

　簡単に言うのなら――彼女は滅めつ多たなことでは心を動かなさい。

　ただ、それだけである。

　そして今、読賀衣里は無表情だった。

　つまり、三つの最上級の攻撃を向けられたこの瞬しゆん間かんは――彼女にとって『滅多なこと』ではなかったのだ。

　読賀は静かに手をかざす。

　かすかな焦あせりもない、緩ゆるやかな動作だった。

　織野栞とよく似た唇くちびるが、言葉を紡つむぐ。

「《神のみ得ざる手ブツクマーカー》」







第四章　かませ犬







　目を覚ますと、僕ぼくは工場のような場所にいた。

　工場のような、という曖あい昧まいな表現になってしまったのは、その場所には屋根がなく、そして壁かべもところとどころ壊こわれていたからだ。辺りには、埃ほこりまみれの機械や機材が乱雑に放置されていた。

　段ボールの上に横たわっていた僕は、ゆっくりと上体を起こす。ずきり、と後頭部が痛む。触さわってみると、小さなタンコブができていた。

　ちょっと痛いけど、まあ我が慢まんできないほどではない。

「起きたか？」

　横から声が投げかけられる。振ふり向むくと、そこにいたのはキラ子こさんだった。錆さびたパイプ椅い子すに腰こし掛かけ、僕を眺ながめている。格好は、映画の衣装であるスーツだった。

「き、キラ子さん!?　ど、どうしてキラ子さんがここに!?」

「……ああ、そうか。お前ん中じゃ私はまだキラ子なんだな」

　なぜか心底疲つかれたような息を吐はくキラ子さん。

　僕は改めて周囲を見み渡わたす。そうすると、すぐにその場所がどこかわかった。

　ここは、以前織おり野のさんの映画サークルが撮さつ影えいを行っていた、山やま奥おくにある工場だ。

　爆ばく破はシーンを撮影するために使われた、自動車の廃はい棄き工場。

　数すうヶか月げつ前、落としたカードを届けるために織野さんを捜していたら、ここで映画撮影をしている織野さんとキラ子さんにばったりと出くわしたんだった。

「……そうだっ！　みんなは!?　と、トラックはどうなったんだ!?」

　段々と、気を失う直前の記き憶おくが回復してきた。

「お前の仲間なら全員無事だったよ」

　キラ子さんが言った。

「本当ですかっ？」

「ああ」

　僕は胸を撫なで下おろした。よかった。みんな、無事だったのか。

「で、でも、どうしてキラ子さんがここに……？」

「その質問には答えてやるが……まずはてめえの知る限りの事情を話せ。それを聞いた上で、私がお前に伝えるべき情報を決める」

　鋭するどい目で僕を睨にらみつけ、一方的に命令してくる。

「事情って言われましても……僕だってもうわけがわかんなくて」

「わかってる。それでも、今日経験したことをできるだけ詳くわしく話せ。わけがわからねーのはこっちも一いつ緒しよなんだよ。だから、できる限り情報が欲ほしい」

　そう言われて、僕は改めて状じよう況きようを整理してみる。

　しかし、どんな風に整理してもまるでまとまりがつかなかったので、仕方なく、僕が経験したことをそのままに話すことになってしまった。

　僕はジャン＝ピエール・ポルナレフのように、ありのままに起こったことを話す。

「あ……ありのまま今起こったことを話すぜ――」

　ピシィ、とキラ子さんの額に青筋が立った。

　……ふざけていい空気ではなさそうだったので、僕は普ふ通つうに話すことにした。

「えっと……今日の朝、読よみ賀がさんっていう織野さんにそっくりな子が、なぜか織野さんの振りをして僕の家に来たんですよ。僕はすぐに気づいたんですけど、彼女は頑かたくなに認めなくて……ようやく認めたと思ったら、今度は誰かに――確か……うつろはらとかいう人に電話をかけて、そしたら急にトラックが突っ込んできました」

　そこで、僕の記憶はおしまい。みんなが危ない、と思って咄とつ嗟さに動いた気もするが、そこから先の記憶はなかった。

「…………」

　キラ子さんは僕の話を聞き終えると、腕うでを組み、目を閉じて、思案に沈しずんだ。

　できる限りの協力がしたかったので、僕なりの推理も披ひ露ろうすることにした。

「たぶん、読賀さんと織野さんが実は仲良しだったんだと僕は推測しています。二人が協力して僕らにドッキリを仕し掛かけたんですよ、きっと。それを僕が気づいちゃったのが失敗だったんですよね。あれできっと、読賀さんの機き嫌げんを損そこねちゃったんだろうなー」

「…………」

「トラックが突っ込んできたのは……僕が思うに、あれは竜たつ巻まきによる現象です。間ま違ちがいないです。竜巻はちょっと前にニュースにもなりましたもんね。僕、こう見えて意外とニュースとか見てるんですよ。実際目まの当あたりにすると恐おそろしいなあ、竜巻って。伊だ達てに名前に竜りゆうは入ってないってことか」

「……お前、本気で黙だまれ」

　極限まで苛いら立だった声で言われ、慌あわてて口をつぐんだ。

　どうやら僕の推理は、キラ子さんの邪じや魔まにしかならなかったようである。

　残念無念。

　しばらく無言のまま考え込んだ後、

「……やれやれ。これといって有益な情報でもないな」

　と、キラ子さんは言った。

「最初っからてめえにはなんも期待してなかったから、別に構わねーけどよ」

「じゃあ、キラ子さん。今度は僕の質問に答えてくださいよ。どうしてキラ子さんがここにいるんですか？」

　それに、と僕は質問を重ねる。

　気を失う前に、最も気になっていたことを尋たずねる。

「織野さんはどこですか？」

「…………」

　キラ子さんは眉まゆ根ねを寄せ、バツの悪そうな表情を浮うかべた。しばらく言葉を溜ためてから、やがて、ぽつりぽつりと声を漏らす。

「今日の朝っつーのか、昨日の夜っつーのか……いわゆる昨夜未明の頃ころに、私らは襲しゆう撃げきを受けた。機関の日本支部は、もうほとんど壊かい滅めつ状態だな」

「組織、機関……襲撃？　え？　強ごう盗とうでも現れたんですか？」

「強盗？　はは、そんなんだったらどんだけマシだったかわからねーな」

　やけに明るい声で、キラ子さんは言う。

「研究員やら能力者やら……数百人からなる機関の人間達たちが、たった二人の人間によって、ほんの数時間の内に殲せん滅めつされた。私みたいな戦せん闘とうタイプの能力者だって山ほどいたってのに、手も足もでなかったよ……」

　その二人の内の一人が、宇う津つ呂ろ原はら剛ごう一いち郎ろう。

　機関に三人しかいないランクＳの頂点。

　念動力の特化型スペシヤル。

　最強のサイコキネシト。

　純じゆん粋すいな戦闘力だけなら、他の追つい随ずいを許さない。

「……いくら最強っつっても、ここまでとは思わなかったよ。殲滅のほとんどがこの男によって行われた。あの野や郎ろう……今の今まで、本気のほの字も出してなかったらしい。残り二人のランクＳが二人がかりでかかっても、紙切れみたいにやられちまったからな。イカレた野郎だとは思ってたが、まさかここまで徹てつ底てい的てきに裏切られるとは思ってなかった」

　そしてもう一人が――織野さんに瓜二つな少女だと言う。

「お前が言う読賀って奴やつだろう」

　それはそうだろう、と思う。

　織野さんと瓜二つな少女なんて、読賀さんしかいない。

「そいつは――なにもしなかった。宇津呂原と一緒に現れて、少しの間殲滅を眺めると、すぐにどっかに消えた。目的はわからねーが、お前の家で織野の振りをしてたらしいな」

「…………」

「織野は、どこにいるかわからない。昨日から帰ってねーんだ」

「……えっと」

　僕は、耐たえ切れなくなって言ってしまう。

「それ、映画の話ですか？」

「…………」

　キラ子さんはじっと僕を見つめると、はあ、と深くため息を吐ついた。

「あー、もうそういうことでいいよ」

　パイプ椅子から立ち上がり、ごきごきと首を鳴らす。

「私はもう行く。お前はここにいろ」

「え？　行くって、どこにですか？　ていうか、ここにいろって……」

「いいからそうしろ。家には戻もどるな。そこの――」

　と言って、廃はい工こう場じようの奥おくにある機械を指す。

「――黒い針がついたメーターを三回右に回せば、地下室の扉とびらが開く。以前、柾まさ木きが使ってたもんだ。缶かん詰づめとか飲料水が残ってるらしいから、しばらくはそこで暮らせ。最低でも一週間は出てくんな」

「い、一週間!?」

　理り不ふ尽じんな命令に、僕は慌てて抗こう議ぎをする。

「待ってください、なんだってそんな……」

「わかったな？」

　鋭い眼光に射すくめられ、押おし黙る。キラ子さんは怖こわい目で僕を睨んでいたが、その表情はどうしようもないくらいに真しん剣けんだった。

　彼女の真しん摯しさを目の当たりにして、僕はこくりと頷うなずくしかなかった。

「……わかりました」

「それでいい。ま、奇き跡せきでも起きて全すべてがあっという間に解決すれば、明日にでも迎むかえに来てやるよ」

　キラ子さんは僕を置いて歩いて行く。

　その途と中ちゆう、「あ、そうだ」と、思い出したように振り返った。

「いい機会だから、教えとくよ」

「なんですか？」

「私の名前は星ほし空ぞらキラ子なんてダセー名前じゃねえ」

　僕は首を傾かしげる。

　あれ。だって織野さんがそう言ってたのに。

「いいか。一度しか言わねーからちゃんと覚えろよ」

　キラ子さんは苦く笑しよう気味に微ほほ笑えみ、僕に初めて名前を名乗る。

「私はく――」




　キラ子さんが消えた。




「え？」

　同時に、脇わきから大きな音がした。なにかが激げき突とつする音だった。

　反射的に横を向くと、コンクリートの壁にキラ子さんが磔はりつけになっていた。背中から凄すさまじい勢いでぶつかったらしく、壁に大きくヒビが入っている。

　驚おどろくべきことに、彼女は宙に浮いていた。いつまで待っても、地面に落ちてこない。不可視の力でギリギリと押さえつけられているみたいだった。

　その姿は、磔たく刑けいに処されたキリストをイメージさせた。

「き、キラ子さんっ!?」

「――がはっ！」

　地面から三メートルぐらいの位置に押し付つけられた彼女の口からは、苦く悶もんの声が漏もれた。みしみしと、コンクリートが軋きしむ音が聞こえる。その音が大きくなるほどに、キラ子さんの表情も大きく歪ゆがんだ。

「キラ子さんっ！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「……ボケ。私は、キラ子じゃねえって……言ってんだ」

　かろうじて聞き取れる程度の声で呟つぶやくと、視線を僕から少しだけ横にズラす。

「……宇津呂原、剛一郎」

　僕は自然と、彼女の視線を追いかけた。

　すると、さっきまでキラ子さんが座すわっていたパイプ椅子に、いつの間にか一人の少年が座っていた。

「う、うわ！」

　驚いて尻しりもちをついてしまう。

　怯おびえながらも、僕は改めてその少年を眺める。

　宇津呂原剛一郎、とキラ子さんは言っていた。ということつまり、さっき読賀さんが電話で話していた相手は、この男だということ。

　年ねん齢れいは僕より少し上くらい。少年というよりは青年と言った方がいいのかもしれない。ひょろっとした痩そう身しんで、長い足を組んでパイプ椅子に座っている。僕よりも背は高そうだが、僕よりも体重は軽そうだった。

　剛一郎なんていう名前がまるで似合わない、ほっそりとした体型である。

　薄うす手でのシャツに、ダメージジーンズ。頭にはペイズリー柄がらのバンダナが巻いてある。全体的にラフ＆カジュアルなファッションだった。

「アハ」

　宇津呂原さんは、ぐるりと首をまわして僕の方を向いた。爬は虫ちゆう類るいのような不気味な眼めが、僕を見つめる。

　彼かれは口を大きく開けて、

「アハハハッハハハッハッハッハッハハハッハッハハッッハッハハハ」

　と、笑った。

　まるで狂くるったように、笑いつづけた。

「アハハッ。あー、おっかしっ。キラ子ってなんだよ、キラ子って。アハハッ。お前、いいね。ギャグセンスあるよ。こんだけ笑ったのは一日ぶりだ。楽しませてくれてサンキューな」

　細長い体を揺らしながら、大層愉ゆ快かいそうに笑う。それから再びキラ子さんの方を向き、心底馬ば鹿かにするような口調で言う。

「かわいそーだなあ、久く我が山やまぁ。お前、なんだってそんなダッセー名前で呼ばれちゃってんの？」

「……宇津呂原、てめ……柾木は、どうした……？」

「柾木？　あー、知らね。たぶん死んでんじゃねーの？　俺おれって、そーゆーのいちいち確かく認にんしねーからさ。まあまあ、んなのどうでもいいじゃねーか。それより、キラ子とか、ダセー名前で呼ばれてる由来を教えてくれよ」

「…………」

「あれ？　シカト？　そういうことされっと気分悪いなー」

　爬虫類じみた瞳ひとみに、ギンッ、と力が宿る。直後、キラ子さんが磔にされているコンクリートが、一気に軋みを増した。

「ぐ、あああああああ！」

「キラ子さんっ！」
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「アハハハハッ！　もう止やめろよ、お前！　マジでツボなんだけど、そのキラ子って」

　キラ子さんは苦鳴を上げ、僕は狼狽うろたえ、宇津呂原は笑った。

　状況がまるで飲み込めなかった。

　しかし、キラ子さんを苦しめているのが、宇津呂原さんだということは直感的にわかった。

　この男がまともじゃないということは、本能的にわかった。

「アハハッ！　あー、マジウケるわ。危あやうく力解いちまいそうだよ。だから気を引き締しめなきゃとは思うんだけど……やっぱりウケる。アハハッ！」

　苦しみ悶もだえるキラ子さんを眺めながら、げらげらと声を上げて笑う宇津呂原さん。

　そんな彼に対して無む性しように腹が立った。

　僕は自分でも温和な性格をしている方だと思うけど、今回ばかりはどうしても許せなくなったのだ。

　だから彼に詰つめ寄より、

「……人の名前を馬鹿にするな！」

　と、怒ど鳴なった。

「……はあ？」

　宇津呂原さんは笑えみを消し、ポカーンとした。

　けれど、僕の怒いかりはまだまだ収まらない！

「キラ子のなにが悪いっていうんだよ。いい名前じゃないか！　とても素晴らしい名前だよ！　そりゃ、確かにちょっと狙ねらいすぎて逆に滑すべってる感じがしないでもないけど、だからってそこまで笑うことはないじゃないか！」

「…………」

「名前っていうのはね、親が子供のためを思って一いつ生しよう懸けん命めい考えたものなんだよ。最近は確かに変な名前も多いよ。子供の気持ちを考えないでセンスに走っちゃってる親が増えてるかもしれない。でも、だからってそれを笑っていいことにはならない！　どんな名前だって、親が子供のためを思って一生懸命考えた名前なんだ！」

「…………」

「だから早くキラ子さんに謝あやまれ！　キラ子さんの名前を笑ったことを謝れ！」

「…………」

　宇津呂原さんは終始ポカーンとしていたが、言いたいことを言ったので、僕の怒りはだいぶ収まった。

　僕はコンクリートの壁の方を向いて、優やさしい声で言い聞かせる。

「大丈夫ですよ、キラ子さん。気にしないでください。僕は、星空キラ子っていう名前、すごく好きですよ」

　爽さわやかな笑え顔がおでフォローを入れた僕に対し、キラ子さんは感動して涙なみだを流す――こともなく、凄まじい形相で僕を睨んでいた。

　肉体的苦痛を精神のストレスが凌りよう駕がした、という感じの表情だ。

　あ、あれ？

　なんか怒おこってる？

　しかも、宇津呂原さんに対してじゃなくて、僕に怒ってる？

「……てめえが、まず、私に謝れ」

　どうやら僕のフォローは見けん当とう違ちがいだったらしい。珍めずらしく熱くなって語っただけに、ちょっと恥はずかしかった。

　キラ子さんは呆あきれ果はてた様子で、深く息を吐いた。

「……ったく。どいつもこいつも――」

　その言葉は、

「――イライラさせやがるぜ」

　途中から、全く別の方向から聞こえた。

　工場の壁に磔になっていたはずのキラ子さんが、突とつ如じよ消失した。人型に陥かん没ぼつしたコンクリートだけがその場に残される。

　声がした方向――真横を向くと、椅子に座った宇津呂原さんの真後ろに、キラ子さんが立っていた。拳こぶしを振りかぶったポーズである。

　まるでテレポートのような移動だった。

　キラ子さんは微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく、全体重を乗せた拳を振り下ろす。

「おっと」

　宇津呂原さんは前転するようにして攻こう撃げきを回かい避ひした。彼が座っていたパイプ椅子は、振り下ろした拳によって、ぐにゃりとひん曲がった。

「やべーやべー、あまりにポカンとして、力抜ぬいちまったよ」

　身軽な動作で攻撃を回避すると、彼は立ち上がって、キラ子さんと対たい峙じした。

「そういや、てめーは万能型ジエネラルだっけな。油断してたぜ」

「一生油断してろ、ボケ」

　キラ子さんが右手を掲かかげる。と、そこに巨きよ大だいな火球が出現する。

　パイロキネシス。

　自然発火能力。

　僕は、以前目もく撃げきした映画の撮影シーンを思い出した。

　とても映画とは思えなかった、あのシーンを。

　柾木さんと織野さんの、サイキックバトルを。

「うらああ！」

　キラ子さんが火球を投とう擲てきしようと、腕を大きく振ふりかぶる。

　しかし、

「アハッ」

　宇津呂原さんは楽しげに微笑みながら、指をパチン、と鳴らした。

　その瞬しゆん間かん――火球が霧きりとなって消えた。

　文字通りの雲うん散さん霧む消しようである。

「っ!?」

　キラ子さんの表情が驚きよう愕がくで塗ぬり潰つぶされる。宇津呂原さんはげらげらと笑っていた。

「てめえ……なにを」

「アハハッ！　簡単だよ。楽しい楽しい理科の時間だ。知ってるか？　炎ほのおってのは酸素がねーと燃えねーんだぜ？　たとえ、パイロキネシスで出現させた炎だろうとな」

「なんだと……」

　相手を完全にナメ切った口調で得意げに語る宇津呂原さんに対し、キラ子さんの表情は段々と蒼そう白はくになっていく。

「俺の力は知ってんだろ？　そう、サイコキネシスだ。手も触ふれずに物体を操あやつる能力だ」

　だから、と宇津呂原さんは得意げに言う。

「てめえの右手の周りにある酸素だけを――ちょっと移動させた」

　酸素だって立派な物体なんだぜ、と言葉を付け足す宇津呂原さん。

　キラ子さんは目を丸くした。

「……原子レベルでのサイコキネシスだと？　冗じよう談だんだろ……。その能力の出力で、そこまで微び細さいなコントロールが可能なのか……？」

「そ。すげーだろ？」

　宇津呂原さんはにやにやと微笑んでいた。

「てめえ……昨日まで、どんなレベルで手ぇ抜いてやがったんだ……」

「しょうがねーじゃん。そういう命令だったんだからさ。つーまーり、俺が極限まで手を抜いた結果がランクＳの頂点。すなわち機関最強の称しよう号ごうだったってわけさ。アハハッ。無能ってのは罪だなー」

　以前、織野さんから聞いたことがある。

　映画の設定では、キラ子さんはＡランク、だと。

　キラ子さんと同じ万能型ジエネラルであり、そしてキラ子さんよりも圧あつ倒とう的てきに能力の出力が上である柾木さんも、ランクはＡだと聞いている。

　ランクＢとＡの間には、そこまでの差はない。

　しかし――ランクＳは別世界。

　ランクＡとＳの間には、絶対的な隔へだたりがあるらしい。

　冗談のような戦せん闘とう力りよくを誇ほこるランクＳの超ちよう能のう力りよく者達。

　ところが。

　頂点に立つ男にとっては、その頂点ですら、手て抜ぬきの結果だったという。

「だからよ、今回、ようやくフルパワーでやれて、すげースカッとしてんだよ。今、気分最高なんだわ。だからついつい、いろんなことをやりたくなっちゃうんだよ――」

　その言葉は、

「――こんな風にな」

　途中から、全く別の方向から聞こえた。

　ほんの一、二分前にキラ子がそうしたように、宇津呂原さんは、いつの間にかキラ子さんの背後に回っていた。テレポートでもしたかのように、一いつ瞬しゆんの内にキラ子さんの背後に移動していた。

　まるでデジャビュである。

　何回背後に回るんだよ、と、僕ぼくは心の中で、バトル漫まん画がにしかしたことがない突っ込みをしてしまった。

　眼前に広がる、バトル漫画のような光景を眺ながめながら。

「――なっ!?」

「はい残念」

　振り返る間もなく、キラ子さんは首を鷲わし掴づかみにされ、地面に叩たたき伏ふせられた。あの二人では、どう見てもキラ子さんの方が力が強そうなのに、彼かの女じよは自分を押さえつける腕うでを振り払はらうことができず、地面に固定された。

「……なんで、特化型スペシヤルのてめえがテレポートを？」

「アハハッ。今のはテレポートじゃねえよ。でも、そう見えたんなら大成功だな」

　キラ子さんを見下ろしながら、自分のおもちゃを自じ慢まんする子供のような口調で、宇津呂原さんは言葉を続ける。

「今のはサイコキネシスによる移動だ。ランクＢ程度の能力者でもできる、自分の体にサイコキネシスをかけて移動するテクだよ。ただ、それをものすごいレベルでやっただけだ」

　ものすごいレベル。

　宇津呂原さんはそんな安っぽい表現をしたが、それはいったいどれほど凄まじいレベルだというのだろうか。

　僕が目で追えないのはともかく、キラ子さんが目で追えないなんて。

「初速から音速で動きゃ、人の目じゃまず追えねえ。文字通り、目にも留とまらぬスピードで移動しただけだよ。シンプルでいいだろう？」

「……この、化ばけ物ものが」

　キラ子さんはギリリと歯を食いしばる。悔くやしさと苛いら立だち、恐きよう怖ふと絶望。様々な負の感情が、全身から滲にじみ出でていた。

「さーて。お前の相手も飽あきてきたし、そろそろ仕事に戻るかな」

　そう言うと、宇津呂原さんは僕の方を向いた。爬虫類じみた瞳に睨にらまれ、僕は心臓を鷲掴みにされたような恐怖を覚えた。

　怖い。

　怖い、怖い、怖い。

　化物じみた彼の戦闘力を目まの当あたりにしたせいで、心が恐怖で埋うめ尽つくされていた。こんな化物相手に説教をした少し前の自分が信じられなかった。

「籠かご島しま諦あきらの抹まつ殺さつ、だっけか？　なんだってこんなガキを始末しなきゃなんねーんだろうなあ。ま、別になんだって構わないんだけどよ、俺が楽しめれ……ばっ！」

　ぶつぶつ呟くと、宇津呂原さんはキラ子さんの腹部に拳を振り下おろした。

　手だけで打ったパンチ、という感じだった。

　明らかに力を込められる体勢ではなく、その上、宇津呂原さんは大して振りかぶってもいなかった。ワンインチパンチもいいところである。

　それなのに――その拳の破は壊かい力りよくは尋じん常じようじゃなかった。

　拳の直ちよく撃げきを受けたキラ子さんの体は、くの字というか∨の字に折れ曲がり、彼女を中心に地面がかすかに凹くぼんだ。口からは悲鳴にならない声と、真っ赤な血液が漏れ出す。

　念ち動か力ら任せの拳は、あまりにも激しく彼女を蹂じゆう躙りんした。

「おやすみぃー、キラ子、だっけ？　アハハハハッ」

　ぷらぷらと拳を振りながら、宇津呂原さんは立ち上がる。キラ子さんを大おお股またで跨またぎ、僕の方へと歩を進める。

「次はてめえだぜ。なあ、どんな風に殺されたい？」

「ひっ――」

　その場に尻もちをついてしまった。

　怖くて怖くて、泣き出してしまいそうだった。

　状じよう況きようはなに一つわからない。

　なんで僕が狙われなきゃいけないのか。そもそも、さっきから起こっているバトル漫画みたいな展開はなんなのか。映画と思いたいけれど、どうやっても思えない。

　目の前の現実が、僕を圧あつ倒とうする。

　現実離ばなれしたシチュエーションだというのに、現実逃とう避ひが許さない。

　宇津呂原剛一郎という暴力が、僕に『気のせい』を許さない。彼の放つ揺ゆるぎない存在感が、『死』をリアルにイメージさせる。

　のんびりと歩きながら、宇津呂原さんは「わあ！」と言って、軽く手を上げた。それだけで僕は、身を竦すくめて目を閉じてしまう。

「アハハッ！　ビビりすぎだろ、てめえ！　ダッセーなあ」

　腹を抱かかえて笑いながら、腰こしが抜けてしまった僕に近づいてくる。そんな風に嘲ちよう笑しようされても、羞しゆう恥ち心しんなど芽生えない。僕の心は恐怖で埋め尽くされ、他の感情など入る余地がなかった。

　宇津呂原さんが一歩ずつ近づいてくる。

　彼が一歩踏ふみ出だすたびに、寿じゆ命みようが一年縮むような気分だった。

　刻一刻と迫せまる命の導火線。

　と、そのとき。

　がくん、と宇津呂原さんの足が止まった。

「……待ちやがれ、てめえ。まだ……私の相手が終わってねー、ぞ……」

　キラ子さんだった。満まん身しん創そう痍いの体を引きずるようにして、宇津呂原さんの片足を掴つかみ、彼の歩みを止めた。

「……ああ？」

　露ろ骨こつに苛いら立だった声。

　暴力の化け身しんから笑みが消える。

　片足を振り上あげ、振り下ろす。

　キラ子さんが伸のばした腕を力任せに踏んだ。

　念ち動か力ら任せに――踏み潰した。

　めしぃ、と骨の折れる音が、こちらにまで聞こえてきた。

「があっ……」

「てめえ、勝手に生き返ってんじゃねーよ。ウゼエな」

　ぐりぐりと、踏みつけた足を捻ひねる。キラ子さんの腕はありえない方向に曲がっていたが、それでも彼は躊躇しない。

　ゴキブリを念入りに踏み潰すかのように、人の腕を踏んでいた。

「あー、もうムカツイたわ。お前、楽にゃ殺さねーよ？　そっちが『どうか殺してください』ってお願いするまで、こってりといたぶってやんよ」

　恐おそろしいほどに冷れい淡たんな言葉が響ひびく。

　宇津呂原さんは腕を踏むのを止めると、今度は頭を踏んだ。踏み潰すような激しい動作ではない。万力で締しめ付けるように、ゆっくりとゆっくりと力を込めている。

　もはや勝負でも決けつ闘とうでもない。

　強者による一方的な虐ぎやく殺さつ。

　頭部に加わる圧力が増えれば増えるほど、キラ子さんの口から痛々しい声が漏れた。

　それは思わず耳を塞ふさぎたくなるような悲鳴であり――思わず目を覆おおいたくなるような光景であった。

「…………」

　ちょっと待て。

　ちょっと待てよ。

　違ちがうだろう？

　耳を塞いでる場合じゃない。

　目を塞いでる場合じゃない。

　なにを考えてるんだよ、籠島諦。

　キラ子さんは、僕を守ろうとしてくれてるんだぞ。

　そんな優しい彼女が、今、わけのわからない奴やつに殺されそうになってるんだぞ。

　よりにもよって頭を踏みつぶされてるんだぞ。

　そんな状況を見過ごしていいわけがない。

　ここで腰を抜かしてビビってるようじゃ――僕は彼かの女じよ達たちに顔向けできない。

　まるで世界を救う正義の味方のように気高く生きている彼女達と、二度と一いつ緒しよに笑えない。

　耳を塞ぐな、耳を澄すませ。

　目を覆うな、目を見開け。

　口よ、開け。

　体よ、動け！

「……やめろ」

　その声は自分でも笑えるくらいに震ふるえていて、音量もかなり低かった。それでも宇津呂原さんの耳には届いたらしく、彼はぴたりと動きを止めた。

「ああ？　なんか言ったか？」

　首を回し、彼かれはひどく鬱うつ陶とうしそうに言った。食事中に飛んでる蝿はえを眺めるような目で、こっちを睨む。

　僕はがくがくと震える膝ひざに手を当てて、立ち上がる。

　深く息を吸い、真正面から彼と対峙する。

「やめろって言ったんだよ！」

「……アハハハハハッ」

　彼は笑った。

　しかし、先ほどまでの愉たのしそうな笑みとはまるで違う。

　口は大きく歪ゆがんでいるのに、目が全く笑っていない。

「……粋いきがってんじゃねーぞ、てめえ……。俺の気まぐれでかろうじて生きてる分際で、俺に指図してんじゃねーよ」

　殺気を隠かくそうともしない声に、思わず一歩下がりそうになる。

　でも、僕は下がらない。

「その足をどけろ！　キラ子さんの頭から、今すぐ足をどけろ！」

「はっ。やなこった」

　彼はもう一度、足を振り下ろした。

　キラ子さんはすでに意識を失っているらしく、ぴくりとも動かなかった。

　いや――もしかしたら。

　もしかしたら――死んで――

　僕は反射的に飛び出す。

　しかしその瞬間、なにか得体の知れない力で上から押おし付つけられ、地面に倒たおれた。謎なぞの力によって地面に叩き伏せられ、指一本動かすことができなくなる。

「……ぎ、ぐ、ああああ」

「這はいつくばって眺めてな。この女の頭がスイカみたいに割れるとこをよぉ！」

　アハ、と笑って。

　宇津呂原剛一郎は、上から下へ、足を振り下ろす。

　僕はその様子をただ見ていることしかできない。

　自分の無力に対する怒りで、頭がおかしくなりそうだった。生まれて初めて、心の底から奇き跡せきを願った。

　僕は――無む我が夢む中ちゆうで絶ぜつ叫きようする。




「どけええええええええええええええええっ！」




　すると。

　宇津呂原さんが――どいた。

　いや、『どいた』というよりは『飛んだ』と言った方が正確かもしれない。

　僕が叫さけぶと同時に、宇津呂原さんはその場から真横に飛んでいった。

　細長い体を錐きり揉もみ上に回転させながら、まるで飛行機が墜つい落らくするみたいに、コンクリートの壁かべに激げき突とつした。

　奇くしくも、そこは先ほどまでキラ子さんが磔はりつけになっていた箇か所しよだった。

「……ぐはああっ」

　地面に落下し、呻うめき声ごえを上げる。頭から出血したらしく、顔の半分が血に濡ぬれていた。

「……う、あ、て、てめえ……なに、しやがった……？」

　血ち塗まみれの表情で僕を睨みつける。怒り二割、驚愕八割、という表情だった。自分の状況に驚おどろいているように見える。

　そして言うまでもなく、彼よりも僕の方が驚いていた。

　え、えっと。

　なにが起こったんだろう。

「くそったれ……。どうりで始末しろ、なんて命令が出るわけだ。ただのガキかと思ったら、なんかしらの力を隠してやがったってわけかよ……」

　戸と惑まどう僕を無視して、宇津呂原さんは言った。

　力？

　僕の、力？

　不可視の力に押さえつけられる感覚はもうなくなっていたので、僕は立ち上がる。

　そして自分の両手を見下ろした。

　強く――拳を握にぎり締める。

「……ははっ」

　自然と笑えみが零こぼれた。

　嬉うれしくってしょうがない。

　絶体絶命の窮きゆう地ちに、眠ねむっていた力が目覚めたということなのだろうか。

　熱い展開で燃える展開だけど、なんともご都合主義な展開である。

　まあ、理り屈くつなんてどうでもいい。

　ただ一つ確かなことは、この手に、あのムカツク奴をぶっ飛ばせるだけの力が宿ったということ。

　僕は拳を構え、毅き然ぜんと言い放つ。

「勝負だ、宇津呂原剛一郎！　お前だけは絶対に許さない！」




　こうして。

　僕の覚かく醒せいが始まる。
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第五章　栞しおり







「いや、始まらないから」

　と。

　脇わきから冷静な突っ込みが入った。聞き覚えのある、優やさしい声が耳を撫なでる。

　そこにいたのは――

「お、織おり野のさん……」

　いつの間にか僕の横に立っていたのは、織野さんだった。

　織野栞しおり。

　名前の通り、まるで栞のように、この戦場に現れた。

　知らぬ間に――挟はさみ込まれていた。

「……おはよう、籠かご島しまくん。ごめんね、ちょっと寝ね坊ぼうした」

　織野さんはそれだけ言うと、一歩進んで僕の前に立った。

　彼女は奇き妙みような格好をしていた。白と黒を基調とした、モノトーンのドレス。どこかで見たことがあるような、と思って記き憶おくを探さぐると、すぐに思い出した。

　これは、読よみ賀がさんが着ていた服だ。

　ただし、黒と白のカラーリングが真逆。

　ゲームの２Ｐカラーみたいに、デザインが同じで色だけが違うファッション。

　でも、どちらかと言えば、今織野さんが着ているカラーリングの方が、なんとなくしっくり来た。

　こっちが本物であるような気がした。

　彼女こそが、オリジナルであるような気がした。

「織野ぉ……。てめえの仕し業わざかよ。不意打ちとかダセーことしやがって」

　宇う津つ呂ろ原はらさんが口元を歪めながら、憎にく々にくしげに吐はき捨すてる。

　どうやら、先さき程ほど彼かれが吹ふっ飛とんだのは織野さんの力のせいだったらしい。

　それを僕は、自分の力が覚醒したんだと勘かん違ちがいしてしまったようだ。

「…………」

　うわ、恥はずかしい！

　死ぬほど恥ずかしい！

　僕、完全に調子乗っちゃったんだけど！　戦う気マンマンになってたんだけど！　「お前だけは絶対に許さない！」とか、すごくかっこいいこと言っちゃったんだけど！

　頭を抱えて一人羞しゆう恥ちに悶もだえる僕を無視して、織野さんと宇津呂原さんは対たい峙じする。

「はっ。ようやくお目覚めってわけかよ。六時間くらい寝ねてたのか？　必要不可欠な休きゆう眠みんだかなんだか知らねーけど、人が働いてるときにぐーすか眠りやがって……」

「…………」

「自分が機関の集大成だからって調子にノってんのか？　『檻おりの死し澱おり』、だっけ？　機関という檻の中で、無数の死が積み重なって生まれた存在……。機関はそもそも、お前を創つくるっつー目的のためだけに利用されてたってわけだよな」

「…………」

「つーかよ、俺おれとお前って一応味方になるんだぜ？　用済みになった機関を命令通り楽しく潰つぶしてやってんだぜ？　それなのにこの俺に対して攻こう撃げきを仕し掛かけるってのはどういう了りよう見けんだよ？」

「…………」

　織野さんはなにも言わない。

　凜りんとした雰ふん囲い気きを纏まといながら、ただそこに佇たたずんでいる。

　いつもと違う、と思った。

　服装はもちろんだけど、なんというか、存在感みたいなものが、いつもの彼女とは明らかに違っていた。

　静かで穏おだやかで、どこか儚はかない。

　僕はこの雰囲気をよく知っている。

　今の織野さんは――幼おさ馴なな染じみの彼とよく似ていた。

「シカトかよ。あー、まあいいや。とりあえず一発は一発だ。殴なぐらせろ」

　またもや宇津呂原さんが消える。

　直後、織野さんの目の前に現れた。

　テレポートとしか思えない移動。彼かれ曰いわく、とんでもないレベルでのサイコキネシスらしいが、僕からしてみればどっちも同じことだった。

　知覚できないことに変わりはない。

　宇津呂原さんは先ほどと同じように拳こぶしを振ふるう。

　キラ子こさんを壊こわした――念ち動か力ら任せの拳。

　テクニックもフォームもあったもんじゃない。

　格かく闘とうの技術の全すべてを嘲あざ笑わらうような、ただの暴力。




　宇津呂原剛ごう一いち郎ろうの拳は――顔面の中心に叩たたき込まれた。




　鼻はなっ面つらに突つき刺ささった拳の破壊力は凄すさまじく、そのまま顔を突き抜ぬけてしまうんじゃないかと思った。想像を絶する推進力と貫かん通つう力を有した拳である。

　キン肉マンのブラックホールみたいになるんじゃないかと、心配になった。

　もちろん貫通はしなかったが、それでも拳は、鼻の高さがマイナスになるくらいにめり込んでいた。鼻がへし折れたのは言うまでもない。もしかしたら、頬ほお骨ぼねまでも陥かん没ぼつ骨折しているかもしれない。

　宇津呂原さんの拳の威い力りよくは、やはり尋常ではなかった。

「あああああああああああああああ――――っ」

　醜みにくい悲鳴を上げながら地面をゴロゴロと転がる。

　攻撃をモロに喰くらった顔面は、見るも無残なことになっていた。顔面が拳の形に凹み、歪いびつな形に変形している。潰れた鼻からはボタボタと鼻血が溢あふれていた。

　その姿はあまりに痛々しく、そして醜かった。

「うぅ……、ああ、あああ……あああああ」

　顔を押さえながら、激痛に悶え苦しむ。芋いも虫むしのように地面にうずくまって、苦く悶もんの声を漏もらし続けた。

　僕ぼくは――絶句していた。

　なにがなんだかわからない、というのが本音だった。

　横を向く。

　そこには――織野さんが立っていた。

　先ほどから一歩たりとも動くことなく、凜りん然ぜんとその場に佇んでいる。うずくまった体勢の宇津呂原さんを、ひどく落ち着いた瞳ひとみで見下ろしていた。

　そう。

　宇津呂原さんの拳が突き刺さったのは――宇津呂原さんの顔面だった。

　なにを言ってるのかわからないと思われるかもしれないけれど、事実その通りなのだからしょうがない。

　……くそぅ。

　ジャン＝ピエール・ポルナレフのネタをすでにやってしまったのが悔くやまれる。あのパロディは、今ここでこそ使うべきだった……。

　ほんの数秒前――

　宇津呂原さんは織野さんの前にいきなり現れたかと思えば、いきなり自分で自分の顔面をぶん殴ったのだ。

　真まっ直すぐ振り下おろすと思われた拳を急激に百八十度旋せん回かいさせ、自分の鼻っ面へと叩き込んだ。顔面が陥没するほどの威力で、だ。

　完全なる自じ業ごう自じ得とく。

　そしてある意味、自作自演。

　織野さんはなにもしていない。

　ただ、立っていただけ。

「……ぐぅ、ああ、て、てめえ……」

　頭を持ち上げるようにしながら、かすれた声で呟つぶやく。

　鼻を骨折すると大量の鼻血が出るというのは有名な話で、宇津呂原さんもその例に漏れず、おびただしい量の鼻血を流していた。手で必死に押さえてもまるで効果が見えない。

「……なに、しや、がった……」

「私はなにもしていないわ」

　織野さんは言う。

　不自然なほどに、落おち着つき払はらった声で。

「私はただ、願っただけ」

「なんだと……？」

「あなたの拳があなた自身に返るように、願っただけ。ただ、それだけ」

　それっきり、説明を止やめて口を閉ざす。

　あまりにも端たん的てきな彼かの女じよの言葉に、

「……ざけんな！　もう種は見えてんだよっ！」

　宇津呂原さんは鼻血を撒まき散ちらしながら叫ぶ。

「いくら覚醒したっつっても、詰つまるところてめえの力はサイコキネシスだろ！　俺と同じ力だ！　どうせ、俺の体の電気信号でも操あやつりやがったんだろう？　さっき俺が酸素をやったみてーにな！」

　電気信号。

　人間の体が微び弱じやくな電気信号によって動いている、というのは、僕でも知っている常識だ。ニューロンやシナプスがどうとか、最近生物で習った気がする。

　つまり織野さんは、その微弱な電流をサイコキネシスで操り、宇津呂原さんの肉体を乗っ取って操作したということなのだろうか。

　さっき、宇津呂原さんが酸素を原子レベルで操ったように。

　もしもそんなことが可能なのだとしたら、なるほど恐ろしい能力だ。

「ハッ、アハハハッ！　種がわかりゃ簡単だよ！　さっきは油断しちまったが、これからは常にてめえのサイコキネシスに気を張はり巡めぐらせとくぜ。そうすりゃ、今みたいな操作は絶対に不可能だからな！　アハハハッ！」

　潰れた鼻から血をまき散らしながら、宇津呂原さんは哄こう笑しようした。

　狂きよう気きめいた笑みを浮うかべる彼に対し、織野さんは、

「違う」

　と、小さく首を振った。

「私の力がサイコキネシスだったのは、この力が未完成だったから。未完成だったから、そういう風に見えていただけ。私の力は――元から全く別の力だった」

　どこか自虐的な口調で言う。

　決して、自じ慢まんするような口調ではなかった。

「うるせーよっ！」

　宇津呂原さんは、彼女の言葉を一いつ蹴しゆうする。

「図星突かれて焦あせってんのか!?　もう……てめえは許さねーぜ。殺す殺す殺す……ハラワタ引きずり出して、ヨーヨーみてえに遊んでやんよ！」

　憤ふん怒どの表情で叫びながら、右みぎ腕うでを天にかざした。

　そして――上から下に、雷かみなりの如く振り下ろす。

　宇津呂原さんの中でなにかがブチ切れてしまったのは、僕でもわかった。かろうじて残っていたリミッターを全て外して、限界以上の力を引き出そうとしている。

　結果から言ってしまうと、彼がなにをやろうとしたのかはわからなかった。

　世にも恐おそろしい必ひつ殺さつ技わざがあったのか、それとも隠していた奥おくの手てでもあったのか、それともそれとも、実は後三段階くらい変形を残していたのか。

　それはわからない。

　なぜなら――なにも起きなかったからだ。

「……ああ？　へえ？」

　宇津呂原さんが間ま抜ぬけな声を上げ、もう一度手を振り下ろす。

　それでも――なにも起きない。

　ぶんぶんと、何回かその動作を繰くり返かえすも、結果は変わらない。

「……はあ？　う、嘘うそだろ。ど、どうなってんだよ、なんでサイコキネシスが使えねーんだよ……。ええ？」

「あなたはもう、超ちよう能のう力りよく者じゃないわ」

　織野さんが言った。

「私が――そう願ったから」

　さっきと同じセリフを繰り返す。

　ただ、歴然たる事実を突き付けるように。

「……い、い、意味わかんねーよ。なに言ってんだお前……？」

　宇津呂原さんは、得体の知れない化ばけ物ものを見るような目になっていた。

　それはおそらく、さっきまで僕が宇津呂原さんを見ていた目だろう。

　織野さんは今、化物としか思えなかった存在を怯おびえさせ、脅おどかしている。

　戦力差という言葉が馬ば鹿からしくなるくらいの戦力差。

　紙飛行機の飛ひ距きよ離りで勝負していたら、そこにいきなりジャンボジェット機が混ざってきたような――あるいは、レベル９９が上限だと思って調子に乗っていたら、突とつ然ぜんレベル９９９９が現れてしまったような。

　僕の目の前で行われている戦いは、そんな表現がぴったりだった。

「宇津呂原さん。そろそろ消えてください。いい加減、目め障ざわりです」

　刹せつ那な――

　宇津呂原剛一郎の背後に、亀き裂れつが走った。

　彼の後ろにはなにもないはずなのに、確かに亀裂が生まれた。その亀裂は音も立てずに広がり、すぐに宇津呂原さんの身みの丈たけを超こえた。

　亀裂が、かすかに開く。

　そこには――永えい劫ごうに続くような闇やみがあった。

「……う、うわあああああ！」

　背後の異質さに気づいて振り返ると、宇津呂原さんはただでさえぐちゃぐちゃの顔を一層歪ゆがめて、大きな悲鳴を上げた。

「な、なんだよ、これ……！　ふ、ふざけ――」

　背後の亀裂から逃のがれるために、脇わき目めも振らずに前方へと走りだす。

　しかし――そこには織野さんがいた。

　僕の隣となりにいた彼女が、なぜかそこに立っていた。

「なっ……」

　最初は、テレポートかと思った。

　でも、すぐに違ちがうとわかった。

　ここ数分で、僕は様々な超ちよう常じようの移動スキルを目もく撃げきした――たとえばキラ子さんのテレポート、たとえば宇津呂原さんのテレポート紛まがいのサイコキネシス。

　しかし織野さんの移動は、キラ子さん達たちのそれとは明らかに違っていた。

　なんというか、キラ子さん達の移動は、「これから移動するぞ」という意気込み、もしくは気構えのようなものがあった。彼かの女じよ達たちにとっては、どれだけ超常の力を使おうとも、それはあくまで『移動』だったのだろう。

　ところが織野栞の移動には、それがない。

　もっと言えば『移動』なのかどうかすらわからない。

　そこに存在していることが彼女にとっての必然であるかのように、当たり前のように彼女はそこにいる。

　たとえば漫まん画がで、後からいきなりキャラを描かき足したような。

　たとえば小説で、後からいきなり文章を書き足したような。

　そんな、理り不ふ尽じんで規格外な移動だった。

「…………」

　織野さんは無言のまま、とん、と静かに宇津呂原さんの胸を押おした。

　それだけで彼かれはバランスを崩くずし、ぐらりと後ろに倒たおれた。

　空間の亀裂に向かって――堕おちてゆく。

「え、いや、待っ、ひっ、う、う、うあああああああああ――――」

　断だん末まつ魔まの叫びは、亀裂が無む慈じ悲ひに閉ざされたために、途と中ちゆうでブツンと途と切ぎれた。
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　宇津呂原剛一郎という存在が、ここから消えてしまった。

「……え、えっと、死んだ、の……？」

「大だい丈じよう夫ぶ。死んでないよ」

　独り言には、いつの間にか隣に戻もどっていた織野さんが答えてくれた。移動が自然過ぎて、最初からここにいたのでは、と錯さつ覚かくしそうになる。

　今の織野さんはあまりにも自然体で――だからこそなにかが不自然だった。

「さっきのは別に、地じ獄ごくの扉とびらとかじゃないから。ただの時空の扉。この世界とは違う世界に、彼を飛ばしたの。ドラゴンとかが普ふ通つうにいる世界だから、サイコキネシスを失くした宇津呂原さんが過ごすにはキツいだろうけど、そのくらいの罰ばつは受けてもらわないと」

　……ただの時空の扉と言われましても。

　僕にしてみれば、地獄の扉と変わらないくらいイメージしづらいものなんだけど。

「久く我が山やまさんも大丈夫。もう治ってる」

　その言葉に、僕は慌あわててキラ子さんを窺うかがった。

　気を失ったままだったけれど、体から負傷の痕あとが全て消えていた。コンクリートや地面はそのままなのに、彼女だけはまるで時間が巻き戻ったみたいに――あるいは、最初っから負傷なんかしてなかったみたいに、完全に元通りの姿になっていた。

「……治ったとは、違うのかな。治ち癒ゆとか治ち療りようとか、そういうのじゃなくて、私はただ願っただけだから」

　その声は寂さびしい響ひびきを帯びていた。

「織野さん……」

　倒すべき敵がいなくなり、キラ子さんの安全も確かく認にんできたところで、僕は改めて彼女の見つめた。

　織野さんは僕とは目を合わせようとせず、ただ前を向いていた。その横顔は笑っても怒おこってもいない。かと言って無表情ではなく、自然体な人間らしい表情をしていた。

　不思議な感情に包まれる。

　今の彼女は化物よりも化物じみているはずなのに、まるで怖こわいと思えない。もっと言えば、まるで強そうに見えないのだ。

　神様みたいなのに、生まれたばかりの赤子みたい。

　ひどくアンバランスな状態であるのに、それがこれ以上ない完成体であるかのようにも見える。

「織野さん、きみは――」




「《神のみ得ざる手ブツクマーカー》。問題なく使えているようだね」




　どこからともなく、声が聞こえた。

「そもそも超能力というものは、通常の知覚を超えた知覚――ＥＳＰと、手を触ふれずに物を動かす念動力――ＰＫに大別される。ＥＳＰの代表格が透とう視し能力や読心能力、ＰＫの代表格はサイコキネシスになるかな。しかし、結局のところＥＳＰの方にもＰＫを用いている側面があるため、分類はあくまで便べん宜ぎ上の分類に過ぎない――そう。だからこそ注目すべきはＰＫ、つまりサイコキネシスだ」

　すらすらと歌うように、声は語り続ける。

「サイコキネシスというのは、手も触れずに物体を操る力だ――物体を操る。よくよく考えてみれば、恐ろしい力だとは思わないかい？　万ばん能のう過ぎる力だと思わないかい？　たとえば、風を操れば風使いになれる。大気は立派な物質だからね。そして大気を操れるということは、酸化現象である炎ほのおを操れるということだ。当然、水も地面も操れる。ははっ、一人で四大属性をコンプリートだ」

　足音が聞こえる。

　雪せつ駄たが、地面をこする音だ。

「だから僕は、その力をどこまでも果てしなく伸のばそうと思った。サイコキネシスを極限まで突き詰めて、別のものとして生まれ変わらせようと考えた。操る対象を物体に限定せずに、時間も、空間も、運命も、因果律も……。この世界の全てを操れる能力を生み出そうとした」

　静かな足音は、だんだんとこちらに近づいてくる。

「そのために創つくられたのが機関であり、そこで産み落とされたのが『檻の死澱』。彼女が有する能力は、『操作』を超えた『支配』の力。すなわち《神のみ得ざる手ブツクマーカー》とは――究極の支配能力だ。『檻の死澱』は、なにもかもを意のままに操ることができる」

　白に近い灰色の髪かみと黒に近い灰色の着流し。

「彼女の前では、この世界なんて紙に書いた落書きも同然だ。好きなように書かき替かえることが可能であり、気に入らなければ紙を捨てて、新しく書き直すことだってできる。ものすごく簡単に言えば『なんでもできる力』ってわけだよ」

　世界から色しき彩さいを奪うばうような、モノトーンの容よう貌ぼう。

「カイ」

　僕は言った。

　篠しの瀬せ戒かい。

　幼馴染みの彼は、ゆったりとした歩みで、僕と織野さんのそばまで歩いてきた。

「やあ、アキラ」

　彼は、いつも変わらぬ笑え顔がおを浮かべる。甘あまくて苦い、彼らしい笑顔で僕に微ほほ笑えみかけると、今度は織野さんへと視線を移した。

　僕は二人を見比べる。

　二人とも、モノトーンのファッションに身を包つつんでいた。

　しかし、白と黒がはっきりとしている織野さんと、白と黒の境界が曖あい昧まいな彼とでは、どこか対照的であった。

　似ているのに、なにかが噛かみ合あっていない。

「気分はどうだい、『織野さん』。神すら上回る全能の力を手に入れた気分は？」

「篠瀬……戒」

　織野さんはカイを睨にらみつける。その瞳からは怒いかりと恐きよう怖ふ、そしてほんの少しの憎ぞう悪おが読み取れた。

「宇津呂原剛一郎を異世界へと飛ばしたのは優やさしさかい？　てっきり、もっと拷ごう問もんじみた真ま似ねでもするのかと思っていたよ。本当に優しいんだね、『織野さん』は」

「……どうして。どうして宇津呂原さんにあんなことを命令したの!?　籠島くんや、キラ子さんをあんな目に……!?」

「そうすれば、きみは力を使うだろう？」

「……っ!?」

　平然と言ったカイに対し、織野さんは目を見開いて絶句する。

「誰だれかを守るためじゃなきゃ、きみは全力では戦わない。織野栞はそういう人間だ。そして、最強のサイコキネシストである宇津呂原剛一郎を倒すためには、きみは目覚めたばかりの力に縋すがるしかない」

「そんな……」

　饒じよう舌ぜつに語られる言葉に、織野さんの表情が青ざめる。

「つまり、《神のみ得ざる手ブツクマーカー》の試運転が目的だよ。そのために、宇津呂原剛一郎をかませ犬にしたんだ」

「……全部、あなたの掌てのひらの上だったってこと？」

「いや、そうでもないさ。本当はアキラを巻き込むつもりはなかった。代替品オルタナテイブである彼女に『織野栞』を演じてもらい、今まで通り、なにも知らないまま蚊か帳やの外にいてもらうつもりだった」

　でも、と言って、カイは一いつ瞬しゆんだけ僕を見た。

　そして、呆あきれ気ぎ味みの苦く笑しようを浮かべる。

「アキラには……見み抜ぬかれちゃったよ。『織野栞』が偽にせ物ものだってね。もしかしたら、とは思っていたけれど、本当に気づくとは思わなかった。気づくにしても、もう少し時間がかかるだろうと予想していたけど、まさか一目で気づくとはね」

　読賀衣え里りと織野栞の入いれ替わりドッキリ。

　僕は一目で気づいてしまった。

　僕だけが、気づいてしまった。

「そこからは大おお慌あわてでスペアプランに変へん更こうだよ。宇津呂原にアキラを狙ねらわせて、そして休きゆう眠みんに入っていたきみが目覚めるのを待ってから、その事実を伝えた。もっとも、スペアプランに移行したのは僕のパートナーの独断だけどね。まあ、彼女がやらなければ、僕が自分で宇津呂原に指示を出しただけの話だけど」

「…………」

　余よ裕ゆうを崩さないカイに対して、織野さんは閉口する。

　数秒の沈ちん黙もくを経へてから、

「……どうして私を創ったの？」

　と、絞しぼり出だすような声で、織野さんは言った。

「どうしてこんなことをしたの？　どうして……私だったの？　あなたは……いったいなにがしたいのよ！」

　それは静かな絶ぜつ叫きようだった。泣なき叫さけぶような声だった。ついさっき、神の如き力で宇津呂原さんを圧倒した彼女が、今はずいぶんと小さく見えてしまった。

　悲痛な表情で噛み付つく織野さんに対して　カイは静かに目を閉じる。

「もちろん、きみには全すべてを話すよ。僕にはその責任がある。だけど、その前に少しだけ時間をくれないかな？」

「時間？」

　怪け訝げんな表情で問い返す織野さん。するとカイは目を開き、僕の方を向いた。

「最後に、アキラと少し話がしたい。これが最後になるだろうからね」

　言うや否いなや、僕の手を乱暴に握にぎる。

　織野さんが驚おどろいて制止を叫ぶが、カイは止まらない。

「決着を着けようぜ、アキラ。僕らの全てに」

　そうして、カイは僕をどこかに連れて行く。

　神かみ隠かくしは、初めての経験だった。







第六章　気づいた僕ぼく







「物語とはなんだろうね、アキラ」

　ひと通りのことを話し終えたところで、カイは言った。

　僕に問いかけているようで、本当は自分の内面に問いかけている。そんな彼らしい質問の仕方だった。

「僕は思うんだ。物語とは、必ず誰かが不幸になることだとね」

　意味がよくわからず、僕は首を傾かしげた。

「みんなが幸せになる物語なんて――この世界には存在しない」

「そうとは限らないんじゃないかな。みんなが笑ってハッピーエンドで終わる物語っていっぱいあると思うし、ていうか、そういう作品の方が多いと思うよ？」

「違うよ。それが物語に潜ひそむ恐ろしい罠わなだ。確かにきみの言う通り、ハッピーエンドで終わる物語はいっぱい存在する。けれど、それはただ、主人公とその周りを囲むキャラクター、つまり、主要メンバーが幸せになってるだけなんだ」

「それは……」

「主要メンバーが幸福な状態で終われば、読者は物語がハッピーエンドと誤解する。でも、それはおかしいだろう？　物語には、敵かたき役やくも脇わき役やくも存在するんだぜ？」

「…………」

　僕は彼の言葉を否定することができず、ただ黙だまった。

　確かに、登場人物が全員幸せになる物語なんて、この世界には存在しないのかもしれない。ラスボスは最後に滅ほろぼされることが多いし、名も無きモブキャラは、敵キャラの残ざん虐ぎやく性せいや最強性を示すためにあっさりと惨ざん殺さつされることが多い。

　まるで、主要メンバーの幸福のための犠ぎ牲せいになるように。

「ミステリーがいい例だ。探たん偵てい役のキャラは気持ちよく殺人事件を解決して、またすぐ次の事件に向かうけれど――しかし被ひ害がい者しやはすでに死んでいるし、犯人には罪を償つぐなう日々が待っているし、被害者の遺族は哀かなしみに暮れる。ほらね。幸せになる人間の方が圧あつ倒とう的てきに少ないだろう？」

「………僕は、ミステリーってあんまり読まないからわからないけど、確かにそんなイメージはあるね」

「悪い人間だったら不幸になってもいい、という認にん識しきが、人間社会には普ふ遍へん的てきに存在するんだろう。だけど、僕は――みんなが幸せになれたらいいと思う」

「みんなが、幸せに？」

「善人だろうと悪人だろうと、主役だろうと脇役だろうと関係なく、みんなが笑って暮らせたら、それが一番だと思わないかい？」

　彼はそう言って、苦く甘く微笑んだ。

　僕は言葉を返すことができない。

　十数年も生きてれば嫌いやでもわかる。みんなが幸せ、なんていう夢みたいな事態は、この現実には起き得ないことが。

　誰かの幸せは誰かの不幸に繋つながることがほとんどだし、その逆もまたしかりだ。

　だから彼の言うことはただの机き上じようの空論であり、ただの理想論だ。

　誰かが不幸にならなければ人生は成立しないし、物語も成立しない。

　しかし彼は至し極ごく真ま面じ目めに、ふざけた様子など欠かけ片らもなく、真しん剣けんに夢を語った。

「誰かが不幸になるのなら、物語なんて始まらなければいい。いつまでもいつまでもプロローグのまま停てい滞たいしていればいいんだ」

　そう言う彼の瞳ひとみには、底知れぬ深い哀しみが見えた。

　何百回、何千回と人の死を目撃してきたかのような暗い感情が、瞳の奥の方で、幾いく重えにも幾重にも重なっていた。




「だから僕は作りたいんだ。《始ネバまーエらンデなインいグプ物ロロ語ーグ》を――」




　場所は、稲いな荷り神社の境けい内だいだった。僕とカイは本ほん殿でんの階段に並んで座すわっている。

　カイが最後に選んだ場所は――僕らがよく一いつ緒しよに遊んだ場所だった。もちろん、ここが本当にあの稲荷神社なのかどうかはわからない。彼が作りだした擬ぎ似じ空間なのかもしれないし、もしかするとここは精神世界なのかもしれない。

　まあ、もうなにがあっても驚かないけど。

　僕は――すでに全ての説明を受けていた。

　たとえば神楽かぐら井い先せん輩ぱいが未来から来たということ。

　たとえば栗くり栖すちゃんが異世界の魔ま法ほう使つかいだということ。

　たとえば桔き梗きよう院いんさんが陰おん陽みよう師じだということ。

　たとえば織おり野のさんが超能力者――ではなく、カイの目的のために創られた存在だということ。

　たとえば――幼おさな馴な染じみの全て。

　神楽井先輩の時代で始まった『箱庭計画』。全人類を創造の神によって救済してもらおうという、壮そう大だいかつ荒こう唐とう無む稽けいな計画により産み落とされた、人造の神様。

《たった一行で行われるどんでん返しフイニツシングストローク》という、人外の異能を与あたえられ、世界を救うことを強しいられた存在。

　篠しの瀬せ戒かい。

　これまでの全ては、彼の掌の上だったらしい。

　織野さん、神楽井先輩、栗栖ちゃんとの出会い。十年前の変なスーツのお姉さん――すなわち、織野さんとの邂かい逅こう。柾まさ木きさんと織野さんのサイキックバトル。

　本来は恐おそれ山ざん付近の高校に転校するはずだった桔梗院さんの、不自然な転校。土つち御み門かどさんの詐さ欺ぎ。玉たまちゃんの暴走。

　斎さい条じよう睦む月つきという、僕の知らない少年。読よみ賀がさんとの出会い。

　合宿中の僕らが巻き込まれたループ現象。神楽井先輩の監かん査さにやってきた石しやく神じ井いヒヒ彦ひこさん。神楽井先輩と『ＡＭＬＯ』の激戦。

　ギリエルくんの来訪。異世界に閉ざされた織野さん。桔梗院さんと玉ちゃん、そして栗栖ちゃんの戦い。斎条睦月という少年の退場。

　それから――織野さんの誕生日パーティー。読賀さんの入れ替わり。宇う津つ呂ろ原はらさんの急きゆう襲しゆう。織野さんの覚かく醒せい。
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　その全てが――篠瀬戒の思惑通り。

「全てが掌の上ってわけでもないさ。予期せぬ事態も多々あったよ。僕にとって都合がいい偶ぐう然ぜんもあれば、都合が悪い偶然もあった。だから、思惑通りというよりは筋書き通りかな。思い通りに行かないこともあったけど、最終的にはなんとか狙っていたところまで辿り着くことができた」

　カイはそこまで言うと、一端言葉を区切り、僕の方を見た。

「思ったより平気そうだね」

　穏やかだけど、どこか悲しそうな瞳が、僕を見据える。

「全てに気づいたら、もっと驚いたり慌てたりするのかと思ってたよ」

「一応驚いてはいるけど……なんか、タイミング逃しちゃったって感じかな。今日は驚くことがあり過ぎて、もうメーターが振ふり切っちゃってるよ」

　僕は全てに気づいていた。

　今までなにも気づかなかった僕は、ここに来て、全てに気づかされてしまった。

　非日常の一いつ切さいを拒絶する僕だけれど、カイが馬ば鹿かみたいに丁寧に説明してくれたおかげで――一つ一つ、結び目を解くようにされたせいで、受け入れざるを得なかった。

　十年前の呪のろいが、解けてしまった。

「それで、僕のことはどう思う？」

「どうって……」

「十何年もきみのことを騙だまし続けてきた僕のことを、きみはどう思う？」

「……コメントに困るね。本当なら恨むべきなのかもしれないけど、いきなり過ぎて恨めないっていうか……今いま更さらどう恨んだらいいのか、わからないよ。まあ、ショックって言えばショックだよ」

　苦笑いを浮うかべて、僕は言う。

「僕は、カイのことをなんにもわかってなかったんだね……」

「そうだ。そのセリフはこの瞬しゆん間かんにこそ相応しい」

　カイは悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

「でもさ、まだカイが本当に僕を騙してたかどうかはわからないからね」

「どういう意味だい？」

「まだ、話を最後まで聞いてないから」

「そうか」

　静かに頷うなずき、そしてカイは話を戻す。

「みんなを幸せにする、というのが、僕の唯ゆい一いつ無む二にの目的だった。それは僕が目覚めたときから変わらない」

　訥々と、昔話でもするような口調で、カイは自分の半生を語り始めた。

　あまりにも永い、半生を。

「僕に自我が芽生えて、それから最初に行った行動は――とある少女を助けることだった。生まれたばかりでふらふらと当てもなく歩いていたら、たまたま病気で苦しむ女の子を見つけたんだ。時代は中世、場所はヨーロッパの田舎の方だった」

　その少女は、その時代での不治の病にかかっていたのだという。彼かの女じよの家は決して裕福な家庭ではなかったが、それでも両親は昼夜を問わずに必死に働き、娘むすめの治療費を捻出していたそうだ。

　しかしながら、その効果は芳しくなかったらしい。

「だから、僕はその少女を治した。深く考えもせずに、病気なら治せばいいじゃないか、と思ったんだ」

　深く考えもせずに、という前置きが、カイにはあまりにも似合わなくて、僕は違和感を覚えた。でも、すぐに納なつ得とくする。

　生まれたばかりのカイは、今のように成熟した人格ではなかったのだろう。僕が知っている彼かれは、果てしない時間の波に削れられてきた彼なのだ。

「そして少女は完治したよ。朝起きたらいきなり健康体になっていたんだ。両親は狂喜乱舞したよ。『奇き跡せきだ、神様ありがう』ってね。もちろん僕は姿を見せなかったけど、褒められた気分になったし、成し遂とげたような気分になった」

　でも、と彼は言う。

「それは一瞬だった」

「……どうして？」

「その少女を看ていた医者が生活できなくなったんだよ。病気が治ったなら、もう医者に高い金を払う必要はないからね。でも、その医者にとってはその治療費がライフラインだったんだ。彼には多額の借金があり、それが返せなくなって、金貸しから毎日追われる日々が続いた」

　だから――助けた。

　と、彼は言った。

「さすがにお金を生み出すことはしなかったよ。そんなことしたら経済がおかしくなるからね。国外への逃とう亡ぼうを試みた彼を、陰かげから協力して逃にがしてあげた。駄だ目め元の国外逃亡だったから、その医者も大いに喜んだよ、『神様ありがとう』って」

　僕はなにも言えなかった。彼の悲しそうな顔を見ていたら、なんとなく、話の先が読めてしまったから。

「そうしたら今度は、せっかくの金づるを逃のがしてしまった金貸しが、辺り一体を仕切っていた元締じめから粛清されることになった。仕事をミスったんだから、裏社会じゃ当然のことだ。だから――助けた」

「…………」

「そうすると次は――いや、この辺でやめとこうかな。キリがないからね。とにかく僕は、そんなことを繰くり返かえしていたんだよ。自分が誰かを助けると、誰かが不幸になって。その誰かを助けたら、また誰かが不幸になって。ようやく全てが丸く収まったと思えば、今度は全く別なところで新しい不幸が始まる。そして、僕はまた助ける……」

　それは砂漠で砂粒の数を数えるような――円周率をいつまでも計算し続けるような、終わりのない行こう為いだったと言う。

　普ふ通つうの人間だったら、もっと適当に生きることができるのだろう。道端で道に迷ってるお婆さんを見かけたら、道を教えてあげて、それで満足してしまう。

　そのお婆さんが目的地にたどり着く保証など、どこにもないというのに。

「そんなことを繰り返していたら、ある日、人気のない路地裏で、一人の少女が強姦されそうになっているのを見つけた」

「ご、強姦っ？」

「レイプって言った方がわかりやすいかい？　その少女は、屈強な男にナイフで脅され、今にも犯されようとしていた。しかもその子は、よくよく見てみれば僕が初めて助けた少女だったんだ」

　不治の病だった少女、か。

「僕は――助けなかった」

「え？」

　僕はぎょっとした。意味がわからない。

　助けなかった？

「な、なんで？」

「強姦した男は、過去に強ごう盗とう、窃盗、強姦の前科がある、更生の余地がないクズだったよ。女性を無理やり犯すことに快感を覚えるタイプの変態で、しかもそれが我が慢まんできないゲス野や郎ろうだったのさ」

「だったら、なおのこと、そんな奴やつは――」

「そんな奴は――なんだよ？」

　そう言いながら、カイは氷のように冷たい目で僕を睨む。心臓を鷲わし掴づかみにされたみたいに、ぞっと背筋が震ふるえた。

「捕まえて警官に引き渡わたせばよかったかい？　それとも、そんなクズ野郎はぶっ殺せばよかったのかな？」

「…………」

「アキラ。言ったよね？　僕はみんなを幸せにしたいんだ。そのために生まれてきたんだ」

　僕は言葉を失った。

『みんな』という価値観が、僕と彼では天と地ほど違ちがっていた。

　神と人ほど違っていた。

　彼の価値感は――あまりにも平等過ぎる。

「世の中にはいろんなクズがいたよ。女性を強姦することで幸せになる奴、人を殺すことに快感を覚える奴、他人の足を引っ張ることに生きがいを感じる奴……。幸せの価値観ってのは、嫌になるくらい人それぞれだ」

「…………」

「だから、僕は助けなかった。助けられなかった。自分の中の矛盾に折り合いが付けられなくて、どうすればいいのかわからなくなって……自分が助けた少女を見捨ててしまったんだ。その少女は何度も何度も『助けて神様！』って泣き叫んでいたのにね」

　身を裂くような自虐の声は、僕の心にひどく響ひびいた。




　――世界を自分の思い通りにできるっていうことの虚しさを、無意味さを、絶望を、なんにもわかってないんだ……。




　いつかの言葉が脳内で再生される。そのときは朧おぼろげでしかなかった言葉が、今になってより鮮せん明めいに輪郭を表した。

　それでも、僕程ぼく度が理解できるのは、彼が抱かかえているもののほんの一端に過ぎないのだろうけど。

「そこから先は、失敗と後こう悔かいの日々だったよ」

　彼は言った。

　何度も人を助けて、そのたびに傷ついて、様々な方法を試ためし、失敗を繰り返し、迷いながら悩みながら、努力を繰り返して――

「――それでも、みんなを幸せにはできなかった。僕の力を以もつてしても、世界を平和にはできなかった」

　悲しい瞳を見つめながら、僕は想像してみる。

　もしも僕だったら――もしも僕に神様みたいな力があったら、どうするべきなのか？

　パッと思いつくのは、戦争を失くすことや怪け我がや病気で苦しむ人を治すことだ。

　でも、それで全てが上う手まく行くかと聞かれれば、よくわからない。それに――僕程度が思いつくことなんて、カイはすでにやってしまっているだろう。

　その結果が、失敗と後悔の日々。

　だけど。

　それでも――カイは諦めなかった。

「そして辿り着いたのが、《神のみ得ざる手ブツクマーカー》によって、《始ネバまーエらンデなインいグプ物ロロ語ーグ》を創り上げる計画だ」

　始ネバまーエらンデなインいグプ物ロロ語ーグ。

　誰だれも不幸にならないという、夢物語としか思えない計画。

「《神のみ得ざる手ブツクマーカー》の凄まじさは身を以て体験しただろう？」

「ああ、うん。凄そうな力だよね」と僕は曖あい昧まいに頷く。

　文字通りの『なんでもできる力』というのは、あまりにも凄すぎて、正直なところ、イマイチよくわからなかった。

　シンプル過ぎて逆に難しい。

　なんでも願いが叶うというキャッチコピーで売っていたドラゴンボールでさえ、いろいろと制限はあったというのに。

「凄すぎて、もはや反則とさえ呼べないくらいの力だよ。バトル漫まん画がには間ま違ちがっても出せないような能力だ。なんの面白みもない上に、誰も勝てない能力だからね」

「……でも、その『なんでもできる力』なら、みんなを幸せにできるの？」

　僕は訊きいた。カイに与えられた《たった一行で行われるどんでん返しフイニツシングストローク》も、僕からしてみれば途方もない力だ。

　その力でさえ不可能だったことを、果たして織野さんの力ならば、可能なのだろうか。

「説明した通り、《神のみ得ざる手ブツクマーカー》とは究極の支配能力だ。この世界に対して外側から自在にアクションを仕し掛かけることもできる――たとえば、人格支配だってお手の物だ」

「じ、人格支配？」

　不ふ穏おんなワードに息を呑のむ。彼は少しだけ愉たのしそうに微ほほ笑えんだ。

「全人類の脳を支配して、強制的に『自分は幸せだ』と思わせることが可能だ。そのくらいなら、彼女だったら朝飯前さ」

　そう言って、彼は真まっ直すぐ僕を見つめる。一点の曇りもない、綺き麗れいな瞳だった。彼の言葉が嘘うそではないと、直感的にわかった。

　だから、僕はすぐに反論する。

「そんなの……いいはずないじゃないか。人格支配なんて、駄目だよ……。脳が幸せと感じればそれでいいなんて、ドラッグと一緒じゃないか」

「ドラッグが禁止されているのは、正常な人間にとってはヤク中の人間が不ふ愉ゆ快かい、というただそれだけのことだよ。まあ、もちろん副作用とかもいろいろあるんだけど――じゃあ、アキラ。ここで思考実験をしよう。なんの副作用もない、飲むだけで幸せになれる薬があったとする。それを飲み続けて『自分が幸せだ』と思い続ける人間は、果たして幸せだろうか？」

　少し考えてから、僕は「……違うと思う」と、答えた。

　人の幸福とは、なんとなくそういうものとは違うと思ったから。

「そう言うと思ったよ。でもアキラ。きみがそう考えるのは、その薬を飲む行為を第三者の目で見ているからだ。全人類がその薬を飲めば、そのことを悪いと考える人間はいなくなる。つまり――みんなが幸せになるんだよ」

「…………」

「誰も苦しまず、誰も不幸にならず、悲しみも憎しみも存在せず、それ故ゆえに起伏も起承転結も存在しない、物語としては失格な退屈な世界――それこそが《始ネバまーエらンデなインいグプ物ロロ語ーグ》だ」

　僕ぼくは――なにも言えない。

　彼の語る世界は、文字通り誰もが幸せになれる世界だった。

　頭では理解できる。だけど、心ではどうしても納得できない。

　そんなものが、幸福だとは思いたくない。

「きみの気持ちはわかる。でも、ここで僕らが議論しても仕方がない。全すべての鍵かぎは、もう僕の手から離はなれている――」

　そうしてカイは、視線を神社の境内に流した。ざあざあ、と木々が風に揺れる音が響く中、誰かがこちらに歩いてくる。

　織野さんだった。

　黒と白がはっきりと分かれたドレスに身を包つつんだ、織野栞しおりだった。

「やあ。思ったよりも遅おそかったね」

　階段のそばまで歩いてきた織野さんに、カイは明るく声をかけた。

「この空間は僕が招待した人間以外は入れないようになってるんだけど――きみの前ではそんなルールはあってないようなものだ。けれど、それにしては来るのが遅かった。その気になれば、一いつ瞬しゆんでここに来ることだってできたはずなのに」

「…………」

「宇津呂原剛ごう一いち郎ろうを倒たおすためなら――つまり、誰かを守るためなら、力を使うのは仕方がない。しかし、自分のためだけにこの恐おそろしい力は使いたくない。そういう風に考えていたけれど、僕のような奴に連れ去られた籠かご島しま諦あきらが心配で、悩なやんだ末に結局力を使ってしまった。そんなところかな？」

「……っ！」

　図星だったのだろう、織野さんは悔くやしそうに唇くちびるを噛かみ締めた。

「さて、我わが娘よ。話は聞いていたんだろう？　きみの意見を聞かせてくれ」

　数秒、躊躇ためらうように間を開けてから、

「私は……あなたを認めない」

　と、織野さんは言った。

　僕と同じ意見だった。

　篠瀬戒に対する――全否定。

「そうか。それはそれで構わない」

　カイは、拍子抜けするほどにあっさりとそう言った。

「きみに拒きよ否ひされてしまえば、僕にはどうすることもできないからね」

　その瞬間――

　胸に、強烈な違和感を生まれた。ずっと感じていたもやもやとしていたものが、はっきりとした異物となって形を表した。

　でも――こんなことってあるのか？

　こんな初歩的なミスが、ありえるのか？

「ちょ、ちょっと待って」

　僕は慌あわてて二人に割って入る。

「カイ……まさかとは思うけど」

　僕は恐る恐る尋たずねる。




「今の織野さんって――カイよりも強いの？」




《神のみ得ざる手ブツクマーカー》。

　究極の支配能力。

　なんでもできる力。

　ずっと失念していたけれど、自然と流していたけれど。

　考えてみると不自然極まりない。

　なんでもできるんだったら――カイを倒すことだってできるんじゃないのか？

「ああ――その通りだよ」

　僕の問いに対して、カイは当たり前のように頷いた。わかり切っていることを今更聞くなよ、という柔らかな侮蔑を感じさせる返答だった。

「《神のみ得ざる手ブツクマーカー》は、僕の《たった一行で行われるどんでん返しフイニツシングストローク》をはるかに上回る。どちらもこの世界の外側に位置する力だが、その威い力りよくは桁違いだ。僕には他にもいろいろとスキルがあるけど、それらを総動員しても、今の彼女にはまるで敵かなわない」

「……で、でも、なにかしら、制せい御ぎよスイッチみたいなのがあるんじゃないの？　織野さんを操あやつるための方法、持ってるんだよね？」

「そんなものはないよ。僕が制御できるようじゃ、それは『なんでもできる力』じゃない。それでは能力そのものが矛盾し、破綻する」

　彼はなんということもなさそうに言うので、混乱がますます加速する。

　織野さんも困こん惑わくした表情を浮かべている。きっと僕と同じように、カイがなにかしらの切り札――自分を操るための手段を持っていると予想していたのだろう。

　それなのに、無策だなんて。

　最後の最後で、なにもない、だなんて。

「これが僕の計画の唯一の欠点にして、どうしようもない欠陥だ。斎条睦月にも批判されたよ。こんなしょうもない計画を立ててた奴を追っていたとは思いたくないってね」

　斎条睦月。

　さっき名前を聞いた人物だ。

　その人は、カイに立ち向かった人間だという。

　神に反逆し、その結果、罰ばつを受けた人間。

「さあ、どうする『檻おりの死し澱おり』？」

　カイは織野さんを見つめる。

「自分を創つくった僕がムカつくかい？　わけのわからない力を押おし付けた僕を恨んでいるかい？　僕の思想には賛同できないかい？」

「それは……」

「だったら殺せよ」

　カイは、さらりと言った。

　表情に変化はない。いつも通りの涼しい表情だ。

「僕は不死の肉体を有しているが、きみだったらいとも容た易やすく殺すことができる。存在そのものを消すことだって可能だ――いや、こう言おうか。きみだけが僕を殺すことができる」

　まくし立てるカイに対し、織野さんはなにも言わない。言葉を失い、ただ口元を押さえていた。

　彼女の方が強いはずなのに、圧あつ倒とう的てきな能力差があるはずなのに。

　それなのに、彼女の方が追い詰められているようだった。

「……僕はね、もう、疲つかれたんだよ。神様でいることに、疲れた」

　カイは灰色の髪かみに、くしゃり、と手を入れた。口元には、弱々しい自嘲の笑えみが浮かんでいた。

「読み終わった小説を何度も繰り返して読まされているような気分だった。自分よりも上位な存在がいないという事実は、苦痛でしかなかった――だから、僕は今、少しだけ気分がいいんだよ。肩かたの荷が下りた感じだ」

　そして――織野さんを見つめる。

「やっと、僕よりも上位な存在が誕生したんだからね」

「……じゃあ、あなたは――」

　織野さんが表情を大きく歪ゆがめて、辛つらそうに口を開く。

「自分を殺させるために、私を創ったの？　そんなの、遠回しな自殺じゃない……！」

「違うよ。死にたいわけじゃない。ただ、最後にちょっと『人任せ』にしたくなっただけだ」

「……人任せ？」

「自分ではない誰かに判断を委ねてみたかったんだよ。自分より上位な存在に、審判を下される。そういう感覚を味わってみたかったんだ」

　人任せ。

　それは、『みんなを幸せにする』という、途方も無い重責の中で生きてきた彼が、最後に見せたわがままだったのかもしれない。

　生まれながら誰よりも高いところに存在していた彼の、ささやかな望み。

「さあ、どうする、我が娘よ。僕の意思を継ぎ、全人類を支配して《始ネバまーエらンデなインいグプ物ロロ語ーグ》を完成させるか？　それとも、僕を否定し、僕を殺し、僕に代わる新たなる神としてこの世界に君臨し続けるか？」

　僕はどっちでも構わないぜ、と言って、カイは満足そうに微笑んだ。どこか満ち足りた表情をした彼を見て、僕はふと思う。

　もしかするとカイは、今、この瞬しゆん間かんのために生きていたのかもしれない。

　自分のやっていることが正しいかどうかもわからない、暗中模索の日々を、誰かに評価してもらいたかったのかもしれない。

　自分よりも上位な存在に、道を示して欲しかったのかもしれない。

「わ、私は……」

　しかし、神様を超える存在となった一人の少女は、かたかたと震えていた。

　カイが今まで抱えていた苦痛や責任を、全てまとめて押し付けられた彼かの女じよは、その重みで押し潰されそうになっていた。

「好きなだけ悩むといい。けれど――意外と早く答えが出るかもしれないな」

　その瞬間、目の前の空間が歪ゆがみ、隙すき間まが生まれた。人一人がかろうじて通れるくらいの隙間からは、織野栞に瓜うり二ふたつな彼女が現れた。

「読賀さん……」

　僕は言った。しかし、読賀さんは僕を無視して、彼女のマスターであるカイの下もとへと歩いた。

「ご主人様マスター。ただいま戻もどりました」

「おかえり」と、カイ。

　いつの間にか着替えたらしく、読賀さんの衣装は、いつものモノトーンのドレスに戻っていた。

　今織野さんが着ているものとは、カラーリングが真逆なドレス。

　２Ｐカラーのような、色違いのドレス。

「あなたが読賀衣え里り……さん」

　織野さんが息を呑んだ。

　そうか。そういえば、織野さんは会ったことがないんだよな。織野さんはどこか怯おびえた表情で、自分の分身を眺ながめていた。

「それは、便べん宜ぎ的な呼称に過ぎません。私はあなたの模造品レプリカ。より正確に言うのならば――『檻の死澱』になれなかったものです」

　無感情な瞳ひとみで、なにもかもがそっくりな相手を見返す。

「お目にかかれて光栄です、オリジナル」

　読賀さんにしては珍めずらしい、ひどく嫌いや味みなセリフだった。無表情のままそう言うと、彼女はすぐにカイに体を向けた。

「申し訳ありません、ご主人様マスター。少し遅れてしまいました」

「構わないよ。それで、結果は？」

　僕はふと思い出す。

　トラックにぶつかりそうになった瞬間、僕はキラ子こさんに連れ出された。

　彼女が全員無事だと言っていたから安心していたけれど、それはあくまでトラックの激げき突とつは、という話だ。その後どうなったのかは、聞いていない。

　読賀さんは「はい」と頷うなずいた後、平へい坦たんな声で言う。

「神楽井もにゅ美み、神楽井ガク太た、桔梗院柚ゆず希き、玉たま音ね、クリエスティア・クリムゾン・クリストゥフーア・栗栖。以上五名は――




　――全員、殺しました」




「――は？」

　殺し……え？　ころ、ころしまし……た？　ぜん、いん？

　意味がわからなかった。意味がわからなすぎて、開いた口が塞がらない。

　突とつ然ぜん過ぎる死亡宣告。

　信じられるはずもないし、信じたくもない。

　脳が受け入れることを拒否している。

「……う、うそ、だろう？　ねえ、読賀さん」

　僕の声は、冗じよう談だんみたいに震えていた。縋すがるような思いで問い返す。しかし、読賀さんはなにも言わなかった。

「ご苦労様」カイが言う。「世界のために戦ってきた彼かの女じよ達たちでも、《神のみ得ざる手ブツクマーカー》には遠く及ばなかったようだね。レプリカの力は、オリジナルと比べればだいぶ劣るけれど、それでも彼女達を殺すには十二分な力を有している」

　平然と語られる、どこまでも冷静な分ぶん析せき。

　僕の耳にはなにも入らない。

　死んだ？

　みんなが、死んだ？

　僕の思考が凍こおりついたように停止している中――織野さんが動いた。

　おそらく力はなにも使っていない。

　純じゆん粋すいな、彼女の腕わん力りよくによる攻こう撃げき。

　右ストレート。

　カイは避よけなかった。避けなかったのか避けられなかったのかはわからないが、おそらく前者だろうと思った。

　左頬ほおに、右拳こぶしが吸い込まれる。カイは小さくのけぞり、片手を階段に突ついた。唇の端はしから、赤い液体が一筋流れる。

「どうしてっ!?」

　織野さんが柳眉を逆立てて、怒ど鳴なった。顔は真っ赤で、瞳には涙なみだが滲にじんでいた。

「みんなは……関係ないでしょう！　どうしてそんなことをするの!?　人の命を、なんだと思ってるのよ！」

「……なにをそんなに怒おこってるんだよ？　なにをそんなに焦あせってるんだよ。大したことじゃないだろう、きみにとってはね」

　カイは口元を拭ぬぐい、そして冷静に言い放つ。

「死んだなら――きみが生き返らせればいいじゃないか」

「……っ!?」

　織野さんが目を見開き、愕然とする。

『なんでもできる力』

　その恐ろしさを、僕は改めて実感した。

　本当に……なんでもできるんだ。なんでも、なんでも、なんでも――

「きみが望めば、それだけで全員が生き返る。そしてみんなで笑い合って、ハッピーエンドと洒落込めばいいじゃないか」

「……人の命を――」

「――そんな風には考えられないっていうのかい？　だったら見過ごせばいい。きみ自身の倫理観を大事にして、助ける力がありながら彼女達を見捨ててしまえばいい。僕が今までそうして来たようにね」

「…………」

「彼女達を生き返らせるというのなら、それもいい。これからもそうやって、自分の判断だけで人を殺したり生き返らせたりしていけばいい。自分が気に入った奴やつは助けて、気に入らない奴は殺して、世界をきみが好きな奴だけの楽園にしてしまえばいい――織野さん、きみはなにをしたっていいんだよ。世界はきみの掌てのひらの上だ」

　言葉を相手の胸に直接突き刺すような口調で、カイは言う。




「重いだろう？　それが世界の重みだ」




　世界を自分の思い通りにできるという、重み。

　カイが、生まれたときからずっと抱かかえていた、重み。

　その全てが、今、織野さんにのしかかっている。

　僕は――ふと考える。

　もしも世界を思い通りにできる力がその手に宿ったのなら――

　人は、果たしてなにをすべきなのだろう。

「……私、は……」

　織野さんの瞳から、一いつ切さいの光が消えた。崩くずれるように膝ひざを突く。両手で頭を抱えて、表情に苦痛や悲哀を滲ませる。

「……いらない。こんな力……私は、いらない。いらない、いらない……」

　今にも壊こわれてしまいそうな様子で、織野さんは呟つぶやいた。

　世界の重みに、押しつぶされている。

「いらない、か。今いま更さらそういうセリフは無しだろう。今まで散々その力を使って来たというのに」

　言いながら、カイは階段から立ち上がった。地べたに座すわり込んでしまった織野さんの前に立ち、髪を掴んで無理やり上を向かせる。

　彼かれらしくない乱暴な行こう為いで、僕は慌てて止めようとするが、すぐ横にいた読賀さんに肩を押さえられた。馬ば鹿かみたいに強い力で、動くことができなかった。

「今になって『いらない』なんて、ちょっと自分勝手が過ぎるだろう。とっくの昔に人の領域を踏ふみ越えておきながら、まだ人でありたいなんて……そんなわがままは、虫むし唾ずが走るぜ」

「……わ、私は……だって、だって、今まで、自分の力が、こんなものだったなんて……知らなかったから……」

　織野さんは嗚お咽えつ混じりの声で答える。

　そういえば織野さんのサイコキネシスは、《神のみ得ざる手ブツクマーカー》が不完全だったが故の結果らしい。だから言い方を変えれば、彼女はずっと力を行使してきたとも言えるのだろう。

　カイが言いたいことは、そういうことだと思った。

　しかし。

「知らないからって、許されることと許されないことがあるだろう」

　彼の言いたいことは、そういうことではないようだった。

「本当はもう、気づいているんだろう？」

　相手の瞳を覗のぞきこむようにして、カイは言った。

　直後、織野さんの肩が跳はね上あがる。

「どうして今日は、一度もアキラと目を合わせないんだよ」

　跳ね上がった肩が、今度はガタガタと震え始めた。

　目を合わせない？

　ああ、言われてみれば、そうかもしれない。宇津呂原さんから助けてもらったときも、そしてこの空間に現れたときも、織野さんは目を合わせようとしなかった。

　というか、なんだか、ずっとよそよそしかったような。

　むしろ、避けられていたような……。

「後ろめたいからだろう？　申し訳ないからだろう？　揺ゆるぎない事実から目を背けたいからだろう？」

　囁き続けるカイに対し、織野さんはとうとう耳を塞ふさいでしまった。悪あく魔まやお化けに怯える小さな子供のような態度だった。

　どうしたんだろう。

　いったい、なにが――

「教えてあげるよ、アキラ」

　心の中の疑問に、カイが答えた。織野さんの髪を放し、こちらを振ふり返かえる。

「アキラ。籠島諦。僕がきみを世界の中心に置いたのは、きみがなんにも気づかない奴だったからだ。気づかないきみだからこそ、特異点としての役割を果たすことができた」

「それは……うん、もう、聞いたよ」

「じゃあ、きみはどうして気づかなかったのかな？」

　僕ぼくが気づかなかった理由。

　それは、十年前、変なスーツのお姉さんに教えてもらったから。

　呪のろいをかけてもらったから。

「変なスーツのお姉さんに……つまり、織野さんに、そういう風に教えてもらっ――」

「もうやめてっ！」

　突とつ如じよ、織野さんが絶ぜつ叫きようした。僕はびくりと身を震ふるわせる。

　しかし、カイは止まらなかった。

　どこまでも穏おだやかな口調で、滑らかに言葉を紡つむぐ。

「そう。十年前の思い出が、きみの根幹ルーツだ。でもアキラ。この言葉がなんの比喩でもなく、文字通りの意味だったらどうする？」

「……え？」

「本当の意味で籠島諦の根幹ルーツだったら、どうする？」

　僕のルーツ？

　本当の意味で？

「さて。じゃあ話は変わるけど、ここで『檻の死澱』の能力を思い出してみようか」

　織野さんの能力。

《神のみ得ざる手ブツクマーカー》

　なんでもできる力――完全支配の能力――世界に対する外側からのアクション。




　――たとえば、人格支配だってお手の物だ。




「――っ!?」

　不意に、なにもかもが、繋がった。

　欠けていたピースが埋まり、一つの絵を描く。

「今から十年前――『檻の死澱』は初めてその能力の片鱗を見せた。そのとき目の前にいた七歳さいの少年は、その犠ぎ牲せいとなった」

　様々な映像がフラッシュバックする。

　変なスーツのお姉さん――変なスーツの織野さん。

　七歳の僕。

　正義の味方を信じていた僕。

　お姉さんの願い――織野さんの願い。

　願い？

　願った？

　織野さんが――願った。

「籠島諦が気づかなかった理由……。答えは簡単だ。織野栞がそう願ったからだよ。きみの特異なキャラクターは、彼女の能力によって生み出されたものだ。きみという人格――きみというキャラクターの全すべては、彼女が創った虚構フイクシヨンでしかない」

　つまり、と彼は言う。

「十年前、彼女はきみのキャラ設定をしたんだよ」







第七章　籠かご島しま諦あきら







　たとえば、僕の好きな色は青色である。

　特に理由はなく、昔からなんとなく好きだった。

　それは誰だれに決められたことでもなく、僕が人生の中で自然と決めたことだ。

　……本当にそうなのだろうか？

　自然と決めたと自分では思っているけど、実は僕はなにものかによって、青色を好きになるようにコントロールされているのではなかろうか。

　中学時代、そんなことを考えたことがある。

　今になって思い返すと、中二病極まりない妄想でしかないと思うけれど、一時期、真しん剣けんにそんなことを考えていたときがあった。

　たとえば――十年前。

　僕は正義の味方を信じていた。

　しかしある日、とある人物に出会ってから、ぱたりと信じることをやめた。

　人生観が百八十度変わった。

　人が変わったように――変わった。

　パラダイムシフトというか、宗旨替えというか、とにかく、考えが変わったのである。

　よくあることだと思っていた。

　人の話を聞いて考えが変わるなんて、誰だってあることだろう。

　けれどそれは『変えられた』のではなく『変わった』なのである。あくまで自発的に変わっている。だから、僕もそうだと思っていた。考えが変わったのは、僕の意思だと思っていた。

　でも、違ちがった、らしい。

　僕は変わったのではなく、変えられていて――僕の意思さえも、実は僕の意思ではなかったらしい。

　僕は。

　僕は、僕は、僕は――

「洗脳なんてチープな代物じゃない。『檻おりの死し澱おり』が願った瞬間に、籠島諦のキャラは変わった。どこにでもいるような夢見がちな少年を――気づかない男という、特異なキャラクターに仕立てあげた。まるで、漫まん画がかなにかのキャラ設定を行うようにね」

「……う、うう、ううううう」

　無む慈じ悲ひに言葉を続けるカイの後ろで、織おり野のさんが泣き崩れた。

　後こう悔かい、自虐、謝罪……様々な感情が、涙となって目から溢あふれている。

「織野栞しおり。きみはアキラを憎からず思っているよね。そりゃそうさ、だってきみが創つくったんだから」

　カイは泣き続ける織野さんに対して、容赦なく言葉を浴びせ続ける。責め立てるような口調だったが、同時に、自暴自棄になっている感じもした。

　子供じみた嫌いやがらせをしているようにさえ見えた。

「きみにとって籠島諦は理想の男だったんだろう。世界のために戦うきみにとって、籠島諦は見事なまでに『帰るべき日常の象徴』となり、きみの心を救済してきた。きみがそういう風に願い、そういう風に創ったから。無垢な少年を自分好みの男に仕立て上げる、か。ははっ、まるで逆光源氏計画だ」

「うう」

「今日、籠島諦が読よみ賀が衣え里りの完全なる擬態を見破ったのも、これで簡単に説明がつく。あれは愛や絆の力なんていう、ご都合主義な力の結果じゃない。織野栞にとっての理想の男なら、織野栞の偽にせ物ものくらい一目で見み抜ぬかなきゃおかしいんだよ」

「ううううう」

「織野栞。きみはそれだけひどいことをしたんだぜ？　知らなかったとは言え、自分の能力を使って取り返しがつかないことをしてきたんだぜ？　それなのに今更、綺麗事を言って自分の能力を批判するのかよ」

「……うう、うあああああ」

　織野さんは顔を伏ふせたまま、嗚咽を漏もらし続けた。そして一いつ瞬しゆんだけ顔上げて僕の方を向くと、再び深く頭を下げ、頭を垂れるようにして、

「……ごめん、籠島くん」

　と、言った。

「ごめん、ごめん、ごめん……ごめんなさい、ごめんなさい……ごめんなさい、ごめんなさい……私、私、わた、し……ひっ、ごめん、なさい……うぅ、ごめん……」

　壊れたオルゴールのように、謝罪の言葉を繰くり返す。

「私は……ただ……籠島くんと、一いつ緒しよに……う。ううぅあ、ごめんなさい……ごめん、ごめん……許して……」

　地面に頭を擦りつけるようにしながら、僕に向かって涙声で訴うつたえる。

　思わず耳を塞ぎたくなるような声で、思わず目を塞ぎたくなるような光景だった。

「…………」

　だから。

　だから僕は、耳を澄まし、目を開いた。

　自然と体が動く。

　階段から立ち上がり、織野さんの下もとまで歩く。

　数時間前の経験が効いてるな、と思う。

　僕の覚かく醒せいは結局ただの勘かん違ちがいだったわけだけど、こうやって自然と体が動いたことを考えると、覚醒とまでは行かなくても、成長ぐらいはしたようだ。

　目を塞ぎたくなるときこそ、目を見開き、耳を塞ぎたくなるときこそ、耳を澄ます。

　ほんの少し前に学んだことである。

「織野さん、顔、上げてよ」

　僕は彼かの女じよの前にしゃがみ込んだ。ゆっくりと頭が上がる。涙でぐしゃぐしゃになってしまった顔が、目に入った。

「ほら、涙なみ拭だふいてよ」

　と言って、ハンカチを差し出す。

「昨日のパーティーのときは、ハンカチ持ってなかったせいで、なにもできなかったからね。だから、今日は持ち歩いてたんだ」

「籠島くん……」

　織野さんは僕からハンカチを受け取ると、胸の前でぎゅっと握り締しめめた。

「……赦ゆるすっていうのかよ」

　隣となりから、低い声が響ひびく。カイは不快そうな顔をしていた。

「アキラ。きみの人格は、全て織野栞によって組み立てられたものなんだよ。彼女にとって都合がいいように操作された、人工プログラムみたいなものなんだよ。それでも、この事実に対してなにも思わないっていうのか？」

「なにも思わないってわけじゃないけど……うーん。まあ、一つだけ言いたいことはあるかな。一つっていうか、一文字だけ言いたいことがある」

　大まかな事情はわかった。

　どうも僕という人格は、織野さんが創ったものらしい。どこからどこまで創られたのかは定かではなく、もしかしたら、趣しゆ味み嗜好や背丈、声や口調、その他もろもろも全部織野さんに創られたものなのかもしれない。

　その事実を踏まえた上で、僕が言いたいことは、この一文字だった。




「で？」




　僕は言った。

　カイは目を丸くし、それから眉まゆ根ねを少し寄せた。

「……『で？』って、それだけかい？」

「うん。それだけ」

「どうしてだよ……。アイデンティティを根本から覆されるような事実に直面しながら、どうしてそんな風に平然としてられる？　自分を全否定する事実を、どうして受け入れられるんだ……？」

「どうしてって言われてもなあ。うーん、まあ、僕は僕だしなあ……。織野さんが創ってくれたんだとしても、僕が僕である事実はなんも変わらないわけだし」

　それに、と僕は言う。

「人間なんてさ、多かれ少なかれ人格支配やマインドコントロールに晒されながら生きるもんじゃないの？　たとえばさ、小さい頃ころにテレビで見たアイドルに憧れてアイドルになろうと思った人がいたとして……悪い言い方をすればテレビのアイドルに洗脳されたって言えるのかもしれないけど、でも、それは悪いことじゃないでしょ？」

「……《神のみ得ざる手ブツクマーカー》による人格支配は、それとはまるで違う。きみに伝わりやすいように人格支配という言葉を使っただけであって、その本質はもっと悪質な――」

「あー、もういいよ、難しい話は」

　僕は苦くし笑ようし、肩かたをすくめた。

「いい加減頭がパンクしそうなんだ。とにかく、僕は僕だよ」

　そう言うと、カイはやり切れないような表情を浮うかべた。

　僕はもう一度織野さんの方を向く。

「ねえ、織野さん。ちょっと前に、僕がオシリちゃんに言ったこと……ってあれはちっちゃくなった織野さんだったのか」

　じゃあ、冷静に考えると僕、とんでもないことしてたんだな。

　お医者さんごっことか……。

　……うん。まあ、今はシリアスな場面なので、そのことは適当に流そう。

「あのとき、僕が夜道で言ったこと、覚えてる？　織野さんが、自分が自分じゃなくなりそうで怖こわいって言ったときのこと」




　――織野さんが織野さんじゃなくなったら、そのときはどうなるかわからない。嫌きらいになるかもしれないし、友達を止やめたくなるかもしれない。




　――でも、織野さんが織野さんのままだったら――織野さんの中の一番大事な部分がなにも変わらずにそのままだったなら、僕はずっと織野さんと一緒にいたいと思う。




　織野さんは顔を上げて、僕を見た。今日、初めて目を合わせたような気がする。

　改めて彼女を見つめる。瞳ひとみは涙なみだで潤んでいて、頬ほおは紅潮し、涙の痕あとが残っている。どこにでもいるような、か弱い女の子に見えた。

　変わってないなあ、と思う。

　いろいろと激変してるけれど、根っこのところはなにも変わってない。

　織野さんはカイによって創られた存在だったらしい。《神のみ得ざる手ブツクマーカー》という、とんでもない力を持っているらしい。『始ネバまーエらンデなインいグプ物ロロ語ーグ』を創るというカイの目的を受け継ぐか、それともカイを殺して新たなる神となるかの選択を迫られているらしい。しかも、僕のキャラ設定をしたのは織野さんらしい。

　まあ。

　なんかいろいろと事情があるようだけれど、そういうのは面めん倒どうくさいから放置して。

「織野さんは織野さんだよ」

　僕は言った。

「織野さんは織野さんだよ。大事なことだから二回言ったよ」

「…………」

「織野さんは織野さんだよ。大事なことだから何度だって言うよ」

「……籠島くん」

　すると、織野さんがいきなり抱きついてきた。僕の胸に顔を寄せて、わんわんと赤あかん坊ぼうのように泣く。

「籠島くん、籠島くん、籠島くん、籠島くん……、うわああああああ」

「うん。そうだよ、僕は籠島諦。そしてきみは、織野栞さんだよ」

　ただ当たり前のことを、僕は言った。

　ただ当たり前のことだから、僕は言った。

「……結局、籠島諦がこうして全ての事実を受け入れることも含ふくめて、《神のみ得ざる手ブツクマーカー》による人格支配……いや。あー、もう、いいや。なんだか、考えるのが馬鹿らしくなってきたよ……」

　カイは小さく微ほほ笑えむ。

「本当、きみといると調子が狂くるうぜ、アキラ」

　しかしすぐに笑えみを消し、織野さんを抱いた僕を見下ろして冷徹な口調で告げる。

「それで……どうするんだ？　織野栞を赦したからって、僕までも赦すなんてことはないよね？　きみの仲間を殺した僕までも無条件に赦すようだったら、それは優やさしさでもなんでもなく、ただの無神経だぜ」

「うーん。そのことなんだけどさ」

　僕は気になっていたことを問うてみる。

「みんなって、本当に死んでるの？」

「……どういう意味だい？」

「いや、だってさ、それって読賀さんが言っただけでしょ？　実際に死体を見せられたわけでもないし。急にそんなこと言われても、信じろって方が無理だよ」

「……それは、ただ事実を受け入れられないだけだ」

「そうかもね。まあでも、僕は読賀さんよりも、みんなの方を信じるよ。読賀さんって、意外と嘘うそつきだからさ。今朝も、織野さんに成り済ましたりしてたわけだし」

　僕は織野さんを支え、一緒に立ち上がる。

「ねえ、カイ」

　そして――

　真正面から、幼おさ馴なな染じみと向き合う。

「僕はきみの言う通り、きみの狙ねらい通り、今まで本当になんにも気づかないでいたんだよ。実は全部気づかないフリでした、なんてサプライズはもちろんない。僕は馬ば鹿かみたいに気づかなかった――でもさ」

　僕は言う。

　自虐するように、そして自じ慢まんするように、僕のこれまでの全てを口にする。




「僕は気づかなかったけど、築かなかったわけじゃない」




　ずっと、築いてきた。

　気づかない僕だったけれど、気づかないなりの人間関係を築いてきた。

　僕にしかできない人間関係を、築いてきた。

「だから信じるよ。みんなが、そう簡単に死ぬはずがない」

　カイは、聞き分けの悪い子供を見るみたいな目で僕を睨にらんでいた。

「いい加減にしろよ。みんな、もう死んだんだよ。どうしてももう一度会いたいというのなら、《神のみ得ざる手ブツクマーカー》によって蘇らせるしか――」

「――ぎゃははははっ！」

　と。

　背後から、人を小馬鹿にしたような笑い声が聞こえた。

　これは、この笑い声は――

「ぎゃははっ！　駄だ目めだ、堪こらえ切れねえ！　なんだよ、あの小こ僧ぞうのドヤ顔!?　『気づかない』と『築かない』のダジャレで、どんだけ得意になってんだよ、ぎゃははっ！」

「こ、こらガク太た！　しゃべるな！」

　もはやお馴染みの、やり取り。

　腹話術による自作自演――と見せかけて、実は兄きよう妹だい漫才。

「あー、もう遅おそいみたいよ、神楽かぐら井い。あちらさん、今ので完かん璧ぺきに感づいたみたい。ま、いい加減隠かくれてんのも辛かったし、ちょうどよかったんじゃない？　ほら、玉たま音ね様、起きてください」

「ふぁあああ……。なんじゃ、もう話は終わったのか？」

　妹に対する不自然な敬語――ではなく、年上の家族に対する自然な敬意。

「ほら、栗くり栖すも起きなさいよ」

「……ほえ。あ、ああ！　す、すいません！　寝ねてません！」

「謝あやまるか誤ご魔ま化かすかどっちかにしなさいよ……。ていうか、その副作用ってなんとかなんないの？」

「うぅ……駄目なんです。あの魔ま法ほうを使うと、どうしても眠くなっちゃって」

　ローブの中は全裸――なんてことはなく、魔ま力りよくで形成された衣装。

「えっと……よし、じゃあ、出ていくとしよう。いや、しかし……もうちょっとこう、演出みたいなものが欲しかったな。突とつ如じよ空が割れて、そこから『ドンッ！』と現れるとか……」

　そして神社の本ほん殿でんの後ろから、特になんの演出もなく、普ふ通つうに歩いて現れる。

　ぞろぞろ、と、僕ぼくの知っているみんなが歩いてくる。

「まさか――」

　カイが大きく目を見開き、驚きよう愕がくした。ここまで驚おどろいた彼かれを見たのは初めてだった。

　織野さんも織野さんで、信じられないという顔になっていた。しかしすぐに表情を輝かせる。

「みんなっ！」

　歓喜の叫さけびを上げながら、彼かの女じよ達たちの下もとへと駆ける。幽霊でもホログラムでもない、実体である彼女達は、優しく織野さんを迎むかえ入れた。

　よかった……、と僕は心の底から安あん堵どする。信じてる、なんてかっこいいこと言っちゃったけど、本当はすごく不安で、すごく怖かったのだ。

　嬉しすぎて涙が零こぼれそうだ。必死になって涙を堪えていると、神楽井先せん輩ぱいが茶ちや化かして来た。

「なんだ籠島。その情けない顔は？　私達のことは信じてるんじゃなかったのか？」

「そりゃ、信じてましたけど……心配なものは心配で……。でも、どうやって……」

「――そういうことか」

　カイが小さく息を吐はく。納なつ得とくと諦観のため息であった。

「やられたよ。まさかきみに裏切られるとは思いもしなかった」

　苦々しい笑みを浮かべて、階段のそばに佇たたずむ読賀さんを眺ながめる。

「《神のみ得ざる手ブツクマーカー》を用いて、彼女達の気配を完璧に隠蔽し、僕や織野栞が無意識化で行っている索敵から逃れたわけか。不完全とは言え、きみの力だったら、そのくらいのことはできる。《神のみ得ざる手ブツクマーカー》にかすかにでも刃向かえるのは、同じ《神のみ得ざる手ブツクマーカー》を持つきみだけだ」

「…………」

　読賀さんは無言のまま、少し顔を伏せた。
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「……無理もないか。きみが僕を恨むのは当然だ。僕の目的のために、きみにはずいぶんと辛い思いをさせた」

「――申し訳ありません。ご主人様マスター」

　俯うつむいたまま、読賀さんは言う。いつもの淡たん々たんとした口調ではなく、不安や葛藤に震ふるえた声だった。

「私には――彼女達は殺せませんでした。裏切ったつもりはありませんし、私はあなたを恨んでもいません。出来損ないで成り損ないだった私に役目を与えてくれたことは、今でも感謝しています」

　ですが、と読賀さんは言う。

「籠島諦から『きみは読賀さんだよ、織野さんじゃない』と言われた瞬しゆん間かん……私は、嬉うれしかったんです……。涙が出るほどに、嬉しかった。黄泉返り――読賀衣里。ご主人様マスターが考えてくれた、私の名前です」

「……即興で考えた、ダジャレみたいな名前だよ。僕の『死の世界』と同じでね」

「それでも、私は何度もその名で呼ばれました……」

　読賀さんの頬には、涙が伝わっていた。普ふ段だんのクールさは欠かけ片らも残っていなくて、唇くちびるを噛かみ締めながら、鼻をすすっている。

　最初は、ただの便べん宜ぎ的な呼称だったのだろう。

　偽物の名前でしかなかったんだろう。だけど、繰り返かえして呼ばれる内に、その名前は、本物と同じ意味を持ったらしい。

「私は……もう、誰だれかのレプリカでもオルタナティブでもありたくはない。読賀衣里という、一人の人間でありたいです。そして――ご主人様マスターにも、『篠しの瀬せ戒かい』という、一人の人間になって欲ほしい……」

「…………」

　カイはなにも言わなかった。

　二人の対たい峙じする様子は、一見すると決別のシーンのように見えた。従者が主人から解放を求め、独立を求めている。

　けれど、それは決して決別を意味しない。

　むしろ真逆だ。

　読賀さんの態度や言葉は、カイへの想おもいで溢れていた。誰よりもカイを思うからこそ、彼女は今、彼から離はなれようとしている。

「……ははっ。ここまでなにもかもが思い通りにならないと、いっそ清々しいな」

　不自然に明るく微笑んで、カイは言った。全身の力を抜ぬいて、ぺたり、と地面に腰こしを下ろす。

「どうしてうまくいかないんだろう……」

　俯きながら、地面に言葉を零こぼす。それは、うっかりと零れた彼の本音であり、心の叫びであるように思えた。

　全員の視線が、へたり込んで俯いたカイに注がれる。やがて顔を上げると、彼は縋すがるような目で僕を見上げた。

「なあ、アキラ。僕はどうすればいいんだ？」

　それから、ゆっくりと全員を見み渡わたす。

「誰でもいいから教えてくれよ……」

　彼の問いには、誰も答えられなかった。沈痛な面持ちで、行き場を失った神様を見つめている。

　なにもかもを失くしてしまった彼が見ていられなくて、僕はつい、口を開く。

　烏お滸こがましくも――神様に向かって意見する。

「なにもしなくていいんじゃないかな」

　カイがこっちを見つめる。

　僕は言葉を続けた。

「たとえばさ、日本の政治家に向かって文句言う人っていっぱいいるでしょ？　『しっかりしろ』『なにやってるんだ』『それでも国の代表か』とか、そんな感じで。でもさ、そういう人達に『じゃあお前がやってみろよ』って言ったら、きっと、なにも言えなくなるよね……」

　ある日いきなり総理大臣に任命されて、なにをしてもいいから日本をより良くしろ、なんて言われたら、ほとんどの人がなにもできずに終わるだろう。

「えっと……漫まん画がとか、小説でたとえると、もっとわかりやすいのかな」

　まとまりがつかないまま話しているので、どうも話が支離滅裂だ。けれど、僕は言いたいを言う。

　これが、最後になるのかもしれないから。

「たとえば作品が気に入らなくて、文句を言う人がいたとする。こうしろ、ああしろ、って、自分勝手な注文をつける人がいるとする。でも、だからってそういう人達に、『作品を自由に改変できる権利』を与えたところで……きっと意味はないよね」

　自分が好きな漫画やアニメを、自分の好きなように改変できる権利。

　一見すると、夢のような権利に思えるのかもしれない。

　自分が好きなキャラの出番を増やして、好きなキャラ同士をくっつけたりして、嫌いなキャラは殺して、思い通りにストーリーを展開して、新設定をどんどん増やして――

　そんなことをしたら……きっと、好きでもなんでもなくなってしまうだろう。

　読者が求めているのは、そういうことではないはず。

「カイ。いつだか、きみは言ってたよね。人間はみんな、『自分』という小説の読者なんだって……。だったらさ、人間は、それに文句言ってるくらいでちょうどいいんだよ」

　なにもかもが完璧に自分の好みである作品なんてありはしない。

　好きなキャラがいれば嫌いなキャラもいて、つまらないストーリーだと思っていたら意外などんでん返しがあったりして、後付けとしか思えない新設定が追加されたと思ったら、それはそれで案外面白かったりして――

　つまんなかったり、面白かったりを繰くり返す。

　それこそが――小説せかいだろう。

　なんでもできるからって、なんでもしていいことにはならない。

　もしもボックス最強説は、こうして、いとも容た易やすく崩くずれ去るのだ。

「神様がなにもしなくても、きっとこの世界はやってけるよ」

「なにもしなくていい、か……」

　カイは消え入るような声でそう呟つぶやくと、大きく口を開けて、声を上げて笑った。晴れ晴れとした、憑き物が落ちたような笑いだった。

「はははっ。キツいなあ。僕の存在そのものを全否定かよ」

「……まあ、そうなっちゃうかもね。でも、別にいいでしょ？　きみの夢は叶わなかったし、きみの今までの全すべては無意味だったのかもしれないけど、だからって死ななくちゃいけないわけでもないし」

「僕が死にたいって言ったらどうする？」

「そりゃ普通に止めるよ。友達だし、幼馴染みだからね」

「そっか」

　カイは再び笑い始める。

　抱かかえていたものを全て放り投げて、全身全霊で笑っていた。僕が見たことがないカイの姿だったし、おそらくカイ自身も、こんな風に笑ったのは初めてのことだろう。

「まいった。完敗だよ、アキラ」







　それから先のことはよく覚えていない。

　いや、こう言うべきか。

　これから――よく覚えていないことになる。

　栗栖ちゃんはまだ魔法の副作用が残っていたらしく、すぐに爆ばく睡すいしてしまった。

　神楽井先輩と桔き梗きよう院いんさんは、敗北宣言をしたカイに詰つめ寄よって、「一発だけ殴なぐらせろ」と主張した。カイはその厳しさと優しさを厳粛に受け止めようとしていたが、土壇場になって読賀さんが止めに入った。

　そしてなんと、いきなりカイに告白した。

　わんわんと泣きながら、力の限りカイのことを抱きしめて、聞いているこっちが恥はずかしくなるくらいに全力で愛を語った。

　そのため、すっごく変な空気になった。

　殴ってけじめをつけようというシリアスな空気が完全にどこかに行ってしまった。

　まあ、顔を赤くして照れるカイは、新鮮で面白かったけど。

　あの反応を見る限り、カイは童貞なのかもしれない。まあ、ラスボスってのは往々にして童貞だよなあ……なんて、益やく体たいもないことを考えていると、

「籠島くん、これ、ありがと」

　織野さんが、僕にハンカチを返した。涙はもう止まっている。普段通りの穏おだやかな表情をしていたが、どこか不安そうに見えた。

「……これから、どうしよっか」

　すっかりと終わった気分になっていたけれど、まだ、やることが残っている。

　織野さんには力が備わったままだし。

　僕は、気づいたままだし。

「織野さん。考えたんだけどさ、その力って、自分で消すことってできないの？」

　なんでもできる力。

　だったら、その力を消すことだって、できるはず。

　もっとも、これは揚げ足取りというか、言葉の矛盾を突ついたみたいな理論だから、本当に可能かどうかはわからないのだけれど、

「うん。できると思う」

　と、織野さんは言った。

　できるらしい。

「……でも、いいのかな。《神のみ得ざる手ブツクマーカー》は、彼が途方も無い時間と労力をかけて創つくった力で、この力のために多くの犠ぎ牲せいが払われたっていうのに……」

「もったいない？」

「ううん。ただ、ちょっと無責任かなって……」

「織野さんもカイも、責任感が強すぎるんだよ。もっと自分勝手になってもいいと思うよ。世界のことを考えるのはいいけど、その前に自分のこと考えなきゃ」

「……そうだね」

　織野さんは小さく頷うなずいた。

「それで、これから具体的にどうするかなんだけど……」

「織野さんに任せるよ」

　僕はそう言って、地面に腰を下ろした。いろいろと疲つかれたのだ。すると、織野さんも僕の隣となりにちょこんと座すわった。

「いいのかな？」

「いいんじゃない？」

「……はあ」織野さんは小さく息を吐き、そして笑った。「籠島くんと話してると、難しく考えるのが馬鹿らしくなって来ちゃうなあ」

「それ、褒めてる？」

「うん、一応ね」

　それから少しの間、至し極ごくどうでもいいことを二人で話した。具体的なことはなにも話さなかった。

　織野さんに任せるとは言ったけれど、彼かの女じよがなにをしようとしてるのかは、想像がついていた。

　僕と彼女の関係は――僕と彼女達の関係は、やはり、そういうものであるべきなのだろう。それが彼女達の望んだことでもあり、同時に、僕が望むことでもある。

「さて、と」

　僕は立ち上がり、天を見上げた。

「帰ろうか、僕らの日常に」
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エピローグ







　そこで僕は目を覚ました。

「…………」

　なんだ、夢だったのか。

　どうやら、今までの戦いは全て僕の夢のなかの出来事だったらしい。

　まさかの夢オチである。

「て、手塚先生に怒おこられる……」

　寝ぼけ頭でよくわからない心配をしていると、コンコン、とドアをノックする音が聞こえて来た。

「籠かご島しまくーん、起きてる？　入ってもいい？」

　織おり野のさんの声である。「いいよ」と反射的に答えると、ドアが開き、制服姿の織野さんが現れた。

「おはよう、籠島くん」

「おはよう……あれ？　なんでこんな朝早くに織野さんが？」

「いつまで寝ぼけてるのよ。昨日のこと、もう忘れたの？」

　必死に頭を働かせ、昨日のことを思い出す。

「……あ、そうか。昨日、誕生日パーティーやったんだよね。織野さんと僕以外の人はダウンしちゃったから僕んちに泊まって……」

「そう。で、私が今、みんなを起こしたとこ。誰かさんが寝ね坊ぼうしたからね」

「あはは。ごめん」

　慌あわててベッドから起き上がる。

　そうだ、思い出した。本当は早起きしてみんなを起こすつもりだったんだけど、思いっきり寝坊してしまったようである。

「なんか……変な夢見ちゃってさ。そのせいで寝坊しちゃったよ」

「ふーん。どんな夢？」

「うーんとね、なんか話すのも馬鹿らしい感じの内容なんだけど――

　神楽かぐら井い先輩は、実は未来から来た電脳戦士で、普段腹話術で話してるガク太たくんはなんとお兄さんだったんだよ。

　桔き梗きよう院いんさんは陰おん陽みよう師じで、そして玉たまちゃんは九きゆう尾びの狐きつねだった。

　栗くり栖すちゃんは異世界から来た魔ま法ほう使つかい。本名はすごい長くて、全然覚えられなかったな。

　織野さんは――なんか、神の子っていうか、この世界の救世主っていうか、とにかくすごい存在だったね」

「…………」

「それでさ、笑っちゃうんだけど、カイがラスボスだったんだよ。ああ、カイっていうのは僕の幼おさな馴な染じみのこと。確か、会ったことあるよね？　それから織野さんにそっくりな読よみ賀がさんって子も現れてさ――」

　僕は、僕が見ていた夢のことを話した。

　荒こう唐とう無む稽けいで支離滅裂で滅め茶ちや苦く茶ちやな夢の話を。

　漫画のようでアニメのような夢の話を。

　他人が見た夢の話ほどつまらない話はない、という定説はあるけれど、織野さんは楽しそうに僕の話を聞いてくれた。

　笑っていたけれど、どこか寂しそうな笑え顔がおにも見えた。無理して笑っているような気もした。

　だけどやっぱり、織野さんは楽しそうに笑っていた。

「――というわけで、最終的には僕の眠ねむっていた力――《栞代わりの爪痕ドツグイア》が覚かく醒せいして、悪者をけちょんけちょんにやっつけてのハッピーエンドだったね」

「……と、途と中ちゆうから原作レイプされている」

「え。どゆこと？」

「な、なんでもないっ！　あははー」

　なぜか焦あせったように言って、織野さんは視線をあちこちに泳がせた。

「さ、さあ！　早く片付け終わらせて、学校へ行こうっ！」







　二学期が始まり、一週間ほどが経過したある日。

「平和だなあ」

　放課後の部室にて、僕はしみじみと呟いた。

　コンピューター部の部室には、今日も五人のメンバーが揃そろっていた。

　神楽井もにゅ美み。

　桔梗院柚ゆず希き。

　栗栖＝クリムゾン＝紅く莉り亜あ。

　織野栞しおり。

　籠島諦あきら。

　特になにをするというわけではないけれど、みんなで集まってだらだらとしていた。

「平和は退屈？」

　織野さんが問うてくる。僕ぼくは曖あい昧まいな笑顔を浮うかべた。

「退屈と言えば退屈だけどさ。でも、悪くないよ。僕はこうやってのんびりしてるのが好きだからさ」

「そう」

　穏やかに微ほほ笑えむ織野さん。

「神楽井先輩の宿題もようやく終わったことだし」

「……籠島、もうそのネタを引っ張るな」

　神楽井先輩がうんざりして言った。すると、花札で遊んでいた桔梗院さんと栗栖ちゃんが、話に混ざってくる。

「結局、人間ってのは、ないものねだりして生きてく生き物なのよね。戦争になったら平和を求めて、平和になったら今度は退屈とか言って……」

「隣の芝は青く見えるってことですね。あ、『猪いの鹿しか蝶ちよう』です」

「うそっ!?」

「これで十二回戦終しゆう了りよう。私の勝ちですね」

「うわ……また負けた。栗栖、あんた本気で強いわね……。あたしもけっこう自信あったのに……」

「えへへ。すごく強い人と頻繁に対戦してますからねー」

「あー、悔しい。あたしも久しぶりに玉たま音ね様と修しゆ行ぎようしようかしら」

　そんな風に、緩ゆるやかに時が流れていく。

　ああ、やっぱりいいな、この、ゆるい感じ。

　こんな時間がずっと続けばいいのに――なんて考えていたら、全然続かなかった。

　まずは織野さん。

「お、お腹なかがっ！」

　次は栗栖ちゃん。

「こ、この魔ま力りよくは!?」

　そして桔梗院さん。

「っ!?　ほ、ほんとですか、玉音様!?」

　最後は神楽井先せん輩ぱい。

「な、なんだと!?　くそ、よりにもよって、ＰＣのメンテ中に……。別の部屋のものを使うしかないか……！」

　と、まあ、そんな感じで。

　気がつけば、僕以外のメンバーがどこかに消えてしまった。

「……みんな、忙しいんだなあ」

　うーむ。

　この感じ、なんだか久しぶりだ。

　一つ息を吐はき、僕は席を立つ。天気がよかったので、なんとなく窓を開けてみた。

　清々しいまでの青空と、いつも通りの町並みが目に入る。

「……うん？」

　景色を楽しんでいると、遠くの方でキラ子こさんが歩いているのを発見した。映画のスーツではなく、女性らしいファッションに身を包つつんでいる。彼女の私服を見たのは、なにげにこれが初めてだった。

　キラ子さんの隣には、中学生ぐらいの男の子がいた。眼鏡とサスペンダーがよく似合う少年である。

　弟だろうか？　まさか、彼かれ氏しってことはないと思うけど。

　ぼんやりと眺ながめていると、眼鏡の二人は揃って携けい帯たいを取り出した。画面を眺めると、一気に表情を引ひき締しめ、どこかへ走り去ってしまった。

　急な仕事でも入ったのだろうか？

　まあ、考えてもしょうがないか。

　ふと、窓から風が吹き抜けた。カーテンが大きく揺れる。なかなかに強い風だったけれど、窓際にある写真は、しっかりとした写真立てに入っているので、無事だった。

　少し前に五人で仲良く撮った写真。

　最近のことなのに、なんだか、ずいぶんと前のような気もする。

　温かい気持ちで写真を眺めていると、ポケットで携帯が震ふるえた。なにかと思えば、幼馴染みのカイからの着信だった。

『やあ、アキラ』

「カイ。久しぶりだね」

　こうしてカイと話すのはおよそ一週間ぶりである。

　一週間前の始業式の日、カイはいきなり「自分探しの旅に出る」と言い出したのだ。止めようかと思ったけれど、「もう一度この世界を見てみたいんだ」と、やけに澄んだ目で言われて、なんとなく止められなかった。

「どう？　旅の調子は？」

『まだ始まったばかりだけど、今のところは楽しくやってるよ。ここの風景もすごく綺き麗れいなんだ。見み渡わたす限りの砂の大地と、どこまでも続く青空。肌はだを撫なでる乾かわいた風も風情があっていい』

　どうやら、今はどこかの砂漠にいるようである。

　サハラか、タクラマカンか、それともまた別の砂漠か。

『本当に素す晴ばらしい観光スポットだよ、鳥取砂丘は』

「…………」

　鳥取砂丘。日本三大砂丘の一つ。

　日本にいるのかよ。

「カイ……。世界を見るんじゃなかったの？」

『なに言ってるんだよ。日本だって立派な世界だぜ？』

　そりゃそうだけど。

　すごくスケールが狭いというか……いや、逆にスケールが大きい発想なのかな。

「そういえば、読賀さんは元気？」

『元気だよ。今隣にいるけど、代わろうか？』

「ううん。いいよ。よろしく言っといて」

　カイの自分探しの旅には、読賀さんも同行した。それじゃただの旅行じゃないの、と思ったけれど、そこは突っ込まないであげよう。

　カイは少し間を開けて、感慨深そうに息を吐いた。

『……こういう風に、自分のためだけに世界を見たのは初めてだ。すごく新鮮で、すごく楽しいよ。この世界なんて、僕にとってはすでに読み終わった小説だと思っていたんだけれど、どうやらそれは思い上がりだったらしい』

「…………」

『本当に面おも白しろい小説は何度読んでも面白い。この世界にも、まだまだ見所がありそうだ』

「そりゃよかった」

　僕は笑い、彼も笑った。

『ああ、ごめんアキラ。読賀さんが頬ほおを膨らませて拗ね始めたから、そろそろ切るよ』

　……読賀さんは完全にデレ期に入ったようである。

　頬を膨らませて拗ねる読賀さんか。見てみたいな。

「うん。わかった。んじゃまたね」

『ああ。……アキラ。最後に、一つだけいいかい？』

「ん？　なに？」




「本当は全部気づいているんだろう？」




「…………」

『一週間前、織野栞は《神のみ得ざる手ブツクマーカー》を用いて世界を改変した。いろいろと複雑な調整を施ほどこしたようだけれど――簡単に言えば全てを元に戻もどしたんだ』

「…………」

『籠島諦にとっては、その日の経験は全て夢の中の出来事になり、きみは今まで通り織野栞やその仲間達たちと気づかない関係を続けていく――はずだった』

「…………」

『織野栞は確かにそう願ったんだろう。でも……心の奥おく底そこで、どうしても願ってしまったんだろう、「本当は気づいて欲ほしい」ってね。それだけじゃない。たぶん彼女はこうも思ったはずだ。「籠島諦に守って欲しい」と。そして、きみも同時に思ったんだろう？　「本当は彼かの女じよ達たちを守りたい」って』

「…………」

『その瞬しゆん間かん、能力の譲渡が始まった。彼女が願い、きみが受け入れたことにより、《神のみ得ざる手ブツクマーカー》は籠島諦のものとなった。結果的には、きみが厄介事の全すべてを引き受けたことになる。織野栞に代わる新たなる宿主として、神を超こえた力を手に入れたわけだ』

　栞の代わり。

　ブックマーカーの代わり。

　ドッグイア。

《栞代わりの爪痕ドツグイア》

『……結局、織野栞はどうしようもないくらいに女の子で、籠島諦はどうしようもないくらい男の子だったってことなのかな。でもアキラ。本当にそれでいいのかい？　その生き方は、いくらきみでも耐たえられ――』

　僕は言う。

　カイのセリフに、かぶせるように言う。

「え？　なんか言った？」

『…………』

「電波悪かったのかな。全然聞こえなかったよ」

『……いや、なんでもない』

　簡単に別れを済ませて、電話は終わった。携帯をポケットに入れて、僕はもう一度窓の外を眺める。

　上を見上げると、どこまでも高い青空が見えた。

　この空の下では、今日もどこかで、誰だれかが幸せになったり、不幸になったりしているのだろう。

　僕の知らないところで、僕の知らない物語が展開されているのかもしれない。

　もしかしたら――正義の味方が人知れず戦っているのかもしれない。

　でも。

　仮にそうだとしても。

　僕は僕で、僕が愛する日常の中で、楽しく生きていきたいと思う。

　無邪気に笑っていたい。

　誰かのために、笑っていたい。

　それがきっと。

　正義の味方が望んでいることなんだから。

　そしてそれこそが。

　僕らが築いてきた関係なのだから。







あとがき







　いや、気づけよ




　という気持ちから始まった本作も、早いもので六巻となりました。

　時間にするとおよそ一年となりましょうか。長いんだか短いんだかわからない期間ですけれど、僕としてはあっという間の一年でした。

　本作は作家望のぞみ公こう太たのデビュー作であり、そして新人賞の受賞作でもあります。

　つまり、続刊のことなどまるで考えていない設定とストーリーなので、シリーズ化するとなると大変な苦労が……ということもなく。

　ぶっちゃけ受賞する前から、あんなこともやりたいこんなこともやりたい、と考えていたので、それほど苦労せずにシリーズ化はできました。

　受賞する前から勝手に二巻書いたりもしてましたし……。

　まあもちろん、全てが当初の予定通りということでもありませんけど、なんとか狙ねらっていたところまで辿たどり着けました。

　ところで、今回のあとがきは四ページもあります。担たん当とう様に頼んで、今回はいつもよりちょっと多めにしてもらったんですけど……いざ書いてみたら書くことがあまりない、という困った状況になってしまいました。

　なので、この場を借りてファンブック的な主要キャラの裏話をしたいと思います。完全に僕がやりたくてやるだけのことですので、悪しからず。

　また、本編のネタバレが含まれますので、注意してください。

①栗くり栖す＝クリムゾン＝紅く莉り亜あ。

　魔法使い。異世界召しよう喚かんファンタジーの王道を歩んだ父の子供、というイメージ。完結にまとめると露ろ出しゆつ狂きようキャラだった気もする。気づいている人がいたら嬉しいんですけど、栗栖のマークは六ろく芒ぼう星せいで、桔き梗きよう院いんのマークは五ご芒ぼう星せいとなってます。

②神楽かぐら井いもにゅ美み。

　未来人。個人的には一番思うところがあるキャラ。なぜなら、この作品が完成したのは、ほぼ神楽井のおかげと言っても過か言ごんでもないからです。

　当初の予定では、登場するヒロインズは超能力者、魔法使い、陰おん陽みよう師じの三人でした。ところが、ギャグなら思いつくけど話がまとまらない、という状態に陥おちいったのです。しかしある日、雷光の如く未来人という設定を思いつき、そこから連鎖的に、主人公の幼少期にタイムトラベルするというネタと、「フィストファック」のギャグを閃ひらめいたのです。そっからはもう早くて、ババっと投稿作である一巻が書き上がりました。

③桔梗院柚ゆず希き。

　陰陽師。前述の理由より出番は二巻から。九きゆう尾びの狐きつね、玉たま音ねとのコンビ。一巻に出てきた女子達がみんな主人公に優しかったので、んじゃちょっと厳きびしい奴出すかー、ってことで出したら、予想外に厳しくなっちゃったような……。まあでもしょうがないか、だってオムツだもんね。

④織おり野の栞しおり。

　超能力者、と見せかけて――というキャラ。実は『制服のときは黒タイツ』という設定。ラフの段だん階かいから決まっていたことなのに、その姿をイラストで見る機会はなく、今回ようやく見られたと思ったら、実は本人じゃなかったり……。

⑤篠しの瀬せ戒かい。

　ラスボス――でありながら、もう一人の主人公。本作はやはり籠かご島しま諦あきらの物語だったと思いますが、同時に篠瀬戒の物語であった気もします。左前の着流しは、主人公が間違いに気づいてないので本編では描写できないというジレンマ。そういえばこいつ、冬はなに着てんだろうなー。

⑥籠島諦。

　主人公――でありながら、どこまで行っても脇役。ラノベ史上最も鈍どん感かんな男、らしい。一切の悪意も犯はん意いもなく、ヒロインズをどこまでも追い詰つめるある意味鬼き畜ちくな男。今巻の最後ではいろいろありましたけど、籠島はこれからも籠島らしく生きていくのだろうと勝手に思ってます。

　以上です。まだまだ語りたいこともありますけどここらで終わっときましょう。

　では、以下謝しや辞じを。

　作品に多大なアドバイスをくだった担当様。本作は僕ひとりの力では決して書けなかったと思います。本当にありがとうございます。

　イラストレーターのタカツキイチ様。毎度毎度素晴らしいイラストをありがとうございました。送られてくるイラストは、いつも執しつ筆ぴつの活力となりました。

　そして六巻まで本作を読んでくださった読者の皆様に最大級の感謝を。この作品をここまで続けることができたのは一重に皆みな様さまのおかげです。

　それでは、縁えんがあったらまた会いましょう。

望公太







◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


望公太先生／タカツキイチ先生
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